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『
祖
堂
集
』
卷
一一
譯
注
（
二
）「
保
福
和
尚
章
」（
下
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班

前
言

本
稿
は
『
祖
堂
集
』
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」
全
五
四
則
の
後
半
二
十
四
則
（〔
三
一
〕
～
〔
五
四
〕）
の
譯
注
で
、
昨
年
公

表
し
た
「
保
福
和
尚
章
」
上
篇
（［
一
］
～
「
三
〇
」）
に
引
き
續
き
下
篇
と
し
て
本
紀
要
に
發
表
す
る
。
こ
の
下
篇
は
毎
偶
數

週
金
曜
日
の
定
例
研
究
會
に
お
い
て
二
〇
一
七
年
六
月
二
二
日
に
開
始
、
二
〇
一
八
年
四
月
二
七
日
に
「
保
福
和
尚
章
」
後

半
二
四
則
を
讀
了
し
た
。
會
讀
に
譯
注
資
料
を
提
出
し
て
討
論
を
擔
當
し
た
の
は
、
川
島
常
明
、
久
保
讓
、
鈴
木
洋
保
、
鈴

木
史
己
、
小
川
太
龍
、
呉
進
幹
（
戒
法
）
の
諸
氏
お
よ
び
西
口
芳
男
、
衣
川
賢
次
で
あ
る
。
本
稿
は
西
口
が
當
日
の
配
布
資

料
と
討
論
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
起
稿
し
た
も
の
を
衣
川
が
檢
討
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
が
『
祖
堂
集
』
の
讀
解
を
通
し
て
、「
唐
末
五
代
轉
型
期
に
お
け
る
九
、十
世
紀
福
建

禪
宗
の
思
想
史
的
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま
ず
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」
の
會
讀
を
開
始
し
た
の
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
卷
一
〇
、一
一
、一
二
、一
三
に
列
す
る
雪
峯
門
下
の
弟
子
、
再
傳
の
弟
子
の
各
章
を
會
讀
し
、
二
〇
二
五

年
一
〇
月
に
終
了
し
た
。
卷
一
一
「
雲
門
和
尚
章
」
以
下
の
譯
注
は
今
後
整
理
起
稿
し
て
本
紀
要
に
發
表
し
、
い
づ
れ
こ
れ

ら
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
祖
堂
集
』
の
燈
史
と
し
て
の
最
大
の
資
料
的
價
値
は
こ
の
部
分
に
存
す
る
。
す
な
わ
ち
『
祖
堂
集
』
の
傳
え
る
最
新
の
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消
息
が
こ
こ
に
敍
べ
ら
れ
て
い
る
。『
祖
堂
集
』
編
纂
の
場
と
な
っ
た
泉
州
招
慶
院
に
は
第
一
世
長
慶
慧
稜
（
先
招
慶
）
と
當

時
の
住
持
福
先
招
慶
省
僜
（
後
招
慶
）
の
師
保
福
從
展
に
か
か
わ
る
資
料
が
豐
富
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
長
慶
慧
稜

は
保
福
從
展
と
廣
く
古
今
の
話
頭
（
禪
宗
故
事
）
を
討
論
し
た
と
言
わ
れ
、
二
人
の
章
（
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
と
卷
一
一
「
保

福
和
尚
章
」）
に
は
多
く
の
話
頭
を
擧
げ
て
議
論
應
酬
し
た
語
の
記
錄
が
特
色
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
話
頭
は

『
祖
堂
集
』
に
ほ
ぼ
收
錄
さ
れ
て
い
る
か
ら
、『
祖
堂
集
』
主
要
部
分
の
編
纂
（
原
一
卷
か
ら
原
十
卷
へ
の
増
廣
）
は
こ
の
二
人

の
語
錄
を
編
纂
す
る
こ
と
が
核
と
な
り
、
か
れ
ら
の
取
り
上
げ
た
話
頭
が
各
卷
に
配
せ
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
長
慶

和
尚
章
」
全
三
〇
則
の
う
ち
の
二
三
則
、「
保
福
和
尚
章
」
全
五
四
則
の
う
ち
の
三
七
則
は
本
書
獨
自
の
收
錄
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
則
の
精
密
な
讀
解
を
通
し
て
、
從
來
知
ら
れ
な
か
っ
た
唐
末
五
代
福
建
禪
宗
の
問
題
意
識
と
思
想
的
營
爲
が
明
ら
か

に
な
る
。

「
保
福
和
尚
章
」
五
四
則
の
中
心
的
課
題
は
「
宗
乘
」（
禪
宗
の
眞
理
、
す
な
わ
ち
禪
僧
の
自
己
本
分
事
の
究
明
［
己
事
究
明
］）
を

い
か
に
語
る
か
で
あ
っ
た
。「
語
る
」
に
は
言
葉
を
も
ち
い
る
し
か
な
い
が
、
眞
理
を
「
語
る
」
さ
い
の
言
葉
は
が
ん
ら

い
不
完
全
な
も
の
と
さ
れ
、「
道
い
得
た
」
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
患
謇
」（
ど
も
っ
た
言
表
、
正
常
な
言
葉
に
な
っ
て
い
な

い
）
の
結
果
と
な
り
、
ま
た
は
「
道
い
得
た
」
と
思
っ
た
言
葉
も
却
っ
て
人
を
縛
る
も
の
に
轉
化
す
る
（「
一
句
合
頭
語
，
萬

劫
繫
驢
橛
」）。
な
ら
ば
眞
理
を
傳
え
る
言
語
表
現
は
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
佛
性
は
「
人
人
具
有
，
箇
箇
圓

成
」
と
い
う
前
提
に
安
住
し
て
し
ま
っ
て
は
「
無
事
禪
」
に
墮
す
る
。「
良
久
す
る
」（
默
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
乘
を
傳
え
得

た
）
と
い
う
苦
肉
の
策
も
、
雪
峯
の
弟
子
輩
か
ら
は
疑
惑
の
對
象
と
な
っ
た
。
こ
の
困
境
に
い
か
に
處
す
べ
き
か
？
こ
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て
さ
か
ん
に
議
論
が
展
開
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
語
り
え
ぬ
も
の
を
語
る
」
と
い
う
問
題

で
あ
り
、
問
題
意
識
は
宋
代
以
後
へ
と
持
ち
越
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
現
代
に
お
い
て
も
哲
學
的
探
究
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、「
語
り
え
ぬ
も
の
」
と
は
一
般
の
言
語
問
題
な
の
で
は
な
く
、
じ
つ
は
禪
宗
史
に
お
い
て
は
藥
山
惟
儼
が
つ
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と
に
言
っ
た
、「
不
得
絶
却
言
語
。
我
今
説
這
箇
言
語
，
顯
無
語
底
。
他
那
箇
本
來
無
耳
目
等
貌
」（
言
葉
を
斷
ち
き
っ
て
は
な

ら
ぬ
。
わ
た
し
は
今
こ
う
い
う
言
葉
を
使
っ
て
〈
言
葉
な
き
も
の
〉
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
本
來
耳
目
の
相
貌
な
き
も
の
だ
か

ら
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
澧
州
藥
山
惟
儼
和
尚
上
堂
」）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
そ
れ
」
す
な
わ
ち
禪
宗
の
宗
乘
自
身
は
語

る
す
べ
を
持
た
ぬ
ゆ
え
に
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
「
語
っ
て
語
ら

ず
、
語
ら
ず
し
て
語
る
」
反
語
的
精
神
（
林
達
夫
）、
宋
代
禪
の
「
繞
路
説
禪
」（『
碧
巖
錄
』）、
の
ち
の
馮
友
蘭
の
い
う
「
負

底
方
法
」（
反
面
か
ら
の
提
示
）
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。『
祖
堂
集
』「
保
福
和
尚
章
」
に
お
い
て
一
〇
世
紀
福
建
で
さ
か
ん

に
議
論
さ
れ
た
の
は
こ
の
種
の
問
題
で
あ
っ
た
。
中
唐
馬
祖
禪
の
思
想
が
そ
の
後
唐
末
五
代
に
到
っ
て
深
刻
な
反
省
に
さ
ら

さ
れ
、「
無
事
禪
」
克
服
の
課
題
を
持
っ
て
宋
代
禪
に
つ
な
が
る
局
面
を
こ
こ
に
讀
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　
　

西
口　

芳
男　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣
川　

賢
次　

　

二
〇
二
六
年
三
月
二
〇
日
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［
凡
例
］

一
．
本
譯
注
は
禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
録
研
究
班
の
會
讀
成
果
で
あ
る
『
祖
堂
集
』
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」
後
半
二
四
則

の
校
訂
本
文
、
訓
讀
文
、
日
本
語
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。

二
．
譯
注
の
底
本
は
禪
文
化
研
究
所
影
印
大
字
本
『
祖
堂
集
』（
基
本
典
籍
叢
刊
，
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
校
訂
排

印
し
た
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
上
册
（
孫
昌
武
、
衣
川
賢
次
、
西
口
芳
男
點
校
，
中
國
佛
教
典
籍
選
刊
，
二
〇
一
〇
年
，
第
二

次
印
刷
版
）
を
參
考
に
し
た
。

三
．
段
落
は
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
に
從
っ
て
分
段
し
、
各
則
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
本
文
の
文
字
の
異
同
は
中
華
書

局
版
に
校
記
が
あ
る
の
で
本
譯
注
に
は
あ
ら
た
め
て
加
え
ず
、
問
題
に
な
る
異
文
は
注
釋
中
に
論
ず
る
こ
と
に
し
た
。

四
．
注
釋
に
引
用
し
た
典
籍
は
、
基
本
的
に
上
掲
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
附
録
二
「
關
於
祖
堂
集
的
校
理
」
四
．「
祖
堂

集
校
勘
擧
例
」（
九
三
八
頁
）
に
列
す
る
版
本
を
も
ち
い
る
。『
祖
堂
集
』
に
は
中
華
書
局
版
の
則
番
號
を
附
し
、
檢
索

に
便
な
ら
し
め
た
。
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［
目
次
］　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
印
は
本
書
に
の
み
錄
す
る
章

保
福
和
尚
章
（
下
）

＊
〔
三
一
〕
一
闡
提
を
殺
せ
ば
、
無
量
の
福
を
得
ん

＊
〔
三
二
〕
一
百
个
の
話
を
道
得
す
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を
行
取
す
る
に
如
か
ず

＊
〔
三
三
〕
佛
の
一
言
で
五
百
菩
薩
に
害
心
が
生
じ
た

〔
三
四
〕
天
上
、
地
下
に
弥
勒
無
し

＊
〔
三
五
〕
應
眞
の
菩
薩
は
内
外
倶と

も

に
黃
金
色

＊
〔
三
六
〕
直た

と是
い
理
有
る
も
、
雪せ
っ

處し
ょ

無
し

＊
〔
三
七
〕
諸
法
に
座よ

ら
ず
し
て
、
還は

た
過と
が

無
き
を
得
ん
や
？

＊
〔
三
八
〕
諸
聖
に
見ま

み

え
ん
と
欲ほ

っ得
す
る
も
、
亦
た
此
の
門
よ
り
入
る

〔
三
九
〕
無
生
の
路
に
達
し
た
い
な
ら
、
本
源
を
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

＊
〔
四
〇
〕
若も是
し
善
知
識
な
ら
ば
、
一
物
に
も
亦
た
違
わ
ず

＊
〔
四
一
〕
亂
走
し
て
變
ぜ
し
や
？

＊
〔
四
二
〕
た
と
い
完
璧
に
言
え
て
も
、
ど
も
っ
た
も
の
で
し
か
な
い

＊
〔
四
三
〕
什い

ず

こ
摩
處
か
是
れ
某
甲
の
去と

こ
ろ處

な
ら
ざ
る
？

＊
〔
四
四
〕
不
問
不
答
の
時
は
如
何
？　
　

〔
四
五
〕
此
の
事じ

は
閃
電
、
石
火
、
火
焰
、
霹
び
ゃ
く

靂り
ゃ
くに
相
い
似
た
り

＊
〔
四
六
〕
文
殊
の
劍

＊
〔
四
七
〕
這し

ゃ

裏り

は
則
ち
易
く
、
那な

り裏
は
則
ち
難
し
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＊
〔
四
八
〕
柏
樹
子
と
言
わ
ず
に
ど
う
言
う
か
？

＊
〔
四
九
〕
先
聖
の
方
便
に
よ
っ
て
成
道
す
る

＊
〔
五
〇
〕
如
何
な
る
か
是
れ
活
人
劍
？　
　
　

＊
〔
五
一
〕
馬
祖
禪
の
定
型
の
問
い
を
ど
う
受
け
留
め
る
か
？

＊
〔
五
二
〕
師
子
は
ど
ん
な
獲
物
を
捉
え
る
に
も
全
力
を
盡
く
す
が
、
ど
ん
な
力
を
盡
く
す
の
か
？

＊
〔
五
三
〕
錢
を
失
い
罪
に
遭
え
り

＊
〔
五
四
〕
作い

か
な
る

摩
生
か
是
れ
如
の
義
？
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〔
三
一
〕
一
闡
提
を
殺
せ
ば
、
無
量
の
福
を
得
ん

因
擧
：
「
曹
山
三
種
闡
提
云
：
『
殺
盡
一
切
，
名
曰
闡
提
；
殺
一
闡
提
，
得
福
無
量
。』」
僧
問
：
「
只
如
一
闡
提
，
作

摩
生
殺
？
」
師
云
：
「
不
殺
。」
進
云
：
「
爲
什
摩
不
殺
？
」
師
云
：
「
若
殺
則
同
於
闡
提
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
曹
山
の
三
種
の
闡
提
に
云
く
、『
一
切
を
殺
し
盡
く
す
を
、
名な
づ

け
て
闡
提
と
曰
う
。
一
闡
提
を
殺
せ
ば
、

福
を
得
る
こ
と
無
量
な
り
』
と
。」
僧
問
う
、「
只
だ
一
闡
提
の
如
き
は
，
作い

か

ん
摩
生
が
殺
さ
ん
？
」
師
云
く
、「
殺
さ
ず
。」
進

ん
で
云
く
、「
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
殺
さ
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
若
し
殺
せ
ば
則
ち
闡
提
に
同
じ
か
ら
ん
。」

【
日
譯
】

師
は
〈
曹
山
の
三
種
の
闡
提
〉
の
話
を
取
り
あ
げ
た
。「
一
切
を
殺
し
つ
く
す
者
を
闡
提
と
言
う
が
、
一
闡
提
を
殺
せ

ば
、
無
量
の
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。
僧
が
問
う
た
、「
一
闡
提
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
に
し
て
殺
す
の
で
し
ょ

う
か
？
」
師
、「
殺
さ
な
い
こ
と
だ
。」
僧
、「
ど
う
し
て
殺
さ
な
い
の
で
す
か
？
」
師
、「
殺
し
た
ら
、
闡
提
と
同
じ
に
な

る
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
曹
山
三
種
闡
提
云
：
殺
盡
一
切
，
名
曰
闡
提
；
殺
一
闡
提
，
得
福
無
量　
「
曹
山
三
種
闡
提
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
曹
山

が
「
一
闡
提
を
殺
せ
ば
、
福
を
得
る
こ
と
無
量
」
と
言
っ
た
問
答
は
、
本
書
卷
八
「
曹
山
章
」
の
第
二
六
則
に
見
え
る
。

問
：
「
教
中
有
言
：
『
殺
一
闡
提
，
獲
福
無
量
。
』
如
何
是
闡
提
？
」
師
云
：
「
起
佛
見
、
法
見
者
。
」
云
：
「
如
何

是
殺
？
」
云
：
「
不
起
佛
見
、
法
見
是
殺
。
」

問
う
、
「
『
涅
槃
經
』
に
『
一
闡
提
を
殺
す
と
、
無
量
の
福
が
得
ら
れ
る
』
と
あ
り
ま
す
が
、
闡
提
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
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「
佛
見
、
法
見
を
起
こ
す
者
の
こ
と
だ
。
」
僧
、
「
で
は
闡
提
を
殺
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
佛
見
、
法
見
を
起

こ
さ
ぬ
こ
と
が
闡
提
を
殺
す
こ
と
だ
。
」

右
の
引
用
は
『
大
般
涅
槃
經
』（
南
本
）
卷
一
五
「
梵
行
品
之
二
」
の
一
節
の
取
意
で
あ
ろ
う
。

善
男
子
！
佛
及
菩
薩
知
殺
有
三
：
謂
下
中
上
。
下
者
蟻
子
乃
至
一
切
畜
生
，
唯
除
菩
薩
示
現
生
者
。
善
男
子
！
菩
薩

摩
訶
薩
，
以
願
因
緣
示
受
畜
生
，
是
名
下
殺
。
以
下
殺
因
緣
，
墮
於
地
獄
、
畜
生
、
餓
鬼
，
具
受
下
苦
。
何
以
故
？

是
諸
畜
生
有
微
善
根
，
是
故
殺
者
具
受
罪
報
，
是
名
下
殺
。
中
殺
者
，
從
凡
夫
人
至
阿
那
含
，
是
名
爲
中
。
以
是
業

因
，
墮
於
地
獄
、
畜
生
、
餓
鬼
，
具
受
中
苦
，
是
名
中
殺
。
上
殺
者
，
父
母
乃
至
阿
羅
漢
、
辟
支
佛
、
畢
定
菩
薩
，

是
名
爲
上
。
以
是
業
因
緣
故
，
墮
於
阿
鼻
大
地
獄
中
，
具
受
上
苦
，
是
名
上
殺
。
善
男
子
！
若
有
能
殺
一
闡
提
者
，

則
不
墮
此
三
種
殺
中
。
善
男
子
！
彼
諸
婆
羅
門
等
一
切
皆
是
一
闡
提
也
。
譬
如
掘
地
刈
草
斫
樹
，
斬
截
死
屍
，
罵
詈

鞭
撻
，
無
有
罪
報
。
殺
一
闡
提
，
亦
復
如
是
，
無
有
罪
報
。
何
以
故
？
諸
婆
羅
門
乃
至
無
有
信
等
五
法
，
是
故
雖
殺
，

不
墮
地
獄
。
（
大
正
藏
第
一
二
册
七
〇
二
下
。
北
本
同
）

良
家
の
子
よ
、
佛
・
菩
薩
に
は
上
中
下
の
三
種
の
殺
が
あ
る
の
を
知
り
な
さ
い
。
下
殺
と
は
蟻
よ
り
畜
生
の
生
存
の
殺
で
あ
る
が
、

菩
薩
の
誓
願
に
よ
っ
て
示
現
し
た
も
の
は
除
く
。
下
殺
の
因
緣
に
よ
っ
て
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
墮
ち
て
下
苦
を
受
け
る
の
は
、
ど

ん
な
畜
生
に
も
わ
ず
か
に
善
根
が
あ
っ
て
殺
せ
ば
罪
報
を
受
け
る
か
ら
で
、
こ
れ
が
下
殺
で
あ
る
。
中
殺
と
は
凡
夫
よ
り
阿
那
含
の

生
存
の
殺
で
、
こ
の
行
爲
の
因
に
よ
っ
て
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
墮
ち
て
中
苦
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
上
殺
と
は
父
母
よ
り
阿
羅

漢
・
辟
支
佛
・
菩
薩
と
し
て
決
定
し
た
者
の
生
存
の
殺
で
、
こ
の
行
爲
の
因
緣
に
よ
っ
て
阿
鼻
大
地
獄
に
墮
ち
て
上
苦
を
受
け
る
こ

と
で
あ
る
。
良
家
の
子
よ
、
婆
羅
門
（
異
教
徒
）
な
る
一
闡
提
を
殺
す
の
は
以
上
の
三
種
の
殺
に
入
ら
な
い
。
た
と
え
ば
地
を
掘
り
、

草
を
刈
り
、
樹
木
を
切
り
、
死
骸
を
切
り
刻
み
、
罵
り
鞭
う
っ
て
も
罪
報
が
無
い
よ
う
に
、
一
闡
提
を
殺
し
て
も
罪
報
は
な
い
。
な

ぜ
か
と
い
え
ば
、
婆
羅
門
と
五
法
（
信
心
・
精
進
・
思
念
・
禪
定
・
智
慧
）
が
な
い
者
は
、
そ
れ
故
に
殺
し
て
も
地
獄
に
墮
ち
な
い
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の
で
あ
る
。

殺
生
に
よ
っ
て
罪
報
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
殺
す
對
象
を
上
中
下
三
種
に
分
類
し
、「
一
闡
提
を
殺
す
」
こ

と
は
こ
れ
に
屬
さ
ず
、
殺
生
し
て
も
地
獄
に
墮
ち
な
い
と
い
う
。
曹
山
章
の
「
殺
一
闡
提
，
獲
福
無
量
」
が
こ
の
一
段
の

取
意
（
概
括
）
だ
と
す
る
と
、
本
則
の
「
殺
盡
一
切
，
名
曰
闡
提
；
殺
一
闡
提
，
得
福
無
量
」
も
曹
山
に
よ
る
『
涅
槃
經
』

の
取
意
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
闡
提
はIcchantika

の
音
譯
語
、「
斷
善
根
」
の
義
と
い
う
。
本
則
で
は
「
殺
盡
一

切
，
名
曰
闡
提
」
が
加
わ
り
、
闡
提
を
皆
殺
し
の
極
惡
人
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
涅
槃
經
』
の
所

説
に
關
わ
る
問
答
で
、
殺
生
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
曹
山
章
の
問
答
で
「
殺
す
」
こ
と
を
「
佛
見
、
法
見

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
」
と
精
神
的
解
釋
を
し
て
い
る
の
は
、
同
時
代
の
臨
濟
義
玄
が
示
衆
で
五
無
間
業
（
五
逆
罪
：
殺
父
、

害
母
、
出
佛
身
血
、
破
和
合
僧
、
焚
燒
經
像
）
を
「
父
と
は
無
明
、
母
と
は
貪
愛
」
な
ど
と
す
る
の
と
同
じ
で
、
臨
濟
の
場
合

は
『
楞
伽
經
』
の
所
説
の
禪
的
解
釋
で
あ
り
、
本
書
曹
山
章
は
『
涅
槃
經
』
の
所
説
の
禪
的
解
釋
で
あ
る
。

○
僧
問
：
只
如
一
闡
提
，
作
摩
生
殺
？
師
云
：
不
殺
。
進
云
：
爲
什
摩
不
殺
？
師
云
：
若
殺
則
同
於
闡
提
。　

曹
山
の
「
殺

盡
一
切
，
名
曰
闡
提
；
殺
一
闡
提
，
得
福
無
量
」
に
對
し
て
僧
が
「
一
闡
提
を
殺
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
問
う
た

が
、
曹
山
の
殺
と
は
「
不
起
佛
見
法
見
」
で
あ
り
、
譬
喩
と
し
て
の
架
空
の
殺
で
あ
る
。
し
か
し
保
福
は
「
一
闡
提
を
殺

す
」
こ
と
を
譬
喩
と
見
ず
、
却
っ
て
現
實
的
な
不
殺
生
を
主
張
し
て
い
る
の
は
、
當
時
の
閩
國
の
日
常
的
な
戰
爭
殺
戮
の

狀
況
を
見
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

〔
三
二
〕
一
百
个
の
話
を
道
得
す
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を
行
取
す
る
に
如
か
ず

因
擧
：
「
雲
居
示
徒
云
：
『
擧
得
一
百
个
話
，
不
如
揀
得
一
个
話
；
揀
得
一
百
个
話
，
不
如
道
取
一
个
話
；
道
得
一
百

个
話
，
不
如
行
取
一
个
話
。』」
時
有
僧
問
：
「
只
如
一
个
［
話
］，
作
摩
生
行
？
」
師
云
：
「
不
行
。」
進
云
：
「
爲
什
摩
不
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行
？
」
師
云
：
「
汝
須
禮
拜
。」

【
訓
讀
】

因
に
擧
す
、「
雲
居
、
徒
に
示
し
て
云
く
、『
一
百
个
の
話
を
擧
し
得
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を
揀え
ら

び
得
る
に
如し

か
ず
。

一
百
个
の
話
を
揀
び
得
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を
道
取
す
る
に
如
か
ず
。
一
百
个
の
話
を
道
得
す
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を

行
取
す
る
に
如
か
ず
。』」
時
に
僧
有
り
て
問
う
、「
只
だ
一
个
の
［
話
の
］
如
き
は
、
作い

か

ん
摩
生
が
行
ず
。」
師
云
く
、「
行
ぜ

ず
。」
進
ん
で
云
く
、「
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
行
ぜ
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
汝
須
ら
く
禮
拜
す
べ
し
。」

【
日
譯
】

あ
る
日
、
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
。「
雲
居
和
尚
は
弟
子
た
ち
に
言
っ
た
、『
百
の
話
頭
を
取
り
上
げ
る
よ
り
は
、
一

つ
の
話
頭
を
選
び
と
る
ほ
う
が
よ
い
。
百
の
話
頭
を
選
び
と
る
よ
り
は
、
一
つ
の
話
頭
の
核
心
を
言
い
と
め
る
ほ
う
が
よ

い
。
百
の
話
頭
の
核
心
を
言
い
と
め
る
よ
り
は
、
一
つ
の
話
頭
を
行
ず
る
ほ
う
が
よ
い
』
と
。」
そ
の
と
き
、
僧
が
問
う
、

「
と
こ
ろ
で
一
つ
の
話
頭
を
ど
う
行
ず
る
の
で
す
か
。」
師
、「
行
じ
な
い
。」
僧
は
さ
ら
に
問
う
、「
ど
う
し
て
行
じ
な
い
の

で
す
か
。」
師
、「
君
は
禮
拜
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
雲
居
示
徒
云
：
擧
得
一
百
个
話
，
不
如
揀
得
一
个
話
；
揀
得
一
百
个
話
，
不
如
道
取
一
个
話
；
道
得
一
百
个
話
，
不
如
行

取
一
个
話　

雲
居
は
洞
山
良
价
（
八
〇
七
～
八
六
九
）
に
嗣
法
し
た
道
膺
禪
師
（
？
～
九
〇
二
）。
そ
の
こ
と
（
自
己
本
分
）
に

つ
い
て
説
く
こ
と
と
行
ず
る
こ
と
で
は
、
行
ず
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
事
で
あ
る
、
行
至
上
主
義
の
立
場
。
こ
の
雲
居
の
説

法
は
、
本
書
卷
一
七
「
大
慈
和
尚
章
」（
嗣
百
丈
懷
海
、
七
八
〇
～
八
六
二
）
第
三
則
の
話
頭
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
。

師
上
堂
云
：
「
説
取
一
丈
，
不
如
行
取
一
尺
；
説
取
一
尺
，
不
如
行
取
一
寸
。
説
取
那
行
處
，
行
取
那
説
處
。
」
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有
人
擧
似
洞
山
，
洞
山
便
歡
喜
云
：
「
大
慈
和
尚
爲
物
情
切
。
」
僧
便
問
：
「
彼
中
則
如
此
，
此
間
還
有
也
無
？
」

洞
山
云
：
「
有
。
」
僧
云
：
「
若
與
摩
，
則
便
請
。
」
洞
山
云
：
「
行
取
那
説
不
得
處
，
説
取
那
行
不
得
處
。
」
洞
山

又
云
：
「
離
此
二
途
作
摩
生
？
」
僧
對
云
：
「
離
此
二
途
，
請
師
不
問
。
」
洞
山
云
：
「
海
上
功
秀
又
作
摩
生
？
」

對
云
：
「
石
人
唱
歌
，
幻
人
撫
掌
。
」

有
人
擧
似
雲
居
，
雲
居
云
：
「
行
時
無
説
路
，
説
時
無
行
路
。
不
説
不
行
，
合
行
什
摩
路
？
」

有
人
擧
似
樂
浦
，
樂
浦
云
：
「
行
、
説
倶
到
，
本
事
無
；
行
、
説
倶
不
到
，
本
事
在
。
」
又
云
：
「
大
慈
和
尚
則
古
佛
，

洞
山
和
尚
則
細
罵
。
」
師
又
聞
擧
云
：
「
作
家
。
」　

大
慈
和
尚
、
上
堂
し
て
言
う
、
「
一
丈
ほ
ど
を
説
く
よ
り
は
、
一
尺
だ
け
で
も
行
ず
る
ほ
う
が
ま
し
だ
。
一
尺
ほ
ど
を
説
く
よ
り
は
、

一
寸
だ
け
で
も
行
ず
る
ほ
う
が
ま
し
だ
。
そ
の
行
ず
る
と
こ
ろ
を
説
き
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
を
行
ず
る
の
だ
（
行
と
説
は
調
和
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。
」

あ
る
僧
が
洞
山
良
价
に
こ
の
こ
と
を
話
す
と
、
洞
山
は
大
い
に
賞
贊
し
て
言
う
、
「
こ
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
大
慈
和
尚
の
爲
人
だ
。
」

そ
こ
で
僧
が
問
う
、
「
む
こ
う
で
は
あ
の
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
も
あ
の
よ
う
な
心
の
こ
も
っ
た
爲
人
は
あ
り
ま
す
か
？
」
洞

山
、
「
あ
る
。
」
僧
、
「
あ
る
な
ら
、
ど
う
か
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
洞
山
、
「
言
え
な
い
と
こ
ろ
を
行
じ
、
行
じ
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
を

説
く
の
だ
（
行
と
説
は
相
互
に
補
完
で
き
る
）
。
」
洞
山
は
さ
ら
に
言
う
、
「
行
と
説
の
二
つ
の
手
立
て
を
離
れ
る
と
ど
う
な
る
か
？
」
僧
、

「
二
つ
の
手
立
て
を
離
れ
て
は
、
ど
う
か
問
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
な
ぜ
な
ら
行
ず
る
こ
と
も
説
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
）
」
洞
山
、

「
蜃
氣
樓
（
幻
）
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
？
」
僧
、
「
石
人
が
歌
い
、
幻
人
が
手
拍
子
打
つ
よ
う
な

も
の
で
す
（
人
間
の
常
識
で
は
と
ら
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
）
。
」

あ
る
僧
が
こ
の
こ
と
を
雲
居
道
膺
に
話
す
と
、
雲
居
は
言
う
、
「
行
じ
て
い
る
時
に
は
説
く
手
立
て
が
な
く
、
説
い
て
い
る
時
に
は

行
ず
る
手
立
て
が
な
い
。
説
く
こ
と
も
行
ず
る
こ
と
も
な
い
な
ら
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
手
立
て
を
行
う
の
か
？
」
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あ
る
僧
が
こ
の
こ
と
を
樂
浦
元
安
（
八
三
四
～
八
九
八
）
に
話
す
と
、
樂
浦
は
言
う
、
「
行
も
説
も
と
も
に
で
き
れ
ば
、
大
慈
の
問
題

提
起
は
な
い
。
行
も
説
も
と
も
に
で
き
な
い
か
ら
、
大
慈
の
問
題
提
起
が
あ
る
の
だ
。
」
さ
ら
に
言
う
、
「
大
慈
和
尚
は
古
佛
だ
が
、

洞
山
和
尚
は
こ
ま
か
い
こ
と
言
う
や
つ
だ
。
」
師
は
重
ね
て
論
評
を
聞
い
て
言
う
、
「
作
家
だ
！
」

○
時
有
僧
問
：
只
如
一
个
［
話
］，
作
摩
生
行
？　
「
雲
居
和
尚
は
一
ひ
と
つ

个
の
話
を
行
取
す
る
に
如
か
ず
と
言
い
ま
し
た
が
、

一ひ
と
つ个
の
話
を
ど
う
行
ず
る
の
で
す
か
？
」

○
師
云
：
不
行　
「
ど
う
行
ず
る
か
と
問
う
よ
う
で
は
、
お
前
は
行
じ
て
お
ら
ぬ
」
と
い
う
僧
を
叱
る
意
と
、「
行
じ
な
い
と

い
う
行
じ
か
た
だ
」
と
い
う
意
を
含
み
も
っ
て
言
っ
た
も
の
。
後
の
意
の
「
不
行
」
に
つ
い
て
は
、
玄
沙
は
次
の
よ
う
に

説
い
て
い
る
。

大
道
虚
曠
，
常
隱
於
自
受
用
中
，
常
顯
於
自
受
用
中
。
絲
毫
不
有
，
絲
毫
不
無
。
應
古
應
今
，
全
生
全
不
生
，
全
滅

全
不
滅
。
還
且
作
麼
生
會
？
還
見
麼
？
自
還
是
生
，
自
還
是
不
生
，
自
還
是
滅
，
自
還
是
不
滅
。
且
作
何
理
論
，
作

何
領
覽
？
若
與
麼
見
，
與
麼
知
，
與
麼
説
，
與
麼
道
，
也
只
如
然
。
無
得
而
得
，
不
行
而
行
。
應
須
與
麼
始
得
。
（
『
玄

沙
廣
錄
』
卷
中
〔
二
三
〕
）

大
道
は
広
々
と
開
け
て
お
り
、
常
に
自
ら
享
受
し
て
い
る
な
か
に
、
表
に
現
れ
た
り
裏
に
隱
れ
た
り
し
て
い
る
。
ま
っ
た
く
有
る
の

で
も
な
い
し
、
ま
っ
た
く
無
い
の
で
も
な
い
。
今
も
昔
も
變
わ
る
こ
と
な
く
應
現
し
、
餘
さ
ず
生
じ
て
餘
さ
ず
生
ぜ
ず
、
餘
さ
ず

滅
し
て
餘
さ
ず
滅
せ
ず
。
さ
あ
ど
う
分
か
る
か
？ 
い
っ
た
い
見
え
る
か
？ 

も
と
も
と
生
で
あ
り
つ
つ
、
も
と
も
と
不
生
、
も
と
も

と
滅
で
あ
り
つ
つ
、
も
と
も
と
不
滅
。
さ
て
ど
の
よ
う
に
道
理
を
論
じ
、
ど
う
つ
か
み
取
る
か
？ 

こ
う
見
て
取
り
、
こ
う
分
か
り
、

こ
う
説
法
し
、
こ
う
語
っ
た
と
し
て
も
、
も
と
も
と
こ
う
で
あ
る
だ
け
の
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
。
得
る
こ
と
な
く
し
て
得
、
行
ぜ
ず
し

て
行
ず
、
こ
の
よ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

玄
沙
の
説
明
で
は
、「
生
而
不
生
、
滅
而
不
滅
」
な
る
そ
れ
を
自
受
用
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
得
た
り
行
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じ
た
り
で
き
な
い
こ
と
が
「
無
得
而
得
，
不
行
而
行
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
菩
提
達
磨
『
安
心
法
門
』
に
は
、「
不
見
一
物
，

名
爲
見
道
；
不
行
一
物
，
名
爲
行
道
。（
何
も
見
な
い
の
が
道
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
何
も
行
じ
な
い
の
が
道
を
行
ず
る
こ
と
）」

（『
宗
鏡
錄
』
卷
九
七
、『
少
室
六
門
』
な
ど
）
と
あ
る
。『
思
益
梵
天
所
問
經
』
卷
二
「
問
談
品
」
に
は
、
網
明
菩
薩
の
「
菩
薩

の
是か

く

の
如
く
六
波
羅
蜜
を
行
ず
る
は
、
何
の
處
に
於
い
て
六
波
羅
蜜
を
行
ず
る
や
？
」
と
い
う
問
に
、
梵
天
は
「
行
ず
る

處
無
き
な
り
、
所ゆ

え

ん
以
者
は
何い
か

ん
？
凡
そ
行
ず
る
所
有
る
は
皆
な
是
れ
行
ぜ
ず
、
若
し
行
ぜ
ば
即
ち
行
ぜ
ず
、
若
し
行
ぜ
ざ

れ
ば
即
ち
是
れ
行
な
り
」（
大
正
藏
第
一
五
册
四
五
下
）
と
答
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
功
利
的
・
有
目
的
的
な
行
は
本
來
の
行

で
は
な
い
。

○
進
云
：
爲
什
摩
不
行
？
師
云
：
汝
須
禮
拜　

君
は
言
葉
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
禮
拜
す
る
の
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。「
不
行
」
の
説
明
を
求
め
る
僧
に
、
説
か
ず
に
行
ず
る
こ
と
を
求
め
た
。
行
ず
る
と
こ
ろ
に
自
己
本
分
が
具
現
し
て

い
る
と
分
か
れ
ば
、
そ
の
行
は
求
め
る
行
で
は
な
く
な
り
、
行
ず
る
こ
と
な
き
（
求
め
る
こ
と
な
き
）
行
と
な
る
。

〔
三
三
〕
佛
の
一
言
で
五
百
菩
薩
に
害
心
が
生
じ
た

因
擧
：
「
曹
山
云
：
『
佛
既
説
一
言
，
五
百
害
心
生
。』
如
何
是
此
言
？
」
師
云
：
「
冷
侵
侵
地
。」
進
曰
：
「
既
有
此

言
，
爲
什
摩
却
返
怨
？
」
師
云
：
「
汝
喚
什
摩
作
返
怨
？
」
對
云
：
「
唯
不
喜
見
父
面
。」
時
有
學
人
問
：
「
父
有
什
摩

過
？
」
師
云
：
「
父
無
過
。」
云
：
「
既
無
過
，
爲
什
摩
不
喜
見
？
」
師
云
：
「
只
爲
無
過
，
所
以
不
喜
見
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
曹
山
云
く
、『
佛
既
に
一
言
を
説
き
、
五
百
に
害
心
生
ず
』
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
此
の
言
？
」
師
云

く
、「
冷れ

い
し
ん
し
ん

侵
侵
地ち

。」
進
ん
で
曰
く
、「
既
に
此
の
言
有
る
に
、
爲な
に
ゆ
え

什
摩
に
か
却
っ
て
返
怨
す
る
？
」
師
云
く
、「
汝
は
什な

に摩
を

喚
ん
で
か
返
怨
と
作
す
？
」
對こ

た

え
て
云
く
、「
唯
だ
父
の
面か
お

を
見
る
を
喜
ば
ず
。」
時
に
學
人
有
り
て
問
う
、「
父
に
什な

ん摩
の
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過と
が

か
有
る
？
」
師
云
く
、「
父
に
過と
が

無
し
。」
云
く
、「
既
に
過と
が

無
き
に
、
爲な
に
ゆ
え

什
摩
に
か
見
る
を
喜
ば
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
只

だ
過と

が

無
き
が
爲
に
、
所ゆ

え以
に
見
る
を
喜
ば
ず
。」

【
日
譯
】

あ
る
日
、
僧
が
次
の
話
を
取
り
上
げ
た
、「
曹
山
和
尚
は
『
佛
が
一ひ
と
こ
と言
言
っ
た
た
め
に
、
五
百
の
菩
薩
に
害
心
が
生
じ

た
』
と
言
い
ま
し
た
。
佛
の
そ
の
一
言
と
は
何
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
ぞ
く
っ
と
し
た
。」
僧
が
言
う
、「
佛
に
一
言
が

あ
っ
た
の
に
、
逆
に
ど
う
し
て
逆
恨
み
し
た
の
で
す
か
？
」
師
、「
き
み
は
何
を
逆
恨
み
だ
と
い
う
の
か
？
」
答
え
て
言
う
、

「
父
親
の
顔
な
ど
見
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。」
そ
の
時
、
別
の
僧
が
問
う
、「
父
親
に
ど
ん
な
咎
が
あ
る
の
で
す
か
？
」
師
、

「
咎
が
無
い
か
ら
、
見
た
く
な
い
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
佛
既
説
一
言
，
五
百
害
心
生　
「
佛
の
一
言
に
よ
っ
て
五
百
人
の
菩
薩
に
佛
を
害
す
る
心
が
生
じ
た
」
と
曹
山
は
言
う
が
、

恐
ら
く
は
『
大
寶
積
經
』
卷
一
○
五
〈
善
住
意
天
子
会
〉（
ま
た
そ
の
異
譯
で
あ
る
『
聖
善
住
意
天
子
所
問
經
』
卷
下
）
に
見
え

る
話
を
踏
ま
え
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
湛
然
述
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
卷
第
四
之
四
に
引
か
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
見

れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。　

《
寶
積
經
》
中
有
菩
薩
得
宿
命
智
，
知
億
多
劫
所
作
重
罪
，
以
憂
悔
故
不
證
無
生
。
時
文
殊
師
利
知
其
念
已
，
於
大
衆

中
把
刀
害
佛
。
佛
言
：
「
若
欲
害
我
，
爲
善
害
我
。
」
文
殊
白
佛
：
「
云
何
名
爲
〈
若
欲
害
我
，
爲
善
害
我
〉
？
」
佛

因
廣
說
「
一
切
諸
法
，
皆
如
幻
化
」
：
「
若
能
如
是
，
是
善
害
我
。
」
菩
薩
由
是
照
知
宿
罪
皆
如
幻
化
，
得
無
生
忍
。
（
大

正
藏
卷
四
六
・
二
七
一
下
、
『
祖
庭
事
苑
』
卷
六
「
文
殊
仗
劒
」
條
は
こ
れ
に
依
る
）

《
寶
積
經
》
に
説
か
れ
て
い
る
。
宿
命
智
を
得
た
五
百
人
の
菩
薩
は
億
劫
も
の
過
去
世
に
犯
し
た
重
罪
を
知
り
、
苦
し
み
惱
み
、
無
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生
法
忍
を
悟
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
文
殊
師
利
は
そ
の
惱
み
を
知
り
、
刀
を
取
っ
て
大
衆
の
な
か
よ
り
出
て
、
佛
を

殺
害
し
よ
う
と
し
た
。
佛
は
言
う
、
「
も
し
我
を
害
そ
う
と
す
る
な
ら
、
よ
く
我
を
害
せ
よ
。
」
文
殊
、
「
い
か
な
る
こ
と
を
〈
我
を

害
そ
う
と
す
る
な
ら
、
よ
く
我
を
害
せ
よ
〉
と
言
う
の
で
す
か
？
」
佛
は
「
す
べ
て
の
存
在
は
幻
化
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
こ
と

を
詳
し
く
説
い
て
言
う
、
「
も
し
こ
の
よ
う
に
で
き
れ
ば
、
我
を
よ
く
害
す
る
こ
と
だ
。
」
五
百
人
の
菩
薩
は
こ
れ
に
よ
り
宿
世
の
重

罪
も
幻
化
で
あ
る
こ
と
を
明
察
し
、
無
生
法
忍
を
悟
っ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
佛
は
五
百
菩
薩
に
直
接
に
一
言
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
文
殊
が
刀
で
佛
を
害
そ
う
と
し
た
と
き
に

そ
の
一
言
を
明
察
し
た
の
で
あ
る
。「
一
切
諸
法
，
皆
如
幻
化
」
を
知
る
こ
と
が
、
佛
を
害
す
こ
と
で
あ
る
と
は
、
佛
も

幻
化
で
あ
り
、
究
極
絶
對
と
見
な
い
立
場
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
若
欲
害
我
，
爲
善
害
我
」
の
と
こ
ろ
は
『
大
寶

積
經
』
卷
一
○
五
〈
善
住
意
天
子
会
〉
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

汝
住
汝
住
，
不
應
造
逆
，
勿
得
害
我
。
我
必
被
害
，
爲
善
被
害
。
何
以
故
？
文
殊
師
利
！
從
本
已
來
無
我
無
人
無
有

丈
夫
，
但
是
內
心
見
有
我
、
人
，
內
心
起
時
，
彼
已
害
我
。
即
名
爲
害
。
（
大
正
藏
卷
一
一
・
五
九
〇
中
）

文
殊
よ
と
ど
ま
れ
。
逆
罪
を
犯
し
、
わ
た
し
を
害
し
て
は
な
ら
ぬ
。
わ
た
し
を
害
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
よ
く
害
す
る
よ
う
に
せ
よ
。

な
ぜ
な
ら
、
文
殊
よ
！
も
と
も
と

我
ア
ー
ト
マ
ンも

個
人
存
在
も
男
も
な
い
の
に
、
心
に

我
ア
ー
ト
マ
ンや

個
人
存
在
の
思
い
が
あ
り
、
そ
う
い
う
心
が
生

じ
た
と
き
、
そ
の
人
は
も
は
や
わ
た
し
を
害
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
が
わ
た
し
を
害
す
る
と
言
う
こ
と
だ
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
我
・
人
・
丈
夫
の
觀
念
を
心
に
起
こ
す
こ
と
が
、「
佛
を
よ
く
害
す
る
こ
と
」
で
あ
る
か
ら
、「
佛
を
よ

く
害
す
る
こ
と
」
と
は
、
佛
の
教
え
に
悖
る
心
が
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
以
下
の
問
答
と
か
み
合
わ
な
い
。

曹
山
の
言
葉
の
典
據
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
湛
然
が
『
寶
積
經
』
を
要
約
し
た
右
の
文
が
そ
れ
に
近
い
。

佛
の
一
言
が
「
一
切
諸
法
，
皆
如
幻
化
」
な
ら
ば
、
佛
の
最
も
基
本
の
教
え
で
あ
り
、
僧
な
ら
誰
も
が
知
悉
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
一
言
に
「
冷
侵
侵
地
」
す
る
こ
と
は
な
い
。
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○
師
云
：
冷
侵
侵
地　

保
福
は
一
言
を
示
さ
ず
、「
身
震
い
が
し
た
」
と
五
百
菩
薩
が
一
言
を
聞
い
て
害
心
を
起
こ
し
た
こ

と
に
對
す
る
驚
き
の
感
想
で
答
え
た
。『
禪
語
辭
典
』
は
こ
の
則
を
引
き
、「
ぞ
く
ぞ
く
。
總
毛
立
つ
よ
う
な
寒
さ
、
あ
る

い
は
恐
れ
を
表
す
副
詞
」
と
す
る
。
丈
雪
通
醉
（
一
六
一
〇
～
一
六
九
五
）『
昭
覺
丈
雪
醉
禪
師
語
錄
』
卷
一
「
住
遵
義
府
禹

門
禪
院
」
に
次
の
用
例
が
あ
る
。

復
擧
：
「
黃
檗
云
：
〈
預
前
若
打
不
徹
，
臘
月
三
十
日
到
來
，
管
取
熱
亂
在
。
〉
大
衆
，
今
正
三
十
日
，
一
衆
冷
侵
侵
，

不
見
有
一
箇
半
箇
熱
亂
者
。
且
誰
是
徹
底
，
誰
是
未
徹
底
？
」
以
杖
指
東
云
：
「
已
徹
底
向
者
邊
著
。
」
指
西
云
：
「
未

徹
底
向
者
邊
著
。
」
復
云
：
「
明
日
宜
早
起
。
」

「
黃
檗
和
尚
は
〈
事
前
に
大
悟
徹
底
で
き
て
い
な
い
な
ら
、
人
生
の
臘
月
三
十
日
に
な
っ
た
と
き
取
り
亂
す
の
は
間
違
い
な
い
〉
と

言
っ
た
が
、
諸
君
、
今
日
は
ま
さ
に
そ
の
臘
月
三
十
日
、
一
山
の
大
衆
は
身
震
い
し
て
い
る
が
、
徹
底
し
た
者
が
取
り
亂
す
こ
と
は

な
い
。
さ
て
誰
が
徹
底
し
て
い
る
の
か
、
誰
が
徹
底
し
て
い
な
い
の
か
？
」
拄
杖
で
東
を
指
し
て
言
っ
た
、
「
す
で
に
徹
底
し
た
者

は
こ
ち
ら
へ
行
け
。
」
西
を
指
し
て
言
っ
た
、
「
ま
だ
徹
底
し
て
い
な
い
者
は
こ
ち
ら
へ
行
け
。
」
ま
た
言
っ
た
、
「
明
日
元
日
は
早
く

起
き
る
が
よ
い
。
」

○
進
曰
：
既
有
此
言
，
爲
什
摩
却
返
怨
？
師
云
：
汝
喚
什
摩
作
返
怨
？
對
云
：
唯
不
喜
見
父
面　
「
返
怨
」
は
他
に
用
例
を

見
な
い
。『
禪
語
辭
典
』
は
こ
の
則
を
引
き
、「
さ
か
う
ら
み
す
る
こ
と
」（
三
八
五
頁
）
と
す
る
。
保
福
が
「
一
言
」
を
答

え
な
い
の
で
、
僧
は
そ
の
「
一
言
」
に
な
ぜ
「
返
怨
」、
す
な
わ
ち
「
害
心
が
生
じ
た
」
の
か
と
訊
く
と
、
保
福
は
「
返

怨
」
の
意
を
質
す
。
僧
が
「
父
親
（
佛
）
の
顔
な
ど
見
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
は
、
價
値
意
識
や
聖
量
の
思
い

を
離
れ
る
こ
と
で
あ
り
、「
害
心
」
を
正
し
く
言
い
留
め
て
い
る
。
丹
霞
天
然
に
「
佛
之
一
字
，
永
不
喜
聞
」
の
語
が
あ

る
。師

上
堂
曰
：
「
阿
你
渾
家
，
切
須
保
護
一
靈
之
物
，
不
是
你
造
作
名
邈
得
，
更
説
什
麼
薦
與
不
薦
？
吾
往
日
見
石
頭
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和
尚
，
亦
只
教
切
須
自
保
護
。
此
事
不
是
你
譚
話
得
。
阿
你
渾
家
，
各
有
一
坐
具
地
，
更
疑
什
麼
？
禪
可
是
你
解
底

物
？
豈
有
佛
可
成
。
佛
之
一
字
，
永
不
喜
聞
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
四
「
丹
霞
天
然
禪
師
章
」
）

上
堂
し
て
言
う
、
「
み
な
さ
ん
、
靈
妙
な
る
眞
性
を
大
切
に
し
な
さ
い
。
そ
れ
は
人
爲
的
な
も
の
で
も
、
名
付
け
て
形
象
化
で
き
る

も
の
で
も
な
く
、
會
得
す
る
し
な
い
の
問
題
で
も
な
い
の
で
す
。
昔
わ
た
し
が
石
頭
和
尚
に
參
見
し
た
と
き
も
、
自
ら
の
眞
性
を
大

切
に
し
な
さ
い
と
教
え
ら
れ
た
だ
け
で
し
た
。
こ
の
一
大
事
は
み
な
さ
ん
が
話
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
み
な
さ
ん
誰
に
で
も

存
在
根
據
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
禪
は
人
が
理
解
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
成
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
佛
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
佛
と
い
う
言
葉
は
未
來
永
劫
に
聞
き
た
く
な
い
の
で
す
。
」

み
ず
か
ら
に
具
わ
る
「
一
靈
之
物
」（
佛
性
）
を
大
切
に
す
れ
ば
よ
く
、
成
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
佛
な
ど
な
い
と
言
っ
て
い
る
よ

う
に
、
外
に
希
求
す
べ
き
佛
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
却
っ
て
佛
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
に
希

求
す
べ
き
對
象
と
し
て
價
値
化
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
「
佛
之
一
字
，
永
不
喜
聞
」
と
丹
霞
は
言
っ
た
の
で
あ
る
。『
祖

堂
集
』
卷
一
八
「
趙
州
和
尚
章
」
に
も
、「
師
有
時
云
：
佛
之
一
字
，
永
不
喜
聞
」
と
あ
る
。

○
時
有
學
人
問
：
父
有
什
摩
過
？
師
云
：
父
無
過
。
云
：
既
無
過
，
爲
什
摩
不
喜
見
？
師
云
：
只
爲
無
過
，
所
以
不
喜
見　

「
唯
不
喜
見
父
面
」
に
疑
念
を
抱
い
た
別
の
僧
が
「
父
（
佛
）
に
ど
ん
な
過
ち
が
あ
っ
て
顔
を
見
た
く
な
い
の
か
？
」
と

問
う
と
、
保
福
は
「
過
ち
は
な
い
が
、
過
ち
の
な
い
聖
な
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
顔
も
見
た
く
な
い
」
と
答
え
る
。
見
れ
ば

そ
れ
に
著
す
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
三
四
〕
天
上
、
地
下
に
弥
勒
無
し

因
擧
：
「
南
泉
問
座
主
：
『
講
什
摩
經
？
』
座
主
云
：
『
講
《
上
生
經
》。』
南
泉
云
：
『
弥
勒
在
什
摩
處
？
』
對
云
：

『
在
兜
率
陁
天
。』
南
泉
叱
云
：
『
天
上
無
弥
勒
！
』
後
僧
擧
似
洞
山
，
洞
山
叱
：
『
地
下
無
弥
勒
！
』」
有
人
問
師
：
「
弥
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勒
在
什
摩
處
？
」
師
乃
叱
之
。

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
南
泉 

座
主
に
問
う
、『
什な

ん摩
の
經
を
か
講
ず
る
？
』
座
主
云
く
、『《
上
生
經
》
を
講
ず
。』
南
泉
云
く
、

『
弥
勒
は
什い

ず

こ
摩
處
に
か
在
る
？
』
對
え
て
云
く
、『
兜と

率そ
つ

陁だ

天て
ん

に
在
り
。』
南
泉
叱
し
て
云
く
、『
天
上
に
弥
勒
無
し
！
』
後

に
僧 
洞
山
に
擧
似
す
る
に
、
洞
山
叱
す
ら
く
、『
地
下
に
弥
勒
無
し
！
』」
有
る
人
師
に
問
う
、「
弥
勒
は
什
摩
處
に
か
在

る
？
」
師
乃
ち
之
に
叱
す
。

【
日
譯
】

あ
る
と
き
次
の
話
頭
を
取
り
あ
げ
た
、「
南
泉
が
座
主
に
た
ず
ね
る
、『
ど
ん
な
經
典
を
講
義
し
て
い
る
の
か
？
』
座
主
、

『《
上
生
經
》
を
講
義
し
て
お
り
ま
す
。』
南
泉
、『
弥
勒
菩
薩
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
』
答
え
て
言
う
、『
兜
率
天
に
お
り
ま

す
。』
南
泉
が
舌
打
ち
し
て
言
う
、『
天
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
ぬ
！
』
後
に
僧
が
洞
山
に
こ
の
こ
と
を
話
し
た
。
洞
山
が
舌

打
ち
し
て
言
う
、『
地
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
ぬ
！
』」
あ
る
人
が
師
に
た
ず
ね
た
、「
弥
勒
菩
薩
は
ど
こ
に
い
ま
す
か
？
」

師
は
そ
こ
で
舌
打
ち
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
話
の
異
傳
が
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
雲
居
道
膺
章
」、『
宗
門
統
要
集
』
卷
三
「
南
泉
章
」、『
正
法
眼
藏
』
卷
中

第
六
〇
則
、『
隆
興
佛
教
編
年
通
論
』
卷
二
八
、『
聯
燈
會
要
』
卷
四
「
南
泉
章
」、『
禪
門
拈
頌
集
』
巻
一
七
「
洞
山
章
」、

『
永
平
廣
錄
』
卷
一
、『
五
燈
會
元
』
卷
一
三
「
雲
居
道
膺
章
」、『
五
家
正
宗
贊
』
卷
三
「
雲
居
道
膺
章
」、『
洞
山
錄
』
な

ど
に
見
え
る
。
い
ま
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
雲
居
道
膺
章
」
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

洞
山
謂
師
曰
：
「
昔
南
泉
問
講
《
弥
勒
下
生
經
》
僧
曰
：
『
弥
勒
什
麼
時
下
生
？
』
曰
：
『
見
在
天
宮
，
當
來
下
生
。
』

南
泉
曰
：
『
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
。
』
」
師
隨
擧
而
問
曰
：
「
只
如
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
，
未
審
誰
與
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安
字
？
」
洞
山
直
得
禪
床
震
動
乃
曰
：
「
膺
闍
梨
！
」

洞
山
が
師
（
雲
居
道
膺
）
に
言
う
、
「
昔
、
南
泉
和
尚
が
《
弥
勒
下
生
経
》
を
講
ず
る
僧
に
問
う
た
、
『
弥
勒
菩
薩
は
い
つ
下
生
す
る

の
か
？
』
僧
が
言
う
、
『
現
在
は
天
宮
に
お
り
、
將
來
に
下
生
し
ま
す
。
』
南
泉
が
言
う
、
『
天
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
ぬ
、
地
上
に

も
お
ら
ぬ
。
』
」
こ
れ
を
聞
い
て
師
は
問
う
た
、
「
と
こ
ろ
で
『
天
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
ぬ
、
地
上
に
も
お
ら
ぬ
』
と
い
え
ば
、
だ

れ
が
《
弥
勒
下
生
經
》
と
名
づ
け
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
洞
山
は
禪
床
が
搖
れ
る
ほ
ど
に
震
え
、
そ
こ
で
言
う
、
「
膺
闍
梨
よ
！
」

な
お
最
後
の
「
膺
闍
梨
」
の
と
こ
ろ
は
、『
宗
門
統
要
集
』、『
正
法
眼
藏
』、『
五
燈
會
元
』、『
聯
燈
会
要
』、『
五
家
正
宗

贊
』、『
洞
山
錄
』
で
は
、「
膺
闍
黎
［
統
要
、
聯
燈
無
此
三
字
］，
吾
在
雲
巖
曾
問
老
人
，
直
得
火
爐
震
動
。
今
日
被
子
一

問
，
直
得
通
身
汗
流
」
と
な
っ
て
い
る
。

○
南
泉
問
座
主
：
講
什
摩
經
？
座
主
云
：
講
《
上
生
經
》。
南
泉
云
：
弥
勒
在
什
摩
處
？
對
云
：
在
兜
率
陁
天
。
南
泉
叱

云
：
天
上
無
弥
勒　

南
泉
が
『
上
生
經
』
を
講
じ
て
い
る
座
主
に
弥
勒
の
居
場
所
を
問
う
の
は
、
汝
の
心
が
佛
（
弥
勒
佛
）

に
他
な
ら
ぬ
こ
と
に
氣
づ
か
せ
よ
う
と
し
て
の
こ
と
。
し
か
し
座
主
は
弥
勒
の
居
場
所
を
訊
か
れ
た
と
思
い
、
經
典
に
説

か
れ
て
い
る
通
り
に
答
え
た
。
南
泉
は
舌
打
ち
し
て
「
天
上
無
弥
勒
」
と
叱
責
し
た
。「
叱
」
は
「
𠮟
責
の
言
葉
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
鋭
い
声
を
發
し
た
り
舌
打
ち
し
た
り
す
る
こ
と
」（『
禪
語
辭
典
』
一
八
五
頁
）。『
上
生
經
』
は
『
佛
説
觀

彌
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
經
』
の
こ
と
。
一
生
補
處
の
弥
勒
菩
薩
は
命
つ
き
る
と
兜
率
天
に
化
生
し
、
五
六
億
萬
年
後
に
閻

浮
提
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
説
く
。
異
傳
で
は
『
弥
勒
下
生
經
』
に
作
る
。
經
文
に
は
兜
率
天
に
住
す
る
弥
勒
菩
薩
が
未
來

に
娑
婆
世
界
に
下
っ
て
成
佛
し
て
弥
勒
佛
と
な
り
、
三
度
の
法
會
で
多
く
の
者
を
阿
羅
漢
に
し
た
こ
と
、
迦
葉
が
禪
窟
に

住
し
て
い
る
緣
由
を
明
か
し
、
迦
葉
の
僧
迦
梨
を
取
っ
て
身
に
著
け
る
と
迦
葉
の
身
體
は
飛
散
し
、
種
々
の
華
香
を
も
っ

て
供
養
し
た
こ
と
、
八
萬
四
千
年
後
に
涅
槃
す
る
こ
と
な
ど
を
説
く
。

○
後
僧
擧
似
洞
山
，
洞
山
叱
[
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弥
勒
」
の
所
在
を
人
に
問
う
て
い
る
よ
う
で
は
、
き
み
自
身
の
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
お
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
。

○
有
人
問
師
：
弥
勒
在
什
摩
處
？
師
乃
叱
之　
「
汝
の
こ
と
で
あ
る
の
に
、
ど
こ
に
い
る
か
な
ど
と
聞
く
と
は
！
」
と
叱
責

し
た
。

〔
三
五
〕
應
眞
の
菩
薩
は
内
外
倶と

も

に
黃
金
色

因
擧
：
「
教
中
有
言
：
『
應
眞
菩
薩
内
外
倶
作
黃
金
色
。』」
時
有
人
問
：
「
直
得
與
摩
時
，
是
什
摩
人
分
上
事
？
」
師

云
：
「
不
是
兄
分
上
事
。」
云
：
「
與
摩
則
有
強
有
弱
去
也
。」
師
云
：
「
前
話
已
墮
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
教
中
に
言
う
有
り
、『
應
眞
の
菩
薩
は
内
外
倶と
も

に
黃
金
の
色
を
作
す
』
と
。」
時
に
有
る
人
問
う
、「
直

ち
に
與か

く摩
な
る
を
得
た
る
時
，
是
れ
什な

ん摩
人ぴ
と

の
分
上
の
事
ぞ
？
」
師
云
く
、「
是
れ
兄
が
分
上
の
事
な
ら
ず
。」
云
く
、「
與

摩
な
ら
ば
則
ち
強
有
り
弱
有
り
去
る
な
り
。」
師
云
く
、「
前
話
已
に
墮
せ
り
。」

【
日
譯
】

あ
る
と
き
、
師
は
言
っ
た
、「
經
典
に
『
應
眞
の
菩
薩
は
内
も
外
も
黃
金
の
色
で
輝
い
て
い
る
』
と
説
か
れ
て
い
る
。」

あ
る
僧
が
問
う
た
、「
た
だ
ち
に
そ
う
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
人
の
本
分
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
そ
な
た
の
本
分

で
は
な
い
。」「
そ
れ
な
ら
偏
り
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」
師
、「
さ
き
に
問
う
た
こ
と
が
す
で
に
破
綻
し
て
い
た
の
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
教
中
有
言
：
應
眞
菩
薩
内
外
倶
作
黃
金
色　
「
經
典
に
言
う
」
と
あ
る
が
未
見
。
李
通
玄
撰
『
新
華
嚴
經
論
』
に
「
應
眞

菩
薩
」
の
名
が
六
例
擧
が
る
な
か
、
本
話
の
「
應
眞
菩
薩
内
外
俱
作
黃
金
色
」
に
近
い
表
現
は
「
應
眞
菩
薩
皆
眞
金
色
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也
」
で
あ
る
。

又
經
云
：
「
一
切
處
文
殊
師
利
。
」
即
明
法
身
遍
也
。
又
過
東
方
十
佛
剎
微
塵
數
世
界
，
有
金
色
世
界
，
有
文
殊
師
利
。

又
十
方
文
殊
師
利
所
從
來
國
，
金
色
世
界
。
金
爲
白
色
其
相
黃
、
體
白
而
黃
相
者
，
即
明
法
身
佛
性
智
也
。
體
白
，

淨
清
潔
，
非
屬
白
色
形
。
身
心
無
染
，
非
如
世
間
色
白
之
白
也
。
法
身
佛
性
，
無
心
無
身
。
任
性
無
作
，
緣
緣
白
淨
，

物
物
無
心
，
唯
無
依
智
，
名
爲
白
淨
。
若
諸
菩
薩
證
如
是
性
、
如
是
智
，
身
皆
黃
色
，
爲
黃
爲
福
慶
之
色
，
無
貪
嗔

恚
，
即
有
和
氣
、
智
慈
、
益
物
之
德
也
。
經
云
：
「
應
眞
菩
薩
皆
眞
金
色
也
。
」
故
言
「
文
殊
師
利
從
金
色
世
界
來
」

者
，
明
一
切
處
法
皆
眞
也
，
表
一
眞
法
界
也
。
（
『
新
華
嚴
經
論
』
卷
三
、
大
正
藏
卷
三
六
・
七
三
九
上
）

【
訓
讀
】

又
た
經
に
云
う
、
「
一
切
處
の
文
殊
師
利
」
と
。
即
ち
法
身
の
遍
ね
き
を
明
か
す
な
り
。
又
た
東
方
十
佛
剎
微
塵
數
世

界
を
過
ぎ
て
、
金
色
の
世
界
有
り
、
文
殊
師
利
有
り
。
又
た
十
方
の
文
殊
師
利
の
從
來
す
る
所
の
國
は
金
色
世
界
な

り
。
金
は
白
色
に
し
て
其
の
相
は
黃
爲た

り
、
體
白
に
し
て
黃
相
と
は
即
ち
法
身
佛
性
の
智
を
明
か
す
な
り
。
體
の
白

は
淨
清
潔
に
し
て
、
白
色
の
形

か
ら
だ

に
屬
す
る
に
非
ず
、
身
心
に
染

け
が
れ

無
く
し
て
、
世
間
の
色
白
の
白
の
如
き
に
非
ず
。
法

身
佛
性
は
無
心
無
身
、
性
に
任
せ
て
作
す
無
く
、
緣
緣
白
淨
、
物
物
無
心
、
唯
だ
無
依
智
な
る
を
、
名
づ
け
て
白
淨

と
爲
す
。
若
し
諸
菩
薩
は
是
の
如
き
の
性
、
是
の
如
き
の
智
を
證さ

と

れ
ば
、
身
は
皆
な
黃
色
、
黃
爲な

る
は
、
福
慶
の
色

爲
り
、
貪
嗔
恚
無
く
、
即
ち
和
氣
・
智
慈
・
益
物
の
德
有
り
。
經
に
云
く
、
「
應
眞
の
菩
薩
は
皆
な
眞
金
の
色
な
り
」

と
。
故
に
「
文
殊
師
利
は
金
色
世
界
從よ

り
來
る
」
と
言
う
は
、
一
切
處
の
法
は
皆
な
眞
な
る
を
明
か
し
、
一
眞
法
界

を
表
わ
す
な
り
。

【
日
譯
】

『
華
嚴
經
』
に
「
一
切
處
の
文
殊
師
利
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
法
身
が
遍
滿
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。



194

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

ま
た
東
方
の
十
佛
國
土
の
微
塵
數
の
世
界
の
彼
方
に
金こ

ん
じ
き色

の
世
界
が
あ
っ
て
文
殊
師
利
が
住
し
て
い
る
。
ま
た
十
方

の
文
殊
師
利
が
來
た
國
は
金
色
の
世
界
で
あ
る
。
金
は
白は

く

色し
ょ
くで

あ
り
、
そ
の
相

と
く
し
つは
黃
で
あ
る
。
相
黃
體
白
と
は
、
法

身
佛
性
の
智
慧
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
體
が
白
と
は
、
清
淨
清
潔
で
あ
り
、
身
體
が
白
色
で
あ
る
の
で
な
く
、
世

間
で
言
う
白
い
色
の
こ
と
で
も
な
く
、
身
心
に
汚
れ
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
法
身
佛
性
は
心
も
身
も
無
く
、
本
性
の

ま
ま
に
し
て
作
す
な
く
、
心
の
對
象
と
な
っ
て
心
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
は
清
淨
、
あ
ら
ゆ
る
物
に
對
し
て
無
心
、
た

だ
無
依
智
な
る
の
み
を
白
淨
と
呼
ぶ
。
諸
菩
薩
が
こ
の
よ
う
な
本
性
や
智
を
悟
れ
ば
、
身
體
は
黃
色
と
な
る
。
黃
色

は
幸
福
の
色
で
あ
り
、
貪
嗔
恚
の
三
毒
が
な
く
、
和
氣
・
智
慈
・
益
物
の
德
が
あ
る
。
『
華
嚴
經
』
に
「
應
眞
の
菩
薩

は
皆
な
眞
金
の
色
な
り
」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
「
文
殊
師
利
は
金
色
世
界
よ
り
來
た
」
と
言
う
の
は
、
一
切
處
の

法
は
眞
な
る
こ
と
を
明
か
し
て
お
り
、
一
眞
法
界
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
應
眞
菩
薩
が
黃
金
の
色
を
し
て
い
る
」
の
は
法
身
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
卷
五
に

も
「
黃
金
世
界
者
白
法
也
。
金
爲
白
色
，
明
法
身
本
體
也
」（
大
正
藏
卷
三
六
・
七
五
二
上
）
と
あ
り
、
黃
金
色
は
法
身
を
表

わ
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
「
應
眞
菩
薩
」
は
「
眞
理
を
體
現
し
た
菩
薩
」
の
意
。

○
時
有
人
問
：
直
得
與
摩
時
，
是
什
摩
人
分
上
事
？　

師
（
保
福
）
が
擧
し
た
經
典
の
句
を
聞
い
て
、「
そ
の
よ
う
に
内
も
外

も
黃
金
で
輝
く
應
眞
菩
薩
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
人
の
本
分
事
な
の
で
す
か
？
」
と
疑
念
を
質
し
た
。

○
師
云
：
不
是
兄
分
上
事
。
云
：
與
摩
則
有
強
有
弱
去
也　
「
そ
な
た
の
分
上
の
こ
と
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
、
僧
は

「
わ
た
し
の
分
上
の
こ
と
で
な
い
な
ら
、
遍
在
し
て
い
る
法
身
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
異
議
を
申
し
立
て

た
。
な
お
「
兄
」
は
、
こ
こ
で
は
同
門
の
僧
を
指
し
て
言
う
。
本
書
卷
一
八
「
仰
山
和
尚
章
」
第
一
六
則
に
次
の
例
が
あ

る
。雙

峯
離
潙
山
到
仰
山
。
師
問
：
「
兄
近
日
作
摩
生
？
」
雙
峯
云
：
「
某
甲
所
見
，
無
有
一
法
可
當
情
。
」
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○
師
云
：
前
話
已
墮　

應
眞
の
菩
薩
に
な
れ
ば
「
直
得
與
摩
時
，
是
什
摩
人
分
上
事
」
な
ど
と
問
う
た
り
は
し
な
い
。
そ
な

た
が
疑
念
を
も
っ
て
問
う
た
時
點
で
も
は
や
應
眞
菩
薩
の
分
上
と
は
齟
齬
し
て
い
た
の
だ
。

〔
三
六
〕
直た

と是
い
理
有
る
も
、
雪せ

っ

處し
ょ

無
し

師
因
擧
：
「
初
祖
於
少
林
寺
裏
面
壁
打
坐
九
年
，
寺
裏
三
千
个
聽
徒
口
似
懸
河
，
只
云
：
『
此
是
西
天
小
乘
壁
觀
婆
羅

門
，
有
什
摩
雪
處
？
』
直
是
有
理
，
無
雪
處
。」
時
有
人
問
：
「
既
有
理
，
爲
什
摩
無
雪
處
？
」
師
云
：
「
只
爲
如
此
，
所

以
如
此
；
若
不
如
此
，
焉
知
如
此
？
」
僧
云
：
「
不
如
此
事
作
摩
生
？
」
師
云
：
「
莫
妨
我
打
睡
！
」

【
訓
讀
】

師
因
み
に
擧
す
、「
初
祖
は
少
林
寺
裏
に
於
い
て
面
壁
打
坐
す
る
こ
と
九
年
、
寺
裏
の
三
千
个
の
聽
徒
は
口
懸
河
に
似

て
、
只
だ
云
う
、『
此
れ
は
是
れ
西
天
の
小
乘
の
壁
觀
の
婆
羅
門
に
し
て
，
什な

ん摩
の
雪せ
っ

處し
ょ

か
有
ら
ん
？
』
と
。
直た

と是
い
理
有

る
も
雪
處
無
し
。」
時
に
有
る
人
問
う
、「
既
に
理
有
る
に
、
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
雪
處
無
き
？
」
師
云
く
、「
只
だ
此か
く

の
如
く
な
る

が
爲
に
、
所
以
に
此
の
如
し
。
若
し
此
の
如
く
な
ら
ず
ん
ば
、
焉い

か

で
か
此
の
如
く
な
る
を
知
ら
ざ
る
？
」
僧
云
く
、「
此
の

如
く
な
ら
ざ
る
事
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
師
云
く
、「
我
が
打
睡
す
る
を
妨さ
ま
たぐ
る
莫
れ
！
」

【
日
譯
】

師
は
あ
る
と
き
話
し
た
、「
初
祖
達
摩
は
少
林
寺
で
九
年
も
面
壁
打
坐
し
た
。
少
林
寺
の
能
辯
を
誇
る
三
千
の
學
徒
た
ち

は
、『
こ
れ
は
西
天
の
小
乘
の
壁
觀
の
婆
羅
門
だ
。
何
の
辯
明
も
で
き
ぬ
』
と
批
判
し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
理
は
あ
る
の
だ
が
、

言
葉
で
辯
明
で
き
な
い
の
だ
。」
そ
の
と
き
、
あ
る
僧
が
問
う
、「
道
理
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
辯
明
で
き
な
い
の
で
す

か
？
」
師
、「
た
だ
そ
う
だ
か
ら
、
そ
う
な
の
だ
。
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
、
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
ろ
う
か
？
」

僧
、「
そ
う
で
な
い
こ
と
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
師
、「
わ
た
し
の
晝
寢
の
邪
魔
を
し
な
い
で
く
れ
！
」
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【
注
釋
】

○
本
則
は
他
に
收
錄
が
な
い
。

○
師
因
擧
：
初
祖
於
少
林
寺
裏
面
壁
打
坐
九
年
，
寺
裏
三
千
个
聽
徒
口
似
懸
河
，
只
云
：
此
是
西
天
小
乘
壁
觀
婆
羅
門
，
有

什
摩
雪
處
？
直
是
有
理
，
無
雪
處　
「
打
坐
」
は
原
文
「
坐
打
」
に
誤
る
。
東
土
初
祖
菩
提
達
磨
の
傳
記
で
嵩
山
少
林
寺

の
名
が
現
わ
れ
る
の
は
『
傳
法
寶
紀
』
が
最
初
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
面
壁
の
こ
と
は
『
宋
高
僧
傳
』（
九
八
八
年
編
纂
）
卷

一
三
「
習
禪
篇
」
の
「
論
」
に
お
い
て
で
あ
り
、「
面
壁
而
坐
」
と
す
る
の
は
『
景
德
傳
燈
錄
』（
一
〇
〇
五
年
上
進
）
卷
三

「
菩
提
達
磨
章
」
で
あ
る
。
本
書
本
卷
本
章
の
「
少
林
寺
裏
面
壁
打
坐
九
年
」
は
、『
宋
高
僧
傳
』
よ
り
も
早
く
、
雪
峯
の

弟
子
た
ち
の
時
代
に
は
既
に
こ
の
よ
う
な
傳
説
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
達
磨
は
默
っ
て
九
年
面
壁
打
坐
し
て
い
る

だ
け
で
言
葉
で
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
少
林
寺
の
學
僧
た
ち
は
西
天
小
乘
の
婆
羅
門
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
た

が
、
保
福
は
「
こ
の
事
は
默
契
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
理
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
事
を
言
葉
で
説
明
で
き
な
い
の
だ
」
と

辯
護
し
た
。「
口
似
懸
河
」
は
、
激
し
く
流
れ
落
ち
る
瀧
の
ご
と
く
辯
舌
に
す
ぐ
れ
る
樣
子
。「
雪
」
は
「
分
雪
」、
屈
辱

を
晴
ら
す
、
説
き
明
か
す
。『
黃
龍
晦
堂
心
和
尚
語
錄
』
に
次
が
あ
る
。

上
堂
：
「
若
論
此
事
，
不
是
獨
孤
標
，
亦
非
無
伴
侶
。
不
識
又
瞞
頇
，
識
之
還
莽
鹵
。
不
知
是
甚
物
？
得
恁
難
辨
。

若
非
金
色
頭
陀
，
有
理
亦
無
雪
處
。
」

上
堂
：
「
こ
の
自
己
本
分
事
は
ひ
と
り
抜
き
ん
出
て
い
る
の
で
は
な
い
、
同
伴
者
が
い
る
の
だ
。
そ
の
同
伴
者
を
識
ら
な
け
れ
ば
、

ぼ
ん
や
り
者
だ
が
、
識
っ
た
と
し
て
も
、
い
い
か
げ
ん
な
や
つ
だ
。
い
っ
た
い
そ
れ
は
何
だ
？
な
ん
と
見
分
け
難
い
こ
と
か
。
金
色

頭
陀
（
摩
訶
迦
葉
）
で
な
け
れ
ば
、
道
理
は
あ
っ
て
も
説
明
で
き
ぬ
。
」

ま
た
『
大
慧
普
覺
禪
師
語
録
』
卷
三
に
次
が
あ
る
。

解
夏
上
堂
：
「
四
月
十
五
這
公
案
，
七
月
十
五
方
結
絶
。
即
今
這
裏
許
多
人
，
人
人
有
理
難
分
雪
。
衆
中
莫
有
辯
口
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利
詞
底
麼
？
試
出
來
，
分
雪
看
。
直
饒
分
雪
得
去
，
也
須
腦
門
著
地
始
得
。
」
（
大
正
藏
卷
四
七
・
八
二
一
上
）

夏
安
居
の
解
制
の
上
堂
、
「
四
月
十
五
日
よ
り
の
こ
の
公
案
は
、
今
日
七
月
十
五
日
に
や
っ
と
決
著
し
た
。
今
こ
こ
に
い
る
あ
ま
た

の
修
行
僧
は
、
ど
の
人
に
も
佛
性
の
道
理
を
具
し
て
い
て
も
説
き
明
か
し
難
い
。
こ
の
な
か
に
口
達
者
の
者
は
い
る
か
？
進
み
出
て

説
き
明
か
し
て
み
よ
。
た
と
え
説
き
明
か
せ
て
も
、
言
っ
た
と
た
ん
に
頭
を
地
に
打
ち
つ
け
て
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
」

○
時
有
人
問
：
既
有
理
，
爲
什
摩
無
雪
處
？　

そ
の
と
き
僧
が
「
道
理
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
説
き
明
か
せ
な
い
の
で
す

か
」
と
質
問
し
た
。

○
師
云
：
只
爲
如
此
，
所
以
如
此
；
若
不
如
此
，
焉
知
如
此
？　

そ
の
こ
と
は
言
葉
で
言
え
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
通
り
な

の
だ
。
も
し
達
磨
大
師
が
ぺ
ら
ぺ
ら
し
ゃ
べ
っ
た
な
ら
、
ど
う
し
て
言
え
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
ろ
う
。『
景

德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
魯
祖
寶
雲
章
」
に
次
の
用
例
が
あ
る
。

洞
山
來
參
，
禮
拜
後
侍
立
，
少
頃
而
出
，
却
再
入
來
。
師
云
：
「
只
恁
麼
，
只
恁
麼
，
所
以
如
此
。
」
洞
山
云
：
「
大

有
人
不
肯
。
」
師
云
：
「
作
麼
取
汝
口
辯
？
」
洞
山
乃
侍
奉
數
月
。

洞
山
が
參
問
に
來
て
、
禮
拜
し
傍
に
ひ
か
え
て
立
ち
、
し
ば
ら
く
し
て
退
室
し
、
ま
た
室
に
入
っ
て
作
用
と
し
て
の
佛
性
を
示
し
た
。

魯
祖
、
「
わ
た
し
は
こ
の
よ
う
に
面
壁
默
坐
す
る
だ
け
だ
。
だ
か
ら
こ
う
し
て
お
る
。
」
洞
山
、
「
そ
れ
を
肯
わ
ぬ
人
が
お
り
ま
す
。
」

魯
祖
、
「
ど
う
し
て
き
み
の
口
先
に
踊
ら
さ
れ
た
り
し
よ
う
か
？
」
洞
山
は
數
ヵ
月
お
そ
ば
で
親
し
く
教
え
を
受
け
た
。

さ
ら
に
『
景
德
傳
燈
錄
』
巻
八
「
利
山
和
尚
章
」、

僧
問
：
「
如
何
是
西
來
意
？
」
師
云
：
「
不
見
如
何
。
」
僧
云
：
「
爲
什
麼
如
此
？
」
師
云
：
「
只
爲
如
此
。
」

僧
が
問
う
、
「
達
磨
が
西
來
し
た
意
圖
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」
利
山
、
「
ど
う
い
う
意
圖
だ
っ
た
の
か
と
穿
鑿
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」

僧
、
「
ど
う
し
て
穿
鑿
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
か
？
」
利
山
、
「
た
だ
穿
鑿
で
き
ぬ
も
の
だ
か
ら
な
の
だ
。
」

○
僧
云
：
不
如
此
事
作
摩
生
？
師
云
：
莫
妨
我
打
睡
！　
「
妨
」
は
原
本
「
放
」
に
誤
る
（「『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
譯
注
」
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禪
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
、
二
九
頁
、「
不
妨
隨
分
好
手
」
注
參
照
）。
言
葉
で
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
（
無
雪
處
）
と
言
っ
て

い
る
の
に
、
な
お
も
言
葉
に
よ
る
説
明
を
求
め
る
僧
に
「
わ
た
し
の
晝
寢
の
邪
魔
を
し
な
い
で
く
れ
！
」
と
問
答
を
打
ち

切
っ
た
。「
妨
我
打
睡
」
に
は
次
の
用
例
が
あ
る
。

問
：
「
如
何
是
鵝
湖
第
一
句
？
」
師
曰
：
「
道
什
麼
！
」
曰
：
「
如
何
即
是
？
」
師
：
「
妨
我
打
睡
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』

卷
一
八
「
鵝
湖
和
尚
章
」
）

問
う
、
「
鵝
湖
和
尚
の
最
要
の
一
句
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？
」
鵝
湖
、
「
何
を
言
う
か
！
（
き
み
自
身
の
こ
と
を
さ
し
お
い
て

人
に
問
う
も
の
で
は
な
い
）
」
「
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
鵝
湖
、
「
晝
寢
の
邪
魔
だ
！
」　
　
　

〔
三
七
〕
諸
法
に
座よ

ら
ず
し
て
、
還は

た
過と

が

無
き
を
得
ん
や
？

師
有
時
云
：
「
不
座
諸
法
，
還
得
無
過
摩
？
」

【
訓
讀
】　

師
は
有
る
時
に
云
く
、「
諸
法
に
座よ

ら
ず
し
て
、
還は

た
過と
が

無
き
を
得
ん
や
？
」

【
訓
讀
】

あ
る
時
、
師
は
言
っ
た
、「
現
象
す
る
諸
法
を
根
據
に
し
な
い
で
、
誤
り
が
な
い
な
ど
と
言
え
よ
う
か
？
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
師
有
時
云
：
不
座
諸
法
，
還
得
無
過
摩
？　
「
座
」
は
「
坐
」
に
通
じ
、「
因
」
の
意
（
中
華
書
局
版
第
二
次
印
刷
『
祖
堂
集
』

下
册
、
五
〇
七
頁
、
校
記
〔
四
〕）。「
不
座
諸
法
」
と
は
、
諸
法
を
根
據
に
し
な
い
意
。「
證
道
歌
」
に
「
幻
化
空
身
即
法
身
」

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
馬
祖
の
禪
は
五
蘊
身
（
諸
法
）
を
離
れ
て
あ
る
法
身
（
法
身
の
絶
對
化
）
を
認
め
な
い
。
ま
た
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『
金
光
明
經
』
卷
二
の
偈
に
「
佛
眞
法
身
，
猶
如
虚
空
，
應
物
現
形
，
如
水
中
月
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
身
は

そ
れ
を
映
す
物
（
諸
法
）
が
な
け
れ
ば
、
顯
現
す
る
こ
と
が
な
い
。
法
身
を
映
す
五
蘊
身
を
根
據
に
せ
ず
、
五
蘊
身
を
離

れ
て
、
別
に
法
身
を
認
め
る
こ
と
は
、
誤
り
が
な
い
な
ど
と
言
え
よ
う
か
？ 

こ
れ
は
馬
祖
禪
の
見
直
し
と
石
頭
系
禪
の

再
検
討
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
馬
祖
禪
に
對
し
て
洞
山
（
石
頭
系
の
禪
）
は
、
五
蘊
身
の
次
元
に
な
い
法
身
を
晦

ま
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
強
調
し
、
五
蘊
身
と
法
身
は
不
一
不
二
で
あ
る
と
し
た
。
保
福
の
こ
の
語
は
、
五
蘊
身
を
根
據

に
し
な
け
れ
ば
、
五
蘊
身
と
は
別
次
元
の
法
身
は
根
據
の
な
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

と
え
ば
「
佛
眞
法
身
，
猶
如
虚
空
，
應
物
現
形
，
如
水
中
月
」
と
言
う
と
き
、
水
（
諸
法
）
に
月
が
映
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
天
上
の
月
の
存
在
を
疑
わ
ぬ
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
「
水
中
月
」
を
根
據
に
し
な
い
の
で
は
誤
る
、
と
い
う
こ
と
。

〔
三
八
〕
諸
聖
に
見ま

み

え
ん
と
欲ほ

っ得
す
る
も
、
亦
た
此
の
門
よ
り
入
る

有
時
云
：
「
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
；
不
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
。」
師
却
問
僧
：
「
作
摩
生
是
汝
入
門
底

事
？
」
僧
云
：
「
當
不
當
？
」
師
云
：
「
是
凡
，
是
聖
？
」
對
曰
：
「
未
問
已
前
，
却
疑
和
尚
。」
師
叱
之
。

【
訓
讀
】

有
る
時
云
く
、「
諸
聖
に
見ま
み

え
ん
と
欲ほ

っ得
す
る
も
、
亦
た
此
の
門
よ
り
入
る
。
諸
聖
に
見
え
ん
と
欲
得
せ
ざ
る
も
、
亦
た

此
の
門
よ
り
入
る
。」
師
却
て
僧
に
問
う
、「
作い

か

ん
摩
生
が
是
れ
汝
が
入
門
底
の
事
？
」
僧
云
く
、「
當
る
や
當
ら
ざ
る
や
？
」

師
云
く
、「
是
れ
凡
か
、
是
れ
聖
か
？
」
對
え
て
曰
く
、「
未
だ
問
わ
ざ
る
已
前
に
却
て
和
尚
を
疑
う
。」
師
之
を
叱
す
。

【
日
譯
】

師
は
あ
る
時
言
っ
た
、「
諸
聖
に
見
え
よ
う
と
し
て
も
、
こ
の
門
よ
り
入
る
。
諸
聖
に
見
え
よ
う
と
し
な
く
と
も
、
こ
の

門
よ
り
入
る
。」
大
衆
の
反
應
を
待
た
ず
に
、
僧
に
問
う
た
、「
き
み
の
入
門
は
ど
う
な
の
だ
？
」
僧
、「
そ
う
い
う
質
問
を
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さ
れ
る
の
は
適
當
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
き
み
は
凡
人
な
の
か
聖
人
な
の
か
？
」
僧
が
答
え
た
、「
わ
た
く
し
は
和
尚
が
そ

の
よ
う
に
質
問
さ
れ
る
以
前
に
、
和
尚
を
疑
っ
て
お
り
ま
す
。」
師
は
チ
ェ
ッ
と
舌
打
ち
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
；
不
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入　
「
諸
聖
に
見ま

み

え
よ
う
と
し
て
も
、
し
な
く
て
も
、
こ
の

門
よ
り
入
る
」
と
言
う
。「
こ
の
門
」
と
言
っ
て
、
お
そ
ら
く
兩
手
を
展
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
作
用
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
門
」
と
言
っ
て
も
建
物
の
門
で
は
な
く
「
法
門
」
で
あ
る
。「
諸
聖
に
見
え
る
」
と
は
諸
佛
と
は
何
で
あ
る
か
を
見

と
ど
け
る
、
す
な
わ
ち
作
用
す
る
自
己
が
佛
で
あ
る
こ
と
を
知
る
、
す
な
わ
ち
開
悟
す
る
こ
と
。「
さ
あ
、
こ
の
門
よ
り

入
る
の
だ
。」
し
か
し
「
諸
聖
に
見
え
よ
う
と
し
な
く
と
も
、
こ
の
門
よ
り
入
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
悟
未
悟
に

關
わ
ら
ず
、
な
ん
ぴ
と
も
す
で
に
「
此
の
門
」
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
二
七
「
杭
州
興
教
寺

洪
壽
禪
師
章
」
の
「
機
を
示
す
」
偈
に
、

圓
明
法
界
性
，
不
用
強
脩
習
。
凡
聖
勿
盈
虧
，
悟
迷
那
安
立
？
棄
之
棄
不
得
，
覓
之
覓
那
及
？
百
千
億
如
來
，
咸
從

此
門
入
。

圓
満
明
朗
な
る
法
界
の
性
は
、
わ
ざ
わ
ざ
脩
得
す
る
ま
で
も
な
い
。
凡
夫
に
も
聖
人
に
も
ひ
と
し
く
具
わ
っ
て
お
り
、
悟
り
も
迷
い

も
ど
う
し
て
立
て
ら
れ
よ
う
？ 

棄
て
よ
う
に
も
棄
て
ら
れ
ず
、
覓
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
如
來
が
た
は
皆
な
こ
の
門
よ

り
入
ら
れ
た
の
だ
。

と
言
う
よ
う
に
、
こ
の
法
界
は
圓
明
な
る
法
性
の
世
界
な
の
で
あ
り
、
凡
聖
も
な
く
迷
悟
も
な
く
、
修
行
し
求
め
て
得
ら

れ
る
の
で
も
な
く
、
棄
て
よ
う
に
も
棄
て
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
に
、
す
で
に
い
る
の
で
あ
る
。
馬
祖
道
一
も
言
う
、

「
只
だ
今
の
行
住
坐
臥
、
應
機
接
物
の
如
き
は
、
盡
く
是
れ
道
な
り
。
道
と
は
即
ち
是
れ
法
界
な
り
。
乃た

と至
い
河
沙
の
妙
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用
な
る
も
法
界
を
出
で
ず
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
）。

○
師
却
問
僧
：
作
摩
生
是
汝
入
門
底
事　

そ
こ
で
僧
に
如
上
の
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
と
問
う
。

○
僧
云
：
當
不
當　
「
當
不
當
？
」
は
「
そ
の
よ
う
に
問
う
の
は
適
當
か
」
の
意
。
本
書
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
第
一
八

則
の
例
、「
太
傅
云
く
、『
與か

く摩
道
う
は
還
た
當
な
る
を
得
た
る
や
？
』
師
云
く
、『
當
不
當
は
則
ち
且
ら
く
置
く
、
太
傅

は
作い

か

ん
摩
生
が
會
得
す
る
？
』」
を
參
照
。
僧
は
保
福
の
意
圖
を
了
解
し
た
う
え
で
、「
す
べ
て
の
人
は
す
で
に
門
内
に
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
今
さ
ら
入
門
を
問
う
の
は
前
提
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
保
福
に
反
問
し
た
。

○
師
云
：
是
凡
是
聖　
「
き
み
は
凡
人
な
の
か
聖
人
な
の
か
？
」
門
内
に
入
っ
て
い
る
な
ら
自
身
が
佛
で
あ
る
と
ほ
ん
と
う

に
自
覺
し
て
い
る
の
か
。

○
對
曰
：
未
問
已
前
，
却
疑
和
尚　
「
未
だ
問
わ
ざ
る
已
前
」
と
は
保
福
が
「
作
摩
生
が
是
れ
汝
入
門
底
の
事
？
」
と
問
う

以
前
の
「
欲
得
見
諸
聖
…
…
」
を
指
す
。
僧
は
「
わ
た
し
は
む
し
ろ
和
尚
が
〈
す
べ
て
の
人
は
す
で
に
門
内
に
あ
っ
て
覺

醒
し
た
世
界
に
生
き
る
佛
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
を
ほ
ん
と
う
に
信
じ
て
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
疑
っ
て
い
る
の
で

す
。
ほ
ん
と
う
に
信
じ
て
お
ら
れ
る
な
ら
ば
『
入
門
し
た
か
？
』
と
問
う
必
要
も
な
い
は
づ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と

反
問
し
た
。

○
師
叱
之　

保
福
は
矛
盾
を
衝
か
れ
て
、
不
機
嫌
に
罵
聲
を
發
し
た
。「
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
；
不
欲
得
見
諸
聖
，

亦
從
此
門
入
。
作
摩
生
是
汝
入
門
底
事
？
」
と
問
い
か
け
て
、「
門
に
入
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
だ
」
と
氣
づ
か
せ
よ
う

と
い
う
保
福
の
指
導
は
失
敗
に
歸
し
た
。
馬
祖
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
の
新
興
禪
宗
か
ら
百
四
十
年
、
大
衆
化
し
た
禪
宗

内
に
あ
っ
て
そ
の
教
説
の
再
檢
討
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
則
の
問
答
は
、
雪
峯
の
用
い
た
「
良
久
」

（
默
然
）
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
に
よ
っ
て
究
極
を
示
そ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
功
を
奏
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」、「
即
心
是
佛
」、「
無
事
」
と
い
う
思
想
は
、
佛
教
教
學
の
修
道
論
に
對
す
る
高
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ら
か
な
反
措
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
た
だ
禪
學
の
知
識
と
し
て
受
け
取
る
な
ら
ば
、
庸
俗
的
理
解
に
陷
る
ほ
か
は
な

い
。
雪
峯
門
下
で
も
馬
祖
禪
の
「
公
式
」
は
共
通
の
理
解
で
あ
り
、
漳
州
の
保
福
院
で
も
共
有
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

保
福
も
こ
れ
を
「
公
式
」
と
し
て
安
易
に
提
示
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
自
身
そ
の
陷
穽
に
氣
づ
か
ず
、
自
己
矛

盾
が
露
呈
し
、
僧
に
反
問
さ
れ
て
不
機
嫌
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
思
想
史
的
に
は
、
馬
祖
禪
の
硬
直
化
と
い
う
地

平
か
ら
新
た
な
修
道
論
、
悟
道
論
が
探
究
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
本
則
は
そ
う
し
た
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〔
三
九
〕
無
生
の
路
に
達
し
た
い
な
ら
、
本
源
を
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

問
：
「
古
人
有
言
：
『
欲
達
無
生
路
，
應
須
識
本
源
。』
如
何
是
本
源
？
」
師
良
久
。
却
問
侍
者
：
「
適
來
僧
問
什

摩
？
」
其
僧
再
擧
。
師
便
喝
出
云
：
「
我
不
是
患
聾
！
」

【
訓
讀
】

問
う
、「
古
人
言
う
有
り
、『
無
生
の
路
に
達
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
應
に
須
ら
く
本
源
を
識
る
べ
し
。』
如
何
な
る
か
是
れ
本

源
？
」
師
、
良
久
す
。
却
っ
て
侍
者
に
問
う
、「
適い

ま來
僧
は
什な

に摩
を
か
問
う
？
」
其
の
僧
、
再
び
擧
す
。
師
便
ち
喝
出
し
て

云
う
、「
我
は
是
れ
患
聾
な
ら
ず
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
古
人
は
『
無
生
の
路
に
達
し
た
い
な
ら
、
本
源
を
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
と
言
い
ま
し
た
が
、
本
源
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
師
は
し
ば
し
沈
默
し
た
。
意
外
に
も
侍
者
に
問
う
、「
今
、
僧
は
何
を
問
う
た
の
か
な
？
」
そ
の
僧

は
も
う
一
度
問
う
た
。
師
は
す
ぐ
に
大
聲
で
「
わ
た
し
は
耳
が
遠
い
の
で
は
な
い
！
」
と
叱
っ
て
追
い
出
し
た
。

【
注
釋
】
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○
本
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
お
よ
び
『
五
燈
會
元
』
卷
七
の
「
保
福
從
展
章
」
に
も
採
ら
れ
る
。

○
古
人
有
言
：
欲
達
無
生
路
，
應
須
識
本
源
。
如
何
是
本
源
？　

古
人
は
傅
大
士
。『
梁
朝
傅
大
師
頌
金
剛
經
』
一
合
理
相

分
第
三
十
の
頌
に
言
う
、

界
塵
何
一
異
？
報
應
亦
同
然
。
非
因
亦
非
果
，
誰
後
復
誰
先
？
事
中
通
一
合
，
理
則
兩
倶
捐
。
欲
達
無
生
路
，
應
當

識
本
源
。
（
大
正
藏
卷
八
五
・
八
上
）

法
界
［
法
身
］
と
塵
界
［
色
身
］
は
一
で
も
異
で
も
な
い
、
報
身
と
應
身
も
同
じ
。
因
で
も
な
く
果
で
も
な
く
、
先
後
は
な
い
。
事

中
に
お
い
て
〈
一
合
相
は
一
合
相
に
非
ず
、
故
に
一
合
相
と
名
づ
く
〉
と
い
う
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
な
ら
、
道
理
と
し
て
一
も
異

も
と
も
に
除
か
れ
る
。
生
ず
る
こ
と
の
な
い
あ
り
か
た
に
通
達
し
た
い
な
ら
、
本
源
を
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
大
正
藏
卷

八
五
・
八
上
）
。

『
金
剛
般
若
經
』
一
合
理
相
分
に
言
う
、

若
世
界
實
有
者
，
則
是
一
合
相
。
如
來
説
：
一
合
相
則
非
一
合
相
，
是
名
一
合
相
。
（
大
正
藏
卷
八
・
七
五
二
中
）

も
し
世
界
が
實
有
で
あ
っ
た
な
ら
、
世
界
は
一
つ
の
合
し
た
相
で
あ
る
。
し
か
し
、
如
來
は
〈
一
つ
の
合
し
た
相
は
一
つ
の
合
し
た

相
で
は
な
い
、
こ
の
こ
と
を
一
つ
の
合
し
た
相
と
い
う
の
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
た
。

『
金
剛
経
解
義
』
は
、
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。

説
一
合
相
者
，
心
存
所
得
。
故
即
非
一
合
相
，
心
無
所
得
，
是
名
一
合
相
。
一
合
相
者
，
不
壞
假
名
，
而
談
實
相
。

（
『
慧
能
研
究
』
四
六
〇
頁
、
大
修
館
書
店
）

一
合
相
と
説
い
た
な
ら
、
心
に
得
た
も
の
が
殘
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
一
合
相
で
は
な
い
と
否
定
し
て
、
心
に
何
も
得
る
も
の
が
な

い
よ
う
に
し
て
お
い
て
、
そ
の
こ
と
を
一
合
相
と
呼
ぶ
と
言
わ
れ
た
の
だ
。
だ
か
ら
一
合
相
は
、
言
葉
を
退
け
る
こ
と
な
く
、
實
相

を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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「
無
生
路
」
は
、
不
生
不
滅
な
る
解
脱
の
路
。「
誌
公
和
尚
十
二
時
歌
」
に
言
う
、

日
南
午
。
四
大
身
中
無
價
寶
。
陽
焰
空
華
不
肯
拋
，
作
意
修
行
轉
辛
苦
。
不
曾
迷
，
莫
求
悟
，
任
爾
朝
陽
幾
迴
暮
。

有
相
身
中
無
相
身
，
無
明
路
上
無
生
路
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
九
）

日
が
南
中
す
る
正
午
。
四
大
合
成
の
肉
身
に
無
價
の
大
寶
が
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
虚
妄
な
も
の
を
始
末
し
な
い
ま
ま
で
、
悟
り
を
目

指
し
て
修
行
し
、
ま
す
ま
す
苦
し
む
。
た
と
い
何
度
朝
が
暮
れ
に
な
ろ
う
と
も
、
見
失
っ
た
こ
と
が
な
い
以
上
、
悟
り
を
求
め
て
は

な
ら
ぬ
。
こ
の
有
相
の
身
中
に
無
相
の
法
身
が
あ
り
、
今
歩
ん
で
い
る
無
明
煩
惱
の
路
が
不
生
不
滅
の
路
な
の
だ
。

○
師
良
久　

言
語
す
れ
ば
誤
ま
る
本
源
の
あ
り
か
を
沈
默
を
も
っ
て
示
す
こ
と
で
傳
え
た
。
こ
の
よ
う
に
君
自
身
も
默
契
す

る
し
か
な
い
の
だ
。「
默
契
」
を
説
く
の
は
、
黄
檗
希
運
で
あ
る
。『
傳
心
法
要
』
に
五
回
、『
宛
陵
錄
』
に
一
回
出
る
。

此
法
即
心
，
心
外
無
法
。
此
心
即
法
，
法
外
無
心
。
心
自
無
心
，
亦
無
無
心
者
。
將
心
無
心
，
心
却
成
有
。
默
契
而

已
，
絶
諸
思
議
。
故
曰
：
言
語
道
斷
，
心
行
處
滅
。
（
入
矢
義
高
『
伝
心
法
要
・
宛
陵
錄
』
一
三
頁
）
。

こ
の
法
が
心
で
あ
り
、
心
の
外ほ

か

に
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
心
が
法
で
あ
り
、
法
の
外ほ

か

に
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
心
は
も
と

も
と
無
心
で
あ
っ
て
、
無
心
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
心
を
無
心
に
し
よ
う
と
し
た
な
ら
、
反
對
に
有
心
に
な
っ
て
し
ま
う
。

默
契
す
る
だ
け
だ
。
一
切
の
思
議
思
量
を
越
え
て
い
る
。
故
に
〈
言
語
で
追
求
す
る
手
立
て
は
斷
ち
切
ら
れ
て
お
り
、
心
の
は
た
ら

き
の
及
ぶ
範
囲
を
越
え
て
い
る
〉
と
言
わ
れ
る
の
だ
。

「
良
久
」
は
雪
峯
以
來
の
接
化
を
受
け
繼
ぐ
も
の
で
、
本
則
で
は
こ
う
し
た
接
化
に
對
す
る
反
省
は
見
ら
れ
な
い
。

○
却
問
侍
者
：
適
來
僧
問
什
摩　

ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
僧
に
、
い
ま
の
「
良
久
」
が
示
し
た
と
こ
ろ
を
そ
れ
と
な
く
分
か
ら

せ
て
や
ろ
う
と
す
る
手
段
。
本
書
卷
五
「
道
吾
和
尚
章
」
第
三
則
に
次
が
あ
る
。

石
霜
問
：
「
百
年
後
忽
有
人
問
極
則
事
，
作
摩
生
向
他
道
？
」
師
喚
沙
弥
，
沙
弥
應
喏
，
師
云
：
「
添
淨
瓶
水
著
。
」

師
却
問
石
霜
：
「
適
來
問
什
摩
？
」
石
霜
再
舉
，
師
便
起
去
。
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石
霜
が
問
う
、
「
和
尚
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
禪
の
極
則
を
問
わ
れ
た
な
ら
、
ど
う
答
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」
道
吾
は
「
沙

弥
よ
」
と
呼
び
、
沙
弥
は
「
ハ
イ
」
と
返
事
し
た
。
師
は
「
淨
瓶
に
水
を
足
し
て
く
れ
」
と
命
じ
た
あ
と
、
道
吾
は
石
霜
に
問
う
、

「
さ
き
ほ
ど
は
何
を
問
う
た
の
か
？
」
石
霜
は
も
う
一
度
問
う
や
、
道
吾
は
立
ち
上
が
っ
て
出
て
行
っ
た
。

道
悟
は
「
沙
弥
」
と
呼
び
、
沙
弥
が
「
ハ
イ
」
と
答
え
る
と
こ
ろ
を
石
霜
に
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
極
則
事
」（
こ
こ
で

は
「
性
在
作
用
」）
を
答
え
た
の
で
あ
る
が
、
石
霜
は
分
か
ら
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
。

○
其
僧
再
擧　

僧
は
ま
だ
「
良
久
」
が
そ
れ
だ
っ
た
と
は
氣
づ
か
ず
、
問
い
直
し
た
。

○
師
便
喝
出
云
：
我
不
是
患
聾　
「
耳
を
患
っ
て
お
ら
ぬ
」
と
は
、
再
問
の
僧
を
叱
り
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

ま
た
「
わ
し
は
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
示
し
た
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
を
も
含
み
も
つ
か
ら
、
こ
れ
も
方
便
接
化
に
な
っ
て

い
る
。
本
書
本
卷
「
保
福
和
尚
章
」
第
二
則
に
も
次
が
あ
る
。

師
上
堂
云
：
「
有
人
問
話
，
高
聲
問
！
」
時
有
人
出
來
，
問
：
「
學
人
高
聲
問
，
請
和
尚
高
聲
答
。
」
師
云
：
「
道
什

摩
！
」
學
人
再
申
前
問
。
師
云
：
「
我
不
是
患
聾
！
」

師
は
上
堂
し
て
言
う
、
「
質
問
す
る
な
ら
、
大
き
な
聲
で
問
え
！
」
そ
の
時
、
僧
が
進
み
出
て
問
う
た
：
「
大
き
な
聲
で
問
い
ま
す

か
ら
、
和
尚
も
大
き
な
聲
で
答
え
て
下
さ
い
。
」
師
、
「
何
だ
と
！
」
僧
は
も
う
一
度
同
じ
問
い
を
し
た
。
師
、
「
わ
た
し
は
耳
が
惡

い
の
で
は
な
い
！
」

〔
四
〇
〕
若も是
し
善
知
識
な
ら
ば
、
一
物
に
も
亦
た
違
わ
ず

師
患
漏
次
，
僧
問
：
「
善
知
識
諸
漏
已
盡
，
爲
什
摩
患
漏
？
」
師
云
：
「
若
是
善
知
識
，
一
物
亦
不
違
。」
僧
云
：
「
爭

奈
苦
楚
何
？
」
師
云
：
「
若
見
衆
生
苦
，
則
同
受
苦
者
。」

【
訓
讀
】
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師
は
漏ろ
う

を
患わ
ず
らう
次お
り

、
僧
問
う
、「
善
知
識
は
諸
漏
已
に
盡
く
、
爲な
に
ゆ
え

什
摩
に
か
漏
を
患
う
？
」
師
云
く
、「
若も是
し
善
知
識

な
ら
ば
、
一
物
に
も
亦
た
違
わ
ず
。」
僧
云
く
、「
苦
楚
を
爭い

か

ん
奈
何
せ
ん
？
」
師
云
く
、「
若
し
衆
生
の
苦
を
見
れ
ば
、
則
ち

苦
を
受
く
る
者
に
同
じ
く
す
。」

【
日
譯
】

師
が
漏
を
わ
ず
ら
っ
た
と
き
、
僧
が
問
う
た
、「
善
知
識
は
さ
ま
ざ
ま
な
漏
は
も
は
や
消
滅
し
て
い
ま
す
の
に
、
ど
う
し

て
漏
を
患
わ
れ
た
の
で
す
か
。」
師
、「
も
し
善
知
識
な
ら
、
ど
ん
な
人
の
願
い
に
も
應
ず
る
も
の
だ
。」
僧
、「
苦
し
み
は
ど

う
な
さ
い
ま
す
か
？
」
師
、「
も
し
衆
生
が
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見
た
な
ら
、
そ
の
者
と
同
じ
よ
う
に
苦
し
む
の
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

○
師
患
漏
次
，
僧
問
：
善
知
識
諸
漏
已
盡
，
爲
什
摩
患
漏　
「
漏
」
に
つ
い
て
『
中
醫
基
本
用
語
辭
典
』（
東
洋
學
術
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）
に
い
う
、「
體
表
部
に
深
い
瘡
口
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
膿
が
持
続
的
に
流
出
す
る
病
證
」。「
患
漏
」
に
つ
い

て
は
『
佛
説
十
一
面
觀
世
音
神
咒
經
』
に
次
が
あ
る
。

若
被
惡
鬼
打
之
，
…
…
或
被
顚
鬼
打
之
，
或
患
丁
腫
，
或
患
漏
，
或
體
生
瘡
疱
，
…
…
一
切
毒
蟲
所
螫
之
者
，
以
黃

土
作
泥
，
呪
之
七
遍
，
塗
其
螫
處
，
悉
得
除
愈
。
（
大
正
二
〇
・
一
五
〇
下
）

も
し
惡
鬼
に
打
た
れ
…
ま
た
顚
鬼
に
打
た
れ
、
ま
た
丁
腫
を
患
い
、
漏
を
患
い
、
身
體
に
瘡
疱
が
で
き
、
…
ど
ん
な
毒
蟲
に
刺
さ
れ

た
者
も
、
黃
土
を
泥
に
し
て
、
呪
す
る
こ
と
七
遍
し
、
刺
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
塗
れ
ば
、
こ
と
ご
と
く
治
癒
す
る
。

こ
の
用
例
に
よ
れ
ば
「
患
漏
」
は
「
膿
ん
だ
で
き
も
の
」
の
よ
う
で
あ
る
。
師
が
漏
を
病
ん
だ
と
き
、
僧
は
「
漏
」
を
佛

教
用
語
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
汚
れ
を
總
称
し
て
表
す
語
で
、
廣
い
意
味
で
の
煩
惱
と
同
義
」（『
岩
波
佛
教
辭
典
』「
有
漏
・

無
漏
」
項
）
に
掛
け
て
問
う
。
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「
諸
漏
已
盡
」
は
佛
典
で
は
、
阿
羅
漢
の
境
地
で
あ
る
。『
法
華
経
』
序
品
、「
一
時
，
佛
住
王
舍
城
耆
闍
崛
山
中
，
與
大

比
丘
衆
萬
二
千
人
俱
，
皆
是
阿
羅
漢
，
諸
漏
已
盡
，
無
復
煩
惱
。」（
大
正
藏
卷
九
・
一
下
）

○
師
：
若
是
善
知
識
，
一
物
亦
不
違　
「
善
知
識
な
ら
何
物
に
も
違
う
こ
と
な
く
同
じ
て
ゆ
く
。」
一
切
の
衆
生
の
苦
し
み
に

同
じ
て
い
く
。『
景
德
伝
燈
錄
』
卷
六
「
袁
州
南
源
道
明
禪
師
章
」
に
次
が
あ
る
。

洞
山
辭
去
，
師
云
：
「
多
學
佛
法
，
廣
作
利
益
。
」
洞
山
云
：
「
多
學
佛
法
即
不
問
，
如
何
是
廣
作
利
益
？
」
師
云
： 

「
一
物
莫
違
即
是
。
」

洞
山
が
南
源
を
辭
去
し
よ
う
と
す
る
と
、
南
源
は
言
っ
た
、
「
十
分
に
佛
法
を
學
び
、
あ
ま
ね
く
衆
生
を
利
益
す
る
の
だ
。
」
洞
山
、

「
佛
法
を
よ
く
學
ぶ
こ
と
は
よ
い
と
し
て
、
あ
ま
ね
く
衆
生
を
利
益
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
南
源
、
「
何
物
に
も

同
じ
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
だ
。
」

ま
た
『
宗
鏡
録
』
卷
三
二
に
も
次
が
あ
る
。

肇
師
云
：
「
慈
悲
之
心
，
虚
而
外
適
，
其
性
柔
弱
，
隨
物
不
違
，
故
如
女
也
。
」
（
大
正
藏
卷
四
八
・
五
九
九
下
）

僧
肇
言
う
、
「
慈
悲
の
心
は
、
己
を
む
な
し
く
し
て
外
に
適
應
し
、
性
質
は
柔
軟
で
あ
り
、
人
に
違
背
し
な
い
か
ら
、
女
性
の
よ
う

で
あ
る
。
」

○
僧
云
：
爭
奈
苦
楚
何　
「
そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
苦
し
み
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
し
ょ
う
。」

○
師
云
：
若
見
衆
生
苦
，
則
同
受
苦
者　

善
知
識
は
衆
生
の
苦
を
見
て
と
も
に
苦
し
み
、
回
避
し
な
い
。
二
句
は
『
諸
法
無

行
經
』
卷
下
（『
宗
鏡
錄
』
卷
九
三
に
も
引
か
れ
る
）
を
使
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

佛
法
湛
清
淨
，
其
喩
如
虚
空
。
此
中
無
可
取
，
亦
無
有
可
捨
。
佛
不
得
佛
道
，
亦
不
度
衆
生
。
凡
夫
強
分
別
，
作
佛

度
衆
生
。
是
人
於
佛
法
，
則
爲
甚
大
遠
。
若
見
衆
生
苦
，
則
是
受
苦
者
。
衆
生
無
衆
生
，
而
説
有
衆
生
。
住
衆
生
相

中
，
則
無
有
菩
提
。
（
大
正
藏
卷
一
五
・
七
六
〇
中
）　
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佛
法
は
虚
空
の
よ
う
に
清
淨
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
無
く
、
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
無
い
。
佛
は

佛
道
を
得
た
の
で
は
な
く
、
衆
生
を
濟
度
し
た
の
で
も
な
い
。
凡
夫
が
む
り
や
り
「
佛
は
衆
生
を
濟
度
し
た
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
人
は
佛
法
と
は
は
な
は
だ
緣
遠
く
、
衆
生
の
苦
を
見
て
、
苦
を
被
る
の
で
あ
る
。
衆
生
に
衆
生
は
な
い
が
、
衆
生
が
い
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
衆
生
の
相
に
執
わ
れ
、
菩
提
を
見
失
っ
た
の
で
あ
る
。

『
諸
法
無
行
經
』
の
二
句
「
若
見
衆
生
苦
，
則
是
受
苦
者
」
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
で
あ
る
が
、
保
福
は
「
若
見
衆
生
苦
，

則
同
受
苦
者
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
に
用
い
て
い
る
。

南
本
『
涅
槃
經
』
卷
三
四
「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
偈
に
言
う
、

如
來
受
苦
不
覺
苦
，
見
衆
生
苦
如
己
苦
。
（
大
正
藏
卷
一
二
・
八
三
八
上
）

ま
た
輸
波
迦
羅
（
善
無
畏
）
譯
『
蘇
婆
呼
童
子
請
問
經
』
巻
上
に
次
が
あ
る
。

菩
提
薩
埵
不
求
己
樂
，
利
有
情
故
，
能
忍
大
苦
。
是
故
菩
薩
見
衆
生
苦
；
菩
薩
亦
苦
，
見
衆
生
樂
，
菩
薩
亦
樂
。
（
大

正
藏
卷
一
八
・
七
三
五
下
）

菩
薩
は
自
己
の
樂
し
み
を
追
い
求
め
ず
、
衆
生
を
利
益
し
よ
う
と
し
て
、
よ
く
苦
し
み
に
耐
え
る
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
菩
薩
は
衆

生
が
苦
し
む
の
を
見
る
と
、
自
身
も
苦
し
み
、
衆
生
が
樂
し
ん
で
い
る
の
を
み
れ
ば
、
自
分
も
樂
し
む
の
で
あ
る
。

龐
居
士
の
娘
靈
照
は
、
父
が
倒
れ
た
の
を
見
て
、
自
ら
も
倒
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
父
を
助
け
起
こ
す
と
い
う
。『
龐
居
士

語
錄
』
に
言
う
、

居
士
賣
漉
籬
，
下
橋
喫
撲
。
靈
照
見
，
亦
去
爺
邊
倒
。
士
云
：
「
汝
作
什
麼
？
」
照
云
：
「
見
爺
倒
地
，
某
甲
相
扶
。
」

士
曰
：
「
賴
是
無
人
見
。
」
（
入
矢
義
高
譯
注
『
龐
居
士
語
錄
』
一
九
五
頁
、
禪
の
語
錄
7
、
筑
摩
書
房
）

居
士
が
ざ
る
を
賣
り
に
出
た
と
き
、
橋
を
下
り
が
け
に
け
つ
ま
ず
き
こ
ろ
ん
だ
。
そ
れ
を
見
た
靈
照
は
、
父
の
側
へ
行
っ
て
自
分
も

倒
れ
た
。
居
士
、
「
お
前
ど
う
し
た
の
だ
？
」
靈
照
、
「
お
父
さ
ん
が
倒
れ
た
の
を
見
て
、
助
け
起
こ
し
て
上
げ
る
の
で
す
。
」
居
士
、
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「
誰
も
見
て
お
ら
ん
で
よ
か
っ
た
わ
い
。
」(

日
譯
は
前
掲
書)

こ
の
靈
照
の
行
爲
も
「
若
見
衆
生
苦
，
則
同
受
苦
者
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
靈
照
は
父
を
凌
ぐ
偉
大
な
菩
薩
だ
っ

た
と
い
う
理
解
を
前
面
に
押
し
出
す
の
で
は
な
く
、「
こ
の
動
作
が
生き

じ地
の
ま
ま
の
娘
ら
し
い
し
ぐ
さ
で
あ
っ
た
こ
と
、

…
…
そ
の
可
愛
ら
し
い
娘
ら
し
さ
の
中
に
、
こ
の
菩
薩
行
の
妙
用
が
柔
ら
か
に
包
ま
れ
て
い
た
」
と
入
矢
は
注
釋
し
て
い

る
。

〔
四
一
〕
亂
走
し
て
變
ぜ
し
や
？

因
小
師
行
脚
歸
，
師
問
：
「
汝
亂
走
，
還
變
也
未
？
」
對
云
：
「
不
是
神
，
不
是
鬼
，
變
什
摩
？
」
師
云
：
「
又
亂
走

作
什
摩
！
」
對
云
：
「
也
要
和
尚
鑒
。」
師
云
：
「
放
汝
二
十
棒
」。
師
代
云
：
「
和
尚
見
走
到
什
摩
處
？
」

【
訓
讀
】

小
師
の
行
脚
よ
り
歸
る
に
因
り
、
師
問
う
、「
汝
亂
走
し
て
、
還は

た
變
ぜ
し
や
？
」
對
え
て
云
う
、「
是
れ
神
な
ら
ず
、

是
れ
鬼
な
ら
ず
、
什な

に摩
に
か
變
ぜ
ん
？
」
師
云
く
、「
又
た
亂
走
し
て
什な

ん摩
と
作
す
！
」
對
え
て
云
う
、「
也
た
和
尚
の
鑒か
ん

せ
ん
こ
と
を
要
す
。」
師
云
く
、「
汝
に
二
十
棒
を
放ゆ
る

す
」。
師
代
わ
り
て
云
う
、「
和
尚
は
什い

ず

こ
摩
處
に
走
り
到
れ
る
を
見
し

や
？
」

【
日
譯
】

小
師
が
行
脚
よ
り
歸
っ
て
き
た
の
で
、
師
は
訊
い
た
、「
君
は
や
た
ら
歩
き
ま
わ
っ
て
、
變
わ
っ
た
か
？
」
小
師
、「
私

は
鬼
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
に
變
わ
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
そ
れ
な
ら
や
た
ら
歩
き
ま
わ
っ
て
何
に
な

る
！
」
小
師
、「
和
尚
に
は
よ
く
見
て
と
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。」
師
、「
二
十
棒
は
か
ん
べ
ん
し
て
や
る
。」
師
は
小

師
に
な
り
代
わ
っ
て
言
っ
た
、「
和
尚
は
わ
た
し
が
ど
へ
行
っ
た
と
見
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
？
」
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【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
。

○
因
小
師
行
脚
歸
，
師
問
：
汝
亂
走
，
還
變
也
未
？　

保
福
が
小
師
（
弟
子
）
の
行
脚
を
「
亂
走
」
だ
と
す
る
の
は
、
自
己

の
寶
藏
を
さ
し
お
い
て
外
に
求
め
ま
わ
る
こ
と
の
誤
り
を
指
摘
す
る
も
の
。「
還
變
也
未
」
と
は
、
求
め
ま
わ
っ
て
獲
得

し
た
も
の
に
よ
っ
て
佛
身
に
變
じ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
亂
走
」
と
は
、
佛
や
道
を
人
に
尋
ね
ま
わ
る
こ
と
。

○
對
云
：
不
是
神
，
不
是
鬼
，
變
什
摩
？　

行
脚
修
行
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
鬼
神
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
何
か
に
變
わ
っ

た
り
は
し
ま
せ
ん
。
私
は
私
の
ま
ま
で
そ
れ
（
佛
）
と
變
わ
ら
な
い
の
で
す
。
本
書
卷
二
〇
「
灌
溪
和
尚
章
」
に
次
が
あ

る
。師

到
末
山
師
姑
處
。
…
…
師
却
問
：
「
如
何
是
末
山
？
」
師
姑
云
：
「
不
露
頂
。
」
進
曰
：
「
如
何
是
末
山
中
人
？
」

姑
云
：
「
非
男
非
女
相
。
」
進
曰
：
「
還
變
也
未
？
」
姑
云
：
「
不
是
鬼
神
，
變
什
摩
？
」
師
肯
之
。

灌
溪
和
尚
は
有
髪
の
尼
僧
の
末
山
の
と
こ
ろ
へ
參
問
し
た
。
…
…
灌
溪
は
ま
た
問
う
、
「
ど
の
よ
う
な
の
が
末
山
な
の
で
す
か
？
」

末
山
、
「
山
頂
は
見
え
ぬ
。
」
さ
ら
に
問
う
、
「
末
山
に
住
す
る
の
は
ど
う
い
う
人
で
し
ょ
う
か
？
」
末
山
、
「
男
で
も
女
で
も
な
い
。
」

「
變
じ
た
の
で
す
か
？
」
末
山
、
「
鬼
神
で
は
な
い
の
だ
か
ら
變
じ
た
り
し
よ
う
か
？
」
灌
溪
は
こ
れ
を
認
め
た
。

○
師
云
：
又
亂
走
作
什
摩
？　

き
み
は
き
み
自
身
の
ま
ま
に
佛
で
あ
る
な
ら
（
本
性
は
變
わ
ら
な
い
な
ら
）、
行
脚
し
て
何
に
な

る
。「
又
」
は
い
ぶ
か
る
語
氣
の
副
詞
。

○
對
云
：
也
要
和
尚
鑒　
「
如
何
是
佛
？
」
の
問
い
に
馬
祖
が
「
即
汝
心
是
」（
本
書
卷
一
五
「
大
梅
和
尚
章
」）
と
説
い
た
こ
と

を
踏
ま
え
、「
私
の
行
脚
が
亂
走
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
現
に
こ
う
し
て
あ
る
私
を
よ
く
見
て
と
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
」
と
切
り
返
し
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
二
「
陳
尊
宿
章
」
に
次
が
あ
る
。

師
問
新
到
僧
：
「
什
麼
處
來
？
」
僧
瞪
目
視
之
。
師
云
：
「
驢
前
馬
後
漢
！
」
僧
云
：
「
請
師
鑒
。
」
師
云
：
「
驢
前
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馬
後
漢
！
道
將
一
句
來
。
」
無
對
。

師
が
新
到
僧
に
問
う
、
「
ど
こ
か
ら
來
た
の
だ
？
」
僧
は
目
を
見
張
っ
て
師
を
見
た
（
「
性
在
作
用
」
の
馬
祖
禪
を
學
ん
で
き
ま
し

た
）
。
」
師
、
「
主
人
公
に
し
た
が
う
奴
僕
め
！
」
僧
、
「
現
に
こ
こ
に
い
る
主
人
公
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
作
用
す
る
五
蘊

身
は
主
人
公
に
し
た
が
う
奴
僕
だ
！
一
句
吐
い
て
み
よ
。
」
僧
は
何
も
言
え
な
か
っ
た
。

僧
の
「
請
師
鑒
」
を
陳
尊
宿
が
「
驢
前
馬
後
漢
！
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
小
師
の
「
也
要
和
尚
鑒
」
も
保
福
は
「
驢
前
馬

後
」
と
決
め
つ
け
た
。

○
師
云
：
放
汝
二
十
棒　

亂
走
は
二
十
棒
も
の
だ
が
、
行
脚
を
止
め
て
歸
っ
て
き
た
こ
と
を
認
め
て
二
十
棒
を
免
除
し
て

や
っ
た
。
小
師
の
應
答
「
也
要
和
尚
鑒
」
を
認
め
た
の
で
は
な
い
。

◯
師
代
云
：
和
尚
見
走
到
什
摩
處
？　
「
代
わ
っ
て
」
と
は
、
す
ぐ
前
の
僧
の
「
也
要
和
尚
鑒
」
に
代
わ
っ
て
、
こ
う
い
う

べ
き
だ
っ
た
と
教
え
て
や
っ
た
。
行
脚
し
て
ど
こ
か
特
別
な
場
所
に
行
き
著
い
た
の
で
は
な
く
、「
擧
足
下
足
，
不
離
道

場
」（『
馬
祖
の
語
録
』
一
四
三
頁
）、
こ
の
場
を
離
れ
て
道
場
（
悟
り
の
座
）
が
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
。「
驢
前
馬
後
」
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
批
判
を
巧
み
に
か
わ
し
て
い
る
。

〔
四
二
〕
た
と
い
完
璧
に
言
え
て
も
、
ど
も
っ
た
も
の
で
し
か
な
い

師
問
僧
：
「
我
尋
常
道
：
莫
道
道
不
得
，
設
而
道
得
十
成
，
猶
是
患
謇
。
既
道
得
十
成
，
爲
什
摩
却
成
患
謇
？
」
僧

云
：
「
從
來
豈
是
道
得
底
事
那
？
作
摩
！
」
師
抗
聲
云
：
「
脱
却
來
！
」
其
僧
別
云
：
「
頭
上
不
可
更
安
頭
。」
師
云
：

「
停
囚
長
智
。」

【
訓
讀
】　
　
　
　
　
　
　
　

師
、
僧
に
問
う
、「
我
れ
尋へ
い
ぜ
い常
道い

え
り
、〈
道
い
得
ざ
る
は
莫
い
う
に
お
よ
ば
道
ず
、
設た

と而
い
道
い
得
て
十
成
な
る
と
も
、
猶な是
お
謇け
ん

を
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患
う
〉
と
。
既
に
道
い
得
て
十
成
な
る
に
、
爲な
に
ゆ
え

什
摩
に
か
却
っ
て
謇
を
患
う
こ
と
と
成
る
？
」
僧
云
く
、「
從
じ
ゅ
う

來ら
い

豈
に
是
れ

道い

い
得
る
底
の
事
な
ら
ん
や
？
作い
か
ん摩
！
」
師
は
聲
を
抗あ

げ
て
云
う
、「
脱
却
し
來き
た

れ
！
」
其
の
僧
、
別
し
て
云
う
、「
頭
上
に

更
に
頭
を
安お

く
可
か
ら
ず
。」
師
云
く
、「
停て
い

囚し
ゅ
うし
て
智
を
長
ず
。」

【
日
譯
】

師
は
僧
に
問
う
た
、「
わ
た
し
は
い
つ
も
言
っ
て
い
る
、〈
そ
れ
を
言
え
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
た
と
い
完
璧

に
言
え
て
も
、
ど
も
っ
た
も
の
で
し
か
な
い
の
だ
〉
と
。
十
分
に
言
い
得
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
ど
も
っ
た
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
の
か
？
」
僧
、「
も
と
も
と
言
い
得
る
事
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
の
け
！
」
師
は
怒
鳴
り
つ
け
た
、「
固
定

觀
念
か
ら
抜
け
出
よ
！
」
そ
の
僧
は
前
と
は
別
の
言
い
方
を
し
て
言
う
、「
頭
の
上
に
更
に
頭
を
置
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」

師
、「
長
く
牢
に
留
ま
っ
て
か
え
っ
て
惡わ

る

知ぢ

え慧
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
な
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
見
え
る
も
の
で
る
。

○
師
問
僧
：
我
尋
常
道
：
莫
道
道
不
得
，
設
而
道
得
十
成
，
猶
是
患
謇
。
既
道
得
十
成
，
爲
什
摩
却
成
患
謇
？　
「
私
は
い

つ
も
〈
言
い
得
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
た
と
い
完
璧
に
言
い
得
る
と
思
っ
て
も
、
言
葉
に
し
よ
う
と
す
れ
ば

言
葉
に
な
ら
な
い
の
だ
〉
と
言
っ
て
い
る
が
、
十
分
言
い
得
た
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
言
葉
に
な
ら
な
い
の

か
？
」
こ
れ
は
、「
宗
乘
」（
自
己
本
分
事
）
を
言
い
留
め
る
場
合
の
言
葉
の
限
界
を
認
識
し
た
述
懷
で
あ
ろ
う
。
九
峯
道

虔
は
言
う
、「
聲
前
抛
不
出
，
句
後
不
藏
形
。（
言
葉
に
す
る
こ
と
で
は
持
ち
出
せ
ず
、
持
ち
出
し
た
と
し
て
も
そ
の
と
た
ん
に
言
葉

か
ら
消
え
失
せ
て
し
ま
う
）」（
本
書
卷
九
「
九
峯
和
尚
章
」
第
二
則
）。
長
慶
慧
稜
に
嗣
い
だ
報
慈
和
尚
（
本
書
卷
一
三
「
報
慈
和
尚

章
」
第
一
六
則
）
は
、「
直
是
道
得
十
成
，
亦
須
痛
決
過
（
た
と
い
完
全
に
言
い
得
た
と
し
て
も
、
や
は
り
き
び
し
く
痛
打
し
て
や
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
）」
と
言
い
、
そ
の
理
由
を
「
ぴ
た
り
と
言
い
留
め
た
句
は
、
驢
馬
を
繋
ぐ
永
遠
の
杭
だ
」
と
答
え
、
言
語
へ
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の
執
わ
れ
を
戒
め
る
立
場
に
立
っ
て
お
り
、
保
福
が
言
葉
の
限
界
を
認
識
し
て
い
た
の
と
は
觀
點
を
異
に
し
て
い
る
。

「
莫
道
」
は
口
語
で
「
言
う
ま
で
も
な
く
」。「
莫
道
～
設
而
…
猶
（
也
）
～
」
は
「
～
は
も
と
よ
り
、
た
と
い
…
で
も
、
ま

だ
（
や
は
り
）
～
だ
。」
本
書
卷
五
「
雲
巖
和
尚
章
」
第
一
〇
則
、「
莫
道
不
會
，
設
使
會
得
，
也
只
是
左
之
右
之
。（
會
せ

ざ
る
は
無
論
の
こ
と
だ
が
、
た
と
い
會
得
し
て
も
、
や
は
り
ま
だ
周
辺
の
こ
と
で
し
か
な
い
の
だ
）。」

「
患
謇
」
は
、
ど
も
っ
て
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
言
い
得
ぬ
こ
と
〈
宗
乘
本
分
事
〉
を
言
お
う
と
し

て
、
完
璧
に
言
え
た
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
は
不
完
全
な
言
い
か
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
謇
」
は

吃
音
の
こ
と
で
、
正
常
な
言
語
で
は
な
い
意
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
一
、「
撫
州
永
安
院
懷
烈
淨
悟
禪
師
章
」、「
上
堂
衆

集
，
師
顧
視
左
右
曰
：
〈
患
謇
作
麼
！
〉
便
歸
方
丈
。（
上
堂
す
る
や
大
衆
が
集
ま
り
、
師
は
左
右
を
見
ま
わ
し
、〈
ど
も
っ
て
ど

う
す
る
の
だ
！
〉
と
言
っ
て
、
さ
っ
と
方
丈
に
戻
っ
た
。）」
淨
悟
禪
師
は
永
安
院
の
僧
衆
が
さ
か
ん
に
「
宗
乘
」
を
議
論
し
て
い

る
の
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
僧
云
：
從
來
豈
是
道
得
底
事
那
？
作
摩
！
師
抗
聲
云
：
脱
却
來
！　

僧
は
「
宗
乘
は
も
と
も
と
言
詮
不
及
の
も
の
で
は
な

い
の
け
！
」
と
南
方
方
言
ま
る
だ
し
で
答
え
た
が
、
保
福
は
「
そ
う
い
う
固
定
觀
念
は
捨
て
よ
！
」
と
、
き
つ
く
戒
め
る

が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
「
言
え
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
言
え
た
」
と
思
っ
て
も
、
結
局
完
全
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
知
れ
、
さ
ら
に
は
「（
み
ず
か
ら
の
體
驗
を
）
言
う
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
～
那
？
作
摩
！
」
は
本
書
に
の
み
七
例
が
見
ら
れ
、
み
な
嶺
南
の
人
で
あ
る
か
ら
「
強
い
詰
問
を
表
わ
す
南
方
方
言
の

特
徴
的
な
句
法
で
あ
る
」（
衣
川
賢
次
「
唐
末
五
代
禪
宗
の
思
想
―
『
祖
堂
集
』
卷
十
二
「
禾
山
和
尚
章
」
研
究
」、『
東
洋
文
化
研
究
所

紀
要
』
第
百
八
十
册
、
八
二
頁
）。

○
其
僧
別
云
：
頭
上
不
可
更
安
頭　

そ
う
言
わ
れ
て
僧
は
別
の
答
え
方
を
し
た
。「
が
ん
ら
い
あ
る
も
の
の
上
に
さ
ら
に
言

う
の
は
、
頭
に
頭
を
載
せ
る
よ
う
に
、
餘
計
な
こ
と
な
の
で
す
。」
季
總
行
徹
（
一
六
〇
六
～
一
六
五
八
、
尼
僧
）『
季
總
徹
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禪
師
語
録
』
卷
二
法
語
「
示
湛
水
道
人
」、「
莫
道
道
不
得
，
直
饒
道
得
一
句
，
正
是
頭
上
安
頭
。」（
言
い
得
な
い
の
は
さ
て

お
い
て
、
一
句
を
道
い
得
て
も
、
も
う
餘
計
な
こ
と
を
し
た
の
だ
）

○
師
云
：
停
囚
長
智　

僧
の
「
頭
上
不
可
更
安
頭
」
と
い
う
批
判
の
あ
る
こ
と
は
承
知
だ
が
、
こ
こ
で
わ
た
し
（
保
福
）
が

言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
。「
ど
も
っ
て
で
も
み
ず
か
ら
の
體
驗
を
言
う
努
力
を
怠
っ
て
は
な

ら
ぬ
」
と
い
う
師
（
保
福
）
の
意
を
受
け
留
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
叱
責
す
る
。「
停
囚
長
智
」
は
「
惡
黨
を
永
く
拘
留

し
た
た
め
に
惡
智
慧
を
付
け
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
」（『
禪
語
辭
典
』）。
本
書
卷
一
六
「
潙
山
和
尚
章
」
第
一
四
則
に
次

が
あ
る
。

潙
山
提
物
問
仰
山
：
「
正
與
摩
時
作
摩
生
？
」
仰
山
云
：
「
和
尚
還
見
摩
？
」
潙
山
不
肯
，
却
教
仰
山
問
：
「
正
與

摩
時
作
摩
生
？
」
師
云
：
「
正
與
摩
時
，
亦
無
作
摩
生
。
」
師
却
云
：
「
與
摩
道
亦
不
得
。
」
從
此
而
休
。
隔
數
年
後
，

仰
山
有
語
，
擧
似
師
云
：
「
切
忌
勃
素
著
。
」
師
聞
云
：
「
停
囚
長
智
。
」

潙
山
は
物
を
手
に
も
っ
て
見
せ
、
仰
山
に
問
う
た
、
「
こ
う
い
う
時
は
ど
う
か
？
」
仰
山
、
「
和
尚
は
見
え
ま
す
か
？
」
潙
山
は
認
め

ず
、
逆
に
仰
山
に
問
わ
せ
た
、
「
こ
う
い
う
時
は
ど
う
か
？
」
潙
山
、
「
こ
う
い
う
時
は
〈
ど
う
か
〉
も
な
い
。
」
す
ぐ
に
ま
た
言
っ

た
、
「
こ
の
よ
う
に
言
う
の
も
駄
目
だ
。
」
こ
れ
よ
り
話
は
打
ち
切
り
と
な
っ
た
。
數
年
後
、
仰
山
は
答
え
を
見
い
だ
し
、
潙
山
に

言
っ
た
、
「
け
っ
し
て
探
ろ
う
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
潙
山
は
聞
い
て
言
う
、
「
牢
獄
に
な
が
く
囚
わ
れ
て
惡
智
慧
が
つ
き
お
っ
た
。
」

〔
四
三
〕
什い

ず

こ
摩
處
か
是
れ
某
甲
の
去と

こ
ろ處

な
ら
ざ
る
？

僧
辭
，
師
問
：
「
什
摩
處
去
？
」
對
云
：
「
什
摩
處
不
是
某
甲
去
處
？
」
師
云
：
「
忽
然
［
生
］
山
河
大
地
，
又
作
摩

生
？
」
對
云
：
「
喚
什
摩
作
山
河
大
地
？
」
師
云
：
「
汝
話
墮
也
！
」

【
訓
讀
】
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僧
の
辭
せ
ん
と
す
る
に
、
師
問
う
、「
什い

ず

こ
摩
處
に
か
去ゆ

く
？
」
對こ
た

え
て
云
く
、「
什
摩
處
か
是
れ
某
甲
の
去
處
な
ら
ざ

る
？
」
師
云
く
、「
忽
然
と
し
て
山
河
大
地
生
ず
、
又
た
作い

か

ん
摩
生
？
」
對
え
て
云
く
、「
什な

に摩
を
喚
び
て
か
山
河
大
地
と
作

す
？
」
師
云
く
、「
汝
話わ

だ墮
せ
り
！
」

【
日
譯
】

僧
が
辭
去
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
師
が
問
う
、「
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
」
僧
、「
ど
こ
だ
っ
て
わ
た
し
の
居
場
所
で
す
。」

師
、「〈
ふ
い
に
山
河
大
地
が
生
ず
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
き
み
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
？
」
僧
、「
何
を
山
河
大
地
と

呼
ぶ
の
で
す
か
？
」
師
、「
ぼ
ろ
が
出
た
ぞ
！
」

【
注
釋
】

○
本
話
頭
は
本
書
に
の
み
收
録
さ
れ
る
も
の
。

○
僧
辭
，
師
問
：
什
摩
處
去
？　

學
人
の
辭
去
す
る
に
際
し
て
、
保
福
の
叢
林
で
修
行
し
、
そ
の
到
り
え
た
境
地
を
檢
證
し

よ
う
し
て
問
う
。
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

洞
安
和
尚
。
有
僧
辭
師
，
師
云
：
「
什
麼
處
去
？
」
僧
云
：
「
本
無
所
去
。
」
師
云
：
「
善
爲
，
闍
梨
！
」
僧
云
：
「
不

敢
，
不
敢
。
」
師
云
：
「
到
諸
方
分
明
擧
！
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
洞
安
和
尚
章
」
）

あ
る
僧
が
洞
安
和
尚
を
辭
去
し
た
。
洞
安
、
「
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
」
僧
、
「
も
と
も
と
去
來
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
」
洞
安
、
「
元
氣
で

な
！
」
僧
、
「
か
た
じ
け
の
う
ご
ざ
い
ま
す
（
話
墮
し
た
と
こ
ろ
）
。
」
洞
安
、
「
諸
方
の
老
宿
に
參
じ
た
と
き
こ
の
こ
と
を
告
げ
る
の

だ
ぞ
！
」

師
問
僧
：
「
什
麼
處
去
？
」
僧
云
：
「
西
山
住
庵
去
。
」
師
云
：
「
我
向
東
山
頭
喚
汝
，
汝
便
來
得
麼
？
」
僧
云
：
「
即

不
然
。
」
師
云
：
「
汝
住
庵
未
得
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
一
「
大
隨
法
眞
禪
師
章
」
）

大
隨
は
僧
に
問
う
た
、
「
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
」
僧
、
「
西
山
に
（
亮
座
主
の
よ
う
に
）
住
庵
し
に
行
き
ま
す
。
」
大
隨
、
「
わ
た
し
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が
東
の
山
頂
よ
り
喚
べ
ば
、
き
み
は
す
ぐ
に
來
る
か
？
」
僧
、
「
そ
う
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
」
大
隨
、
「
住
庵
は
き
み
に
は
ま
だ
無
理

だ
。
」

洞
安
の
僧
は
「
本
無
去
來
」
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
洞
安
に
「
善
爲
」
と
別
れ
の
挨
拶
を
さ
れ
る
と
「
不
敢
，
不
敢
」

と
返
事
し
て
「
去
來
」
に
落
ち
て
し
ま
い
、
境
地
の
到
ら
な
さ
を
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
。
大
隨
の
僧
は
、
西
山
に
消
息
を

絶
っ
た
亮
座
主
に
憧
れ
、
隱
遁
す
る
こ
と
が
住
庵
だ
と
短
絡
し
、
法
眞
に
叱
責
さ
れ
た
。

○
對
云
：
什
摩
處
不
是
某
甲
去
處
？　
「（
こ
こ
を
離
れ
て
も
）
ど
こ
だ
っ
て
私
の
居
場
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
黄
檗
希
運
は

「
三
千
世
界
是
沙
門
眼
」（『
宛
陵
錄
』）、
長
沙
景
岑
は
「
盡
十
方
世
界
是
沙
門
眼
，
盡
十
方
世
界
是
沙
門
全
身
，
盡
十
方
世

界
是
自
己
光
明
，
盡
十
方
世
界
在
自
己
光
明
裏
，
盡
十
方
世
界
無
一
人
不
是
自
己
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
〇
）、
雪
峯
義

存
は
「
盡
大
地
是
你
」（『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
）
と
言
っ
た
の
を
承
け
て
言
う
。「
去
處
」
は
「
場
所
。
去ゆ

く
處
ま
た
は
去さ

っ

た
處
と
い
う
意
で
は
な
く
、
単
に
〈
と
こ
ろ
〉
と
い
う
意
の
俗
語
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
玄
沙
廣
錄
』
卷
上
、「
盡
十
方
世

界
は
、
都す

べ來
て
只た是
だ
我
が
去と
こ
ろ處
。」

○
師
云
：
忽
然
［
生
］
山
河
大
地
，
又
作
摩
生
？　
「『
首
楞
嚴
經
』
に
〈
ふ
い
に
山
河
大
地
が
生
ず
る
〉
と
言
わ
れ
て
い
る

の
を
き
み
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？
」
と
は
、
山
河
大
地
が
妄
想
な
ら
、
き
み
の
い
う
「
去
處
」
も
妄
想
で
は
な
い
の

か
と
い
う
含
み
で
言
う
。 

原
文
は
「
生
」
字
を
脱
す
。
以
下
に
引
く
『
首
楞
嚴
經
』
に
據
り
補
っ
た
。「
忽
然
［
生
］
山

河
大
地
」
は
、『
首
楞
厳
経
』
卷
四
の
次
の
言
説
に
よ
る
。

富
樓
那
彌
多
羅
尼
子
…
白
佛
言
：
「
…
世
尊
！
若
復
世
間
一
切
根
、
塵
、
陰
、
處
、
界
等
，
皆
如
來
藏
清
淨
本
然
，

云
何
忽
生
山
河
大
地
諸
有
爲
相
，
次
第
遷
流
，
終
而
復
始
？
…
」
（
荒
木
見
悟
『
中
國
撰
述
經
典
』
二
、
二
六
九
頁
、
大
正
藏

卷
一
九
・
一
一
九
下
）

富
樓
那
彌
多
羅
尼
子
は
…
佛
陀
に
言
っ
た
、
「
…
世
尊
よ
！
世
間
の
す
べ
て
の
六
根
・
六
境
・
五
蘊
・
十
二
處
・
十
八
界
は
み
な
如
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來
藏
で
あ
り
、
本
來
清
淨
な
も
の
で
あ
る
な
ら
、
ど
う
し
て
ふ
い
に
山
河
大
地
や
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
生
じ
、
し
だ
い
に
移
り
變
っ

て
と
ど
ま
ら
ず
、
成
住
壞
空
の
四
劫
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
す
か
？
」

○
對
云
：
喚
什
摩
作
山
河
大
地
？　
「
何
を
山
河
大
地
と
呼
ぶ
の
で
す
か
？
」
と
は
、
山
河
大
地
は
妄
念
の
所
産
、
ど
こ
に

山
河
大
地
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
か
の
意
。
嚴
然
と
し
て
あ
る
山
河
大
地
を
無
み
す
る
。

○
師
云
：
汝
話
墮
也　
「
山
河
大
地
」
が
妄
想
な
ら
、
き
み
の
「
去
處
」
も
妄
想
で
、「
什
摩
處
不
是
某
甲
去
處
？
」
は
話
墮

し
て
い
る
。
き
み
の
言
う
よ
う
に
「
什
摩
處
不
是
某
甲
去
處
？
」
な
ら
、
嚴
然
と
し
て
あ
る
山
河
大
地
と
自
己
と
は
別
で

は
な
い
は
ず
。
な
ら
ば
、
こ
こ
を
離
れ
て
行
く
「
去と

こ
ろ處
」
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
き
み
の
妄
想
で
あ
っ
て
、
そ
こ

が
「
き
み
の
話
墮
し
た
と
こ
ろ
だ
。」

保
福
は
修
行
時
代
、
招
慶
慧
稜
、
安
國
弘
韜
と
江
外
へ
結
伴
行
脚
し
た
が
、
保
福
だ
け
が
行
脚
を
切
り
上
げ
、
ひ
と
り

先
に
雪
峯
山
に
歸
る
と
言
い
出
し
た
こ
と
が
本
章
第
一
三
則
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
行

脚
に
よ
っ
て
修
行
の
成
果
が
得
ら
れ
ず
、
行
脚
が
宗
乘
を
悟
る
の
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
と
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

（「『
祖
堂
集
』
卷
一
一
譯
注
（
一
）「
保
福
和
尚
章
」（
上
）」
參
照
、『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
八
號
、
二
〇
二
五
年
）。
保
福
を
辭

し
て
行
脚
に
出
よ
う
と
す
る
僧
に
「
什
摩
處
去
？
」
と
問
う
の
は
、
そ
の
時
の
經
驗
を
踏
ま
え
て
、
保こ

こ福
を
離
れ
て
宗
乘

を
求
め
る
行
脚
に
出
る
こ
と
の
愚
を
戒
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
四
四
〕
不
問
不
答
の
時
は
如
何
？

問
：
「
不
問
不
答
時
如
何
？
」
師
云
：
「
不
道
。」
進
曰
：
「
爲
什
摩
不
道
？
」
師
云
：
「
你
也
虚
有
這
个
問
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
不
問
不
答
の
時
は
如
何
。」
師
云
く
、「
道い

わ
ず
。」
進
曰
く
、「
爲な
に
ゆ
え

什
摩
に
か
道
わ
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
你
也ま
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た
虚
し
く
這こ个
の
問
い
有
り
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
問
い
も
答
え
も
な
い
も
の
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
言
わ
ぬ
。」
さ
ら
に
訊
く
、「
ど
う
し

て
言
わ
な
い
の
で
す
か
？
」
師
、「
き
み
も
無
用
な
問
い
を
す
る
ね
。」

【
注
釋
】

○
本
話
頭
は
本
書
に
の
み
收
録
さ
れ
る
も
の
。　
　

○
問
：
不
問
不
答
時
如
何
？
師
云
：
不
道　
「
問
い
も
答
え
も
な
い
も
の
」
と
は
、
言
語
表
現
を
絶
し
て
い
る
が
故
に
言
え

ば
誤
る
宗
乘
そ
の
も
の
の
こ
と
。
だ
か
ら
保
福
は
「
言
わ
ぬ
」
と
言
っ
た
。『
維
摩
經
』
弟
子
品
・
大
目
犍
連
に
「
夫
れ

法
を
説
く
と
は
、
説
く
無
く
示
す
無
し
。
其
れ
法
を
聽
く
と
は
，
聞
く
無
く
得
る
無
し
」（
大
正
藏
卷
一
四
・
五
四
〇
上
）
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
（
眞
實
）
は
言
語
を
絶
し
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
に
多
く
の
例
が
あ
る
が
、
軽
く
一
蹴
さ
れ

て
い
る
。

僧
問
西
堂
：
「
有
問
有
答
則
不
問
，
不
問
不
答
時
如
何
？
」
答
曰
：
「
怕
爛
却
那
？
作
摩
！
」
師
聞
擧
云
：
「
從
來

疑
這
个
老
漢
。
」
（
本
書
卷
一
四
「
百
丈
和
尚
章
」
第
一
一
則
）

僧
が
西
堂
智
藏
に
問
う
、
「
問
い
が
あ
り
答
え
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
問
い
ま
せ
ん
、
問
い
も
答
え
も
な
い
も
の
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？
」
西
堂
、
「
（
言
葉
を
使
え
ば
）
そ
れ
が
腐
る
と
で
も
心
配
し
て
い
る
の
け
！
」
百
丈
、
「
こ
れ
ま
で
こ
の
老
漢
は
只
者
で
な

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
そ
う
だ
っ
た
。
」

問
：
「
不
問
不
答
時
如
何
？
」
師
云
：
「
鈍
漢
！
（
に
ぶ
い
奴
だ
！
）
」
（
『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
、
禪
學
叢
書
之
三
、
二
五
三
頁
上
）

問
：
「
不
問
不
答
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
問
人
焉
知
？
（
人
に
問
う
て
も
誰
が
知
ろ
う
？
）
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
信

州
鵝
湖
智
孚
禪
師
章
」
）
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僧
問
長
慶
：
「
有
問
有
答
，
賓
主
歷
然
，
不
問
不
荅
時
如
何
？
」
慶
云
：
「
相
逢
盡
道
休
官
去
，
林
下
何
曾
見
一
人
？
」

（
『
智
門
祚
禪
師
語
錄
』
頌
古
、
禪
學
叢
書
之
一
、
二
二
三
頁
下
）

僧
が
長
慶
に
問
う
、
「
問
い
が
あ
り
答
え
が
あ
れ
ば
、
賓
主
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
が
、
問
い
も
答
え
も
な
い
場
合
は
ど
う
な
る

の
で
す
か
？
」
長
慶
、
「
逢
え
ば
み
な
官
を
辭
め
る
と
言
う
が
、
實
際
に
隱
棲
し
た
も
の
に
逢
っ
た
こ
と
が
な
い
。
（
不
問
不
答
を
問

う
者
は
い
る
が
、
不
問
不
答
に
な
っ
た
も
の
は
お
ら
ぬ
）
」

問
：
「
如
何
是
本
來
宗
？
」
師
云
：
「
不
問
不
答
。
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
、
大
正
藏
四
七
・
五
四
六
上
）

問
う
、
「
本
來
の
宗
乘
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？
」
雲
門
、
「
問
う
た
り
答
え
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

問
：
「
如
何
是
問
？
」
師
云
：
「
不
與
摩
来
。
」
問
：
「
如
何
是
答
？
」
師
云
：
「
向
你
道
什
摩
？
」
進
曰
：
「
不
問

不
答
時
如
何
？
」
師
云
：
「
你
亦
須
別
頭
好
。
」
（
本
書
卷
一
三
「
招
慶
和
尚
章
」
第
一
〇
則
）

問
う
、
「
問
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
招
慶
、
「
そ
の
よ
う
に
問
う
も
の
で
は
な
い
。
」
問
う
、
「
答
え
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
招
慶
、
「
そ
の
よ
う
な
問
い
に
、
わ
た
し
は
何
を
答
え
る
の
か
？
」
さ
ら
に
問
う
、
「
問
い
も
答
え
も
な
い

も
の
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
招
慶
、
「
き
み
も
（
不
問
不
答
を
言
葉
で
問
う
の
で
は
な
く
）
別
の
問
い
か
た
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
」

問
：
「
不
問
不
答
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
寱
語
作
麼
！
（
寢
ご
と
を
言
っ
て
ど
う
す
る
！
）
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
「
杭

州
靈
隱
山
清
聳
禪
師
章
」
）

問
：
「
有
問
有
答
，
蓋
正
尋
常
。
不
問
不
答
又
如
何
？
」
師
云
：
「
莫
顚
倒
！
」
「
莫
便
是
麼
？
」
師
云
：
「
莫
顚
倒
！
」

（
『
汾
陽
無
德
禪
師
語
錄
』
卷
上
、
大
正
藏
卷
四
七
・
六
〇
七
中
）

問
う
、
「
問
い
が
あ
り
答
え
が
あ
る
の
は
通
常
の
こ
と
で
す
が
、
問
い
が
な
く
答
え
が
な
い
も
の
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
顚

倒
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
？
」
師
、
「
顚
倒
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
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「
不
問
不
答
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
本
書
卷
一
二
「
禾
山
和
尚
章
」
に
、
問
答
を
分
類
し
て
論
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、

衣
川
賢
次
「
唐
末
五
代
禪
宗
の
思
想
―
『
祖
堂
集
』
卷
一
二
「
禾
山
和
尚
章
」
研
究
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
八
十

册
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
に
次
の
訳
注
が
あ
る
。

【
八
】
且
看
，
古
人
什
摩
處
是
無
佛
法
身
心
處
？
好
手
亦
不
奈
何
。
恰
似
叢
林
兄
弟
學
處
不
通
，
只
執
一
問
一
答
，
往

來
言
語
。
殊
不
知
，
亦
有
時
中
問
答
，
分
爲
三
般
：

一
者
，
現
對
緣
處
機
縱
奪
，
亦
得
名
爲
問
答
；

二
者
，
亦
有
擬
心
是
問
，
不
續
是
答
，
是
藥
病
之
語
；

三
者
，
亦
有
無
問
之
問
、
無
説
之
説
。
這
个
（
當
脱
「
是
」
）
宗
門
正
問
正
答
之
路
，
又
不
可
類
同
，
事
須
甄
別
。
…
…

さ
て
、
古
人
の
ど
こ
が
佛
教
者
に
あ
る
ま
じ
き
や
り
方
な
の
か
？
熟
練
の
禪
匠
で
も
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
ど
う
し
て
や
り
よ
う
も
な
い

の
だ
。
そ
れ
は
ま
さ
に
今
の
叢
林
で
は
兄
弟
た
ち
が
禪
學
に
通
じ
て
い
な
い
た
め
に
、
一
問
一
答
す
る
の
み
で
、
た
だ
言
葉
の
や
り

と
り
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
時
宜
に
適
っ
た
問
答
に
三
種
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

第
一
、
師
資
對
應
の
場
に
お
け
る
放
縱
と
籠
絡
、
こ
れ
こ
そ
〈
問
答
〉
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
、
問
僧
の
心
が
指
向
す
る
と
こ
ろ
を
、
老
師
は
答
え
て
こ
れ
を
繼
續
さ
せ
ぬ
の
を
〈
病
を
癒
す
語
〉
と
い
う
。

第
三
、
〈
問
い
の
無
い
問
い
、
答
え
の
無
い
答
え
〉
と
い
う
の
が
、
わ
が
宗
門
の
正
し
い
問
い
と
正
し
い
答
え
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
を
混
同
し
て
は
な
ら
ず
、
場
合
に
応
じ
て
愼
重
に
區
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…

師
云
：
「
可
不
聞
〈
僧
問
洞
山
：
『
有
問
則
有
答
，
不
問
不
答
時
如
何
？
』
洞
山
答
云
：
『
持
齋
喫
肉
羹
。
』
曹
山
云
：

『
喫
酒
喫
肉
。
』
只
如
曹
山
亦
置
此
問
於
石
霜
，
石
霜
乃
對
云
：
『
不
折
尺
。
』
〉
？
師
云
：
「
大
難
會
。
舉
者
多
，
辨

者
少
。
」

師
は
言
っ
た
、
「
諸
君
も
聞
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
〈
僧
が
洞
山
和
尚
に
問
う
た
、
『
問
い
が
あ
れ
ば
答
え
が
あ
る
の
は
わ
か
り
ま
す
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が
、
問
い
も
せ
ず
答
え
も
し
な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
』
洞
山
は
答
え
た
、
『
齋
戒
を
守
る
と
言
い
な
が
ら
肉
入
り

の
ス
ー
プ
を
飲
む
。
（
自
分
の
言
っ
た
こ
と
に
背
い
て
る
意
）
』
曹
山
が
さ
ら
に
言
っ
た
、
『
酒
を
飲
み
、
肉
を
喰
ら
う
。
（
禪
僧
と
し

て
あ
る
ま
じ
き
質
問
の
意
）
』
曹
山
は
そ
の
問
い
を
石
霜
に
告
げ
た
と
こ
ろ
、
石
霜
は
答
え
た
、
『
定
規
ど
お
り
だ
。
』
〉
」
師
は
言
っ

た
、
「
こ
の
問
答
は
難
し
い
。
取
り
上
げ
る
人
は
多
い
が
、
正
し
く
辯
別
す
る
人
は
少
な
い
。
」

○
進
曰
：
爲
什
摩
不
道
？
師
云
：
你
也
虚
有
這
个
問　
「
不
問
不
答
」
な
の
に
、
わ
た
し
は
「
言
わ
ず
」
と
無
用
な
答
え
を

し
て
し
ま
っ
た
が
、「
き
み
も
無
用
な
問
い
を
し
た
の
だ
。」
洞
山
が
「
持
齋
喫
肉
羹
」
と
言
っ
た
よ
う
に
「
自
分
の
言
っ

た
こ
と
に
背
い
て
い
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

〔
四
五
〕
此
の
事じ

は
閃
電
、
石
火
、
火
焰
、
霹

び
ゃ
く

靂り
ゃ
くに
相
い
似
た
り

師
上
堂
云
：
「
此
事
似
个
什
摩
？
閃
電
相
似
，
石
火
相
似
，
火
焰
相
似
，
霹
靂
相
似
。
是
你
諸
人
著
力
，
須
得
趁
著
始

得
；
若
不
趁
著
，
喪
身
失
命
。」
有
人
便
問
：
「
承
師
有
言
『
是
你
諸
人
著
力
，
須
得
趁
著
始
得
；
若
不
趁
著
，
喪
身
失

命
』，
直
得
趁
著
，
還
不
喪
身
失
命
也
無
？
」
師
云
：
「
失
不
失
即
且
置
，
是
你
還
趁
著
也
無
？
」
對
曰
：
「
若
道
趁
不
著
，

招
人
怪
笑
。」
師
曰
：
「
是
你
趁
著
底
事
作
摩
生
？
」
對
曰
：
「
和
尚
還
解
怪
笑
得
摩
？
」
師
曰
：
「
汝
是
惡
人
。」
僧
曰
：

「
何
必
！
」
師
便
打
出
去
。

【
訓
讀
】

師
上
堂
し
て
云
く
、「
此
の
事じ

は
个こ

の
什な

に摩
に
か
似
た
る
？
閃
電
に
相
い
似
た
り
、
石
火
に
相
い
似
た
り
、
火
焰
に
相
い

似
た
り
、
霹

び
ゃ
く

靂り
ゃ
くに
相
い
似
た
り
。
是こ

れ
你な
ん
ぢら
諸
人
著ち
ゃ
く

力り
き

し
て
、
須す
べ
か得
ら
く
趁お

い
著え

て
始
め
て
得よ

し
。
若も

し
趁お

い
著え

ず
ん
ば
、

喪そ
う
し
ん
し
つ

身
失
命み
ょ
うせ
ん
。」
有
る
人
便
ち
問
う
、「
承
る
に
師
に
言げ
ん

有
り
、『
是
れ
你
ら
諸
人
著
力
し
て
、
須
得
ら
く
趁
い
著
て
始
め

て
得
し
、
若
し
趁
い
著
ず
ん
ば
、
喪
身
失
命
せ
ん
』
と
。
直も得
し
趁お

い
著え

な
ば
、
還は

た
喪
身
失
命
せ
ざ
ら
ん
や
？
」
師
云
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く
、「
失
不
失
は
即
ち
且
ら
く
置
く
、
是
れ
你
は
還は

た
趁お

い
著え

た
る
や
？
」
對こ
た

え
て
曰
く
、「
若
し
趁お

い
著え

ず
と
道い

わ
ば
、
人

の
怪か

い

笑し
ょ
うす
る
を
招
か
ん
。」
師
曰
く
、「
是
れ
你
の
趁お

い
著え

た
る
底と
こ
ろの
事
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
對
え
て
曰
く
、「
和
尚
は
還は

た
解よ

く

怪
笑
し
得
る
や
？
」
師
曰
く
、「
汝
は
是
れ
惡
人
な
り
。」
僧
曰
く
、「
何
ぞ
必
ず
し
も
！
」
師
便
ち
打
ち
出い

だ

し
去
る
。

【
日
譯
】

師
は
上
堂
し
て
言
っ
た
、「
こ
の
事じ

は
何
に
似
て
い
る
の
か
？
稻
妻
の
よ
う
で
あ
り
、
火
花
の
よ
う
で
あ
り
、
炎
の
よ
う

で
あ
り
、
雷
鳴
の
よ
う
で
あ
る
。
諸
君
は
全
力
を
盡
し
て
そ
の
一
瞬
に
追
い
つ
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
も
し
追
い
つ
け
な

か
っ
た
ら
命
を
落
と
す
。」
あ
る
僧
が
問
う
た
、「
師
は
『
諸
君
は
全
力
を
盡
し
て
そ
の
一
瞬
に
追
い
つ
か
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
も
し
追
い
つ
け
な
か
っ
た
ら
命
を
落
と
す
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
も
し
追
い
つ
い
た
な
ら
、
命
を
落
と
さ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
」
師
、「
命
を
落
と
す
落
と
さ
ぬ
は
と
も
か
く
、
き
み
は
追
い
つ
い
た
の
か
？
」
僧
、「
も
し
も
追
い
つ
け
な

か
っ
た
と
い
え
ば
、
人
に
あ
ざ
笑
わ
れ
ま
す
か
ら
。」
師
、「
き
み
が
追
い
つ
い
た
事
と
は
何
な
の
か
？
」
僧
、「
和
尚
は
わ

た
し
を
あ
ざ
笑
え
ま
す
か
？
」
師
、「
お
ま
え
は
惡
人
だ
。」
僧
、「
そ
う
と
も
言
え
ま
せ
ん
よ
。」
師
は
打
っ
て
追
い
出
し

た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
宋
代
の
語
錄
に
次
の
よ
う
な
異
傳
が
引
か
れ
る
。

擧
：
保
福
示
衆
云
：
「
此
事
如
擊
石
火
，
閃
電
光
。
搆
得
，
搆
不
得
，
未
免
喪
身
失
命
。
」
僧
便
問
：
「
未
審
搆
得
底

人
還
免
喪
身
失
命
也
無
？
」
保
福
云
：
「
適
來
且
致
，
闍
黎
還
搆
得
麼
？
」
僧
云
：
「
若
搆
不
得
，
未
免
大
衆
笑
。
」

保
福
云
：
「
作
家
，
作
家
！
」
僧
云
：
「
是
什
麼
心
行
？
」
福
云
：
「
一
杓
屎
，
攔
面
潑
，
不
知
臭
。
」
師
云
：
「
諸

上
座
！
保
福
有
生
擒
虎
兕
底
爪
牙
，
者
僧
也
不
易
相
敵
。
雖
然
如
此
，
要
且
放
過
保
福
一
著
。
只
如
翠
峯
與
大
衆
，

還
許
諸
方
撿
責
也
無
？
若
免
不
得
，
平
地
上
死
人
無
數
。
其
中
有
得
活
底
麼
？
」
師
拈
起
拄
杖
云
：
「
來
也
，
來
也
。
」
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（
『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
一
「
住
蘇
州
洞
庭
翠
峯
禪
寺
語
」
室
中
擧
古
）

保
福
は
示
衆
し
て
言
っ
た
、
「
こ
の
事
は
火
花
が
散
り
、
稻
妻
が
走
る
よ
う
だ
。
そ
れ
に
出
逢
え
て
も
出
逢
え
な
く
と
も
、
命
を
落

と
す
の
を
免
れ
ぬ
。
」
僧
が
問
う
た
、
「
そ
れ
に
出
逢
え
た
人
は
命
を
落
と
す
の
を
免
れ
ま
す
か
？
」
保
福
、
「
命
を
落
と
す
か
は
と

も
か
く
、
そ
な
た
は
出
逢
え
た
の
か
？
」
僧
、
「
も
し
出
逢
え
な
か
っ
た
ら
、
皆
に
笑
わ
れ
ま
す
。
」
保
福
、
「
見
事
、
見
事
。
」
僧
、

「
ど
う
い
う
お
つ
も
り
で
す
か
？
」
保
福
、
「
柄
杓
の
屎
を
顔
め
が
け
て
ぶ
ち
ま
け
た
の
に
、
臭
い
と
思
わ
ぬ
と
は
！
」
…
…

他
に
『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
「
保
福
章
」、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
「
保
福
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
七
「
保
福
章
」
に
も
引

用
さ
れ
、
ま
た
「
擊
石
火
，
閃
電
光
。
搆
得
，
搆
不
得
，
未
免
喪
身
失
命
」
の
句
は
『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
一
「
住
明
州

雪
竇
禪
寺
語
」、『
圓
悟
語
錄
』
卷
二
「
上
堂
二
」、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
九
「
雪
峯
思
慧
章
」（
作
「
薦
得
，
薦
不
得
」）
な
ど

多
く
の
語
錄
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

○
此
事
似
个
什
摩
？
閃
電
相
似
，
石
火
相
似
，
火
焰
相
似
，
霹
靂
相
似　
「
此
の
事
」
と
は
「
一
大
事
」
す
な
わ
ち
自
己

本
分
事
の
提
示
。
こ
こ
で
は
師
家
の
あ
る
べ
き
接
化
を
指
す
。
巖
頭
全
豁
の
句
に
も
と
づ
く
ら
し
く
、『
圓
悟
語
錄
』
卷

一
四
「
法
語
上
」
示
隆
知
藏
に
巖
頭
の
句
を
引
き
、
師
家
の
あ
る
べ
き
接
化
を
列
擧
し
て
い
る
。

摩
竭
陀
國
，
親
行
此
令
，
少
林
面
壁
，
全
提
正
宗
，
而
時
流
錯
認
，
遂
尚
泯
默
，
以
爲
無
縫
罅
，
無
摸
索
，
壁
立
萬

仞
。
殊
不
知
本
分
事
，
恣
情
識
摶
量
，
便
爲
高
見
。
此
大
病
也
。
從
上
來
事
，
本
不
如
是
。
巖
頭
云
：
「
只
露
目
前

些
子
，
箇
如
撃
石
火
，
閃
電
光
。
若
構
不
得
，
不
用
疑
著
。
」
此
是
向
上
人
行
履
處
，
除
非
知
有
，
莫
能
知
之
。
趙
州

喫
茶
去
、
秘
魔
巖
擎
扠
、
雪
峯
輥
球
、
禾
山
打
鼓
、
倶
胝
一
指
、
歸
宗
拽
石
、
玄
沙
未
徹
、
德
山
棒
、
臨
濟
棯
，
並

是
透
頂
透
底
，
直
截
剪
斷
葛
藤
，
大
機
大
用
，
千
差
萬
別
，
會
歸
一
源
，
可
以
與
人
解
粘
去
縛
。
（
大
正
卷
四
七
・
七
七
七

中
）　佛

陀
は
摩

ま
が
だ

竭
陀
國こ

く

で
室
を
閉
ざ
し
沈
默
す
る
こ
と
で
宗
乘
を
實
演
し
、
達
磨
は
少
林
寺
で
面
壁
默
坐
し
て
正
宗
を
提
示
し
た
。
し
か
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し
當
時
の
人
々
は
誤
解
し
、
沈
默
を
尊
び
、
あ
た
か
も
縫
い
目
が
な
く
、
探
り
當
て
よ
う
が
な
く
、
斷
崖
絶
壁
の
前
に
立
つ
か
の

よ
う
に
思
っ
た
。
自
己
本
分
事
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
思
い
の
ま
ま
に
分
別
し
て
推
測
す
る
の
を
、
す
ぐ
れ
た
見
識
と
し
た
の
は
、

大
變
な
間
違
い
だ
。
宗
乘
は
も
と
よ
り
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
巖
頭
は
「
火
花
や
稻
妻
の
よ
う
に
、
目
前
に
一
瞬
現
わ
す
だ
け

だ
。
そ
の
瞬
間
に
ピ
タ
リ
と
契
合
で
き
な
く
と
も
、
疑
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
は
佛
の
價
値
意
識
を
超
え
出
た
人
の

行
履
で
あ
り
、
そ
れ
の
有
る
こ
と
を
知
る
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
た
と
え
ば
趙
州
の
喫
茶
去
…
臨
濟
の
喝
な
ど
、
み
な
徹
底

し
て
言
葉
を
斷
ち
切
る
も
の
で
あ
り
、
大
い
な
る
は
た
ら
き
は
、
千
差
萬
別
で
も
、
根
源
の
佛
性
に
歸
し
、
そ
の
人
か
ら
執
わ
れ
を

解
く
も
の
で
あ
る
。

○
是
你
諸
人
著
力
，
須
得
趁
著
始
得
；
若
不
趁
著
，
喪
身
失
命　

師
家
の
み
ご
と
な
提
示
に
接
し
た
時
、
火
花
が
散
り
、
稻

妻
が
走
る
そ
の
瞬
間
に
ピ
タ
リ
と
契
合
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
瞬
間
を
逃
し
た
な
ら
、
命
を
落
と
す
も
同
然
だ
。「
著
力
」

は
力
を
込
め
る
、
全
力
を
か
け
る
。「
趁
著
」
は
そ
の
瞬
間
に
間
に
合
う
。
火
花
が
散
り
、
稻
妻
が
走
る
そ
の
一
瞬
の
う

ち
に
。
そ
の
機
會
を
失
え
ば
、
求
道
者
と
し
て
失
格
だ
。「
喪
身
失
命
」
は
む
ろ
ん
譬
喩
で
あ
る
。

○
有
人
便
問
：
承
師
有
言
「
是
你
諸
人
著
力
，
須
得
趁
著
始
得
；
若
不
趁
著
，
喪
身
失
命
」，
直
得
趁
著
，
還
不
喪
身
失
命

也
無
？　

あ
る
僧
は
保
福
の
上
堂
語
を
引
い
て
問
う
た
、「
本
當
に
そ
の
一
瞬
に
追
い
つ
い
た
な
ら
、
喪
身
失
命
し
な
い

の
で
す
か
？
」「
直
得
～
」
は
「
本
當
に
～
に
な
っ
た
ら
」
と
い
う
假
定
を
表
わ
す
。

○
師
云
：
失
不
失
即
且
置
，
是
你
還
趁
著
也
無　

僧
の
質
問
は
保
福
の
期
待
外
れ
だ
っ
た
。
格
調
高
く
示
し
た
「
學
人
著
力

の
處
」
が
理
窟
に
落
ち
る
や
り
と
り
に
な
っ
た
。

○
對
曰
：
若
道
趁
不
著
，
招
人
怪
笑　
「
も
し
も
追
い
つ
け
な
か
っ
た
と
言
え
ば
、
人
に
あ
ざ
笑
わ
れ
ま
す
か
ら
」
と
は
、

「
既
に
本
來
的
に
一
切
が
自
己
に
具
足
し
て
い
る
以
上
、
常
に
到
り
得
て
い
ま
す
」。
僧
は
保
福
の
「
命
が
け
の
求
道
」
と

は
甚
だ
か
け
離
れ
た
「
無
事
禪
」
を
も
っ
て
對
應
す
る
。
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○
師
曰
：
是
你
趁
著
底
事
作
摩
生
？
對
曰
：
和
尚
還
解
怪
笑
得
摩
？　

そ
こ
で
保
福
は
「
き
み
が
追
い
つ
い
た
事
（
火
花
が

散
り
、
稻
妻
が
走
る
そ
の
瞬
間
に
ピ
タ
リ
と
契
合
す
る
）
と
は
何
か
？
」
と
、「
命
が
け
の
求
道
」
を
求
め
る
が
、
僧
は
「
わ
た

し
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
和
尚
は
わ
た
し
を
笑
え
ま
す
か
？
」
と
「
無
事
禪
」
に
よ
る
對
應
を
繰
り
返
す
。

○
師
曰
：
汝
是
惡
人
。
僧
曰
：
何
必
！
師
便
打
出
去　

保
福
は
し
び
れ
を
切
ら
し
て
「
惡
黨
（
惡
賢
い
や
つ
）」
と
罵
る
が
、

僧
は
こ
と
さ
ら
に
悟
り
を
求
め
ぬ
「
無
事
禪
」
の
ど
こ
が
惡
い
の
か
と
居
直
っ
た
の
で
、
棒
打
し
て
追
い
出
し
た
。
保
福

は
自
己
本
分
事
を
知
識
と
し
て
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
己
の
體
驗
を
通
す
必
要
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

〔
四
六
〕
文
殊
の
劍

師
擧
：
「
曹
山
代
無
著
曰
：
『
久
承
大
師マ
マ

［
士
］
按
劍
，
何
得
處
在
一
塵
？
』」
僧
便
問
：
「
作
摩
是
文
殊
劍
？
」
對

曰
：
「
不
道
。」「
爲
什
摩
不
道
？
」
曰
：
「
道
則
在
一
塵
。」

【
訓
讀
】

師
擧
す
、「
曹
山
は
無
著
に
代
わ
っ
て
曰
く
、『
久
し
く
承
う
け
た
ま
わる
に
大
士
は
劍
を
按か
ま

う
と
。
何
ぞ
一
塵
に
處
在
す
る
を
得
た

る
？
』」
僧
便
ち
問
う
、「
作い

か
ん摩
が
是
れ
文
殊
の
劍
？
」
對こ
た

え
て
曰
く
、「
道い

わ
ず
。」「
爲な
に
ゆ
え

什
摩
に
か
道
わ
ざ
る
？
」
曰
く
、

「
道
え
ば
則
ち
一
塵
に
在
り
。」

【
日
譯
】

師
は
話
頭
を
取
り
上
げ
て
言
っ
た
、「
曹
山
は
無
著
和
尚
に
代
わ
っ
て
文
殊
菩
薩
に
言
っ
た
、『
以
前
よ
り
聞
き
及
び
ま

す
に
大
士
は
劍
を
か
ま
え
た
と
。
な
の
に
よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
虚
妄
な
る
塵
境
に
留
ま
っ
て
お
れ
る
も
の
で
す
ね
。』」
そ
こ

で
僧
が
問
う
た
、「
文
殊
の
劍
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
言
わ
ぬ
。」「
ど
う
し
て
言
わ
な
い
の
で
す

か
？
」
師
、「
言
え
ば
虚
妄
な
る
塵
境
に
落
ち
る
こ
と
に
な
る
。」
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【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
無
著
に
代
わ
っ
て
の
曹
山
の
代
語
は
、
本
章
第
二
三
則
の
次
の
話
頭

に
對
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
分
か
る
の
は
『
宗
門
統
要
集
』
卷
二
「
未
詳
嗣
法
」
無
著
和
尚
章
に
も
同
じ
話
頭

が
採
ら
れ
、
そ
こ
に
曹
山
の
代
語
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
本
章
第
二
三
則
を
示
す
。

因
擧
：
「
無
著
和
尚
到
五
臺
山
，
見
文
殊
化
寺
，
共
喫
茶
次
，
文
殊
提
起
茶
垸
子
云
：
『
南
方
還
有
這
个
不
？
』
無

著
云
：
『
無
。
』
文
殊
云
：
『
尋
常
將
什
摩
喫
茶
？
』
無
著
無
對
。
」
師
代
云
：
「
幾
不
與
摩
道
。
」
又
代
云
：
「
久
嚮

金
毛
，
今
日
親
見
。
」
招
慶
代
云
：
「
若
與
摩
，
則
癡
客
勸
主
人
〈
請
盡
茶
〉
。
」

あ
る
日
、
次
の
話
頭
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
「
無
著
和
尚
が
五
臺
山
に
行
き
、
文
殊
菩
薩
が
幻
出
し
た
寺
に
出
会
っ
て
、
一
緒
に
茶

を
飲
ん
で
い
た
と
き
、
文
殊
は
茶ち

ゃ
か
ん垸

子す

を
持
ち
上
げ
て
訊
い
た
、
『
南
方
に
も
こ
れ
は
あ
る
か
。
』
無
著
、
『
（
そ
の
よ
う
な
茶
垸
子

は
）
あ
り
ま
せ
ん
。
』
文
殊
、
『
い
つ
も
何
で
茶
を
飲
ん
で
い
る
の
だ
。
』
無
著
は
（
茶
垸
子
の
こ
と
で
は
な
い
と
分
か
っ
た
が
と
っ

さ
に
は
）
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
」
師
が
無
著
に
代
わ
っ
て
答
え
た
、
「
あ
や
う
く
そ
の
よ
う
に
言
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
」
さ
ら
に
代

わ
っ
て
い
う
、
「
な
が
ら
く
文
殊
菩
薩
を
お
慕
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
や
っ
と
親
し
く
お
會
い
で
き
ま
し
た
。
」
招
慶
が
無
著
に

代
わ
っ
て
答
え
た
、
「
も
し
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
愚
か
な
客
が
主
人
に
〈
ど
う
ぞ
も
っ
と
お
飲
み
く
だ
さ
い
〉
と
勸
め
る
よ
う
な

も
の
で
主
客
顚
倒
で
す
。
」

次
に
『
宗
門
統
要
集
』
の
も
の
を
記
す
。

師
喫
茶
次
、
文
殊
拈
起
玻
璃
盞
問
：
「
南
方
還
有
這
箇
麼
？
」
師
云
：
「
無
。
」
文
殊
云
：
「
尋
常
將
什
麼
喫
茶
？
」

師
無
對
。

洞
山
价
代
，
展
兩
手
云
：
「
有
無
且
置
，
借
取
這
箇
看
，
得
否
？
」
（
有
る
か
無
い
か
は
と
も
か
く
、
そ
れ
を
貸
し
て

み
て
く
だ
さ
い
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？
）
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曹
山
章
代
云
：
「
久
承
大
士
按
劍
，
爲
什
麼
處
在
一
塵
？
」

長
慶
稜
代
云
：
「
若
與
麼
，
癡
客
勸
主
人
。
」

瑯
瑘
覺
云
：
「
若
也
是
去
，
可
謂
虎
口
裏
奪
食
；
若
也
不
是
去
，
移
舟
諳
水
勢
，
擧
櫂
別
波
瀾
。
」
（
文
殊
の
そ
れ
［
幻

化
空
身
即
法
身
］
を
認
め
る
な
ら
、
虎
の
口
か
ら
食
を
奪
う
よ
う
な
も
の
［
大
胆
で
危
い
こ
と
］
。
認
め
な
い
［
不
一
不

二
］
な
ら
、
舟
を
進
め
る
の
に
水
の
流
れ
を
よ
く
知
っ
て
、
櫂
を
こ
い
で
波な

み瀾
を
突
っ
切
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
の
）

○
曹
山
代
無
著
曰
：
久
承
大
師マ
マ

［
士
］
按
劍
，
何
得
處
在
一
塵
？　

茶ち
ゃ
か
ん垸
子す

を
持
ち
上
げ
た
文
殊
に
「
南
方
に
も
こ
れ
が
あ

る
か
？
」
と
問
わ
れ
て
、
無
著
は
「（
そ
の
よ
う
な
茶
垸
子
は
）
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
文
殊
に
「
い

つ
も
何
で
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
の
か
？
」
と
追
求
さ
れ
て
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
曹
山
が
無
著
に
代
わ
っ
て
言
っ

た
。「
文
殊
大
士
は
劍
を
持
っ
て
佛
を
殺
そ
う
と
し
て
、
一
切
は
實
體
が
な
く
空
に
し
て
幻
化
の
如
き
で
あ
り
、
罪
を
得

る
も
の
も
無
く
、
罪
自
体
も
不
可
得
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
に
、
ど
う
し
て
虚
妄
な
も
の
（
五
蘊
身
の
は
た
ら
き
が
佛

性
だ
と
す
る
塵
妄
）
に
執
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
無
著
が
五
台
山
で
文
殊
菩
薩
と
出
逢
う
因
緣
に
つ
い
て
は
〔
二
三
〕

の
「
無
著
和
尚
」
の
注
を
見
よ
。

大
師マ

マ

［
士
］
按
劍　
『
大
寶
積
經
』
卷
一
○
五
「
善
住
意
天
子
會
」（
大
正
藏
卷
一
一
・
五
九
〇
中
～
下
）、
ま
た
そ
の
異
訳
で

あ
る
『
聖
善
住
意
天
子
所
問
經
』
卷
下
（
大
正
藏
卷
一
二
・
一
三
二
上
～
中
）、『
如
幻
三
昧
經
』
卷
下
（
大
正
藏
卷
一
二
・
一
五
〇

下
～
一
五
一
上
）
に
見
え
る
話
を
踏
ま
え
る
。
五
通
を
得
た
五
百
人
の
菩
薩
が
過
去
に
犯
し
た
五
逆
の
罪
を
見
、
我
心
も

て
分
別
を
起
こ
し
て
そ
の
罪
に
惱
み
、
忘
ず
る
こ
と
が
出
來
ず
、
無
生
法
忍
を
獲
る
こ
と
が
出
來
な
い
で
い
た
。
そ
れ

を
察
し
た
世
尊
は
、
そ
の
妄
心
を
除
い
て
や
ろ
う
と
す
る
。
佛
の
威
神
力
を
承
け
た
文
殊
は
劍
を
持
っ
て
世
尊
を
害
せ
ん

と
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
菩
薩
た
ち
は
、
我
・
人
・
衆
生
・
壽
命
等
の
一
切
法
は
實
體
が
な
く
、
空
に
し
て
幻
化

の
如
き
で
あ
り
、
罪
を
得
る
も
の
も
無
く
、
罪
自
體
も
不
可
得
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
無
生
法
忍
を
獲
得
し
、
頌
し
て
い
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う
、「

文
殊
大
智
人
，
深
達
法
源
底
，
自
手
握
利
劍
，
馳
逼
如
來
身
。
如
劍
佛
亦
爾
，
一
相
無
有
二
，
無
相
無
所
生
，
是
中

云
何
殺
？
（
文
殊
は
大
智
人
に
し
て
、
深
く
法
の
源
に
達
せ
し
底も

の

、
自
ら
手
に
利
劍
を
握
っ
て
、
馳
せ
て
如
來
の
身
に
逼
る
。
劍
の
如

く
佛
も
亦
た
爾し

か

り
、
一
相
に
し
て
二
有
る
無
く
、
無
相
に
し
て
生
ず
る
所も

の

無
し
、
是こ

こ中
に
云い

か

ん何
が
殺
あ
ら
ん
。
）
」

　

何
得
處
在
一
塵　
「
何
得
～
」
は
、「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
、
よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
も

の
だ
。
詰
問
の
語
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
臨
濟
錄
』
行
錄
、「
到
鳳
林
，
林
曰
：
有
事
相
借
問
得
麼
？ 

師
曰
：
何
得
剜
肉
作

瘡
？
（
ど
う
し
て
肉
を
え
ぐ
っ
て
傷
つ
け
た
り
で
き
ま
し
ょ
う
？
）。」

○
僧
便
問
：
作
摩
是
文
殊
劍
？　
「
文
殊
菩
薩
が
佛
に
突
き
つ
け
た
劍
と
は
？
」「
作
摩
是
～
」
は
「
作
摩
生
是
～
」
に
同

じ
。
東
禪
寺
版
・
四
部
叢
刊
本
・
金
藏
本
の
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
「
天
台
山
德
韶
國
師
章
」
の
「
作
麼
生
是
絶
滲
漏

底
句
？
」
を
、
元
延
祐
本
で
は
「
作
麼
是
絶
滲
漏
底
句
？
」
に
作
っ
て
い
る
。

文
殊
が
劍
を
持
っ
て
世
尊
を
害
そ
う
と
迫
っ
た
こ
と
で
無
生
法
忍
を
獲
得
し
た
五
百
人
の
菩
薩
が
、
文
珠
を
讚
歎
し
た
偈

が
あ
る
。
先
に
は
『
大
寶
積
經
』
卷
一
○
五
の
も
の
を
示
し
た
の
で
、
今
は
そ
の
異
本
で
あ
る
『
聖
善
住
意
天
子
所
問

經
』
卷
下
を
示
す
。「
文
殊
大
智
慧
，
已
證
如
是
法
，
手
捉
利
刀
已
，
疾
走
向
如
來
。
如
利
刀
如
佛
，
彼
二
無
異
相
，
非

生
亦
非
實
，
此
中
無
人
殺
。（
大
智
慧
あ
る
文
殊
菩
薩
は
、
こ
の
よ
う
に
空
無
生
を
悟
り
、
手
に
利
刀
を
持
っ
て
、
疾
走
し
て
如
來
身

に
逼
っ
た
。
利
刀
と
佛
と
は
、
そ
の
二
は
別
な
も
の
で
は
な
く
、
無
生
で
あ
っ
て
實
體
は
な
い
、
こ
こ
に
は
人
を
殺
す
と
い
う
こ
と
は
無
い

の
だ
）。」
こ
の
よ
う
に
文
殊
の
劍
も
佛
も
無
生
で
あ
り
不
可
得
な
の
で
あ
る
。

○
對
曰
：
不
道
。
爲
什
摩
不
道
？
曰
：
道
則
在
一
塵　

文
殊
の
利
劍
は
空
無
相
で
不
可
得
で
あ
る
以
上
、
言
い
留
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
言
え
ば
却
っ
て
、
相
（
塵
境
）
に
墮
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。『
金
剛
般
若
經
』〈
如
理
實
見
分
第
五
〉
に

言
う
、「
凡
所
有
相
、
皆
是
虚
妄
」（
大
正
藏
卷
八
・
七
四
九
上
、
岩
波
文
庫
本
五
〇
頁
）。
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黄
檗
『
宛
陵
録
』（『
四
家
語
録
』
卷
四
、
開
元
寺
版
『
天
聖
廣
燈
録
』
卷
八
「
黄
檗
章
」）
に
、
文
殊
が
瞿
曇
に
向
け
た
劍
（
文
殊

の
劍
）
に
つ
い
て
次
の
問
答
が
あ
り
、
劍
は
不
可
得
だ
と
説
い
て
い
る
。　

問
：
「
文
殊
執
劍
於
瞿
曇
前
者
如
何
？
」
師
云
：
「
五
百
菩
薩
得
宿
命
智
，
見
過
去
生
業
障
。
五
百
者
即
你
五
陰
身
是
。

以
見
此
宿
障
故
，
求
佛
求
菩
提
涅
槃
。
所
以
文
殊
將
智
解
劍
，
害
此
有
見
佛
心
故
，
故
言
你
當
善
害
。
」

云
：
「
何
者
是
劍
？
」
師
云
：
「
解
心
是
劍
。
」

云
：
「
解
心
既
是
劍
，
斷
此
有
見
佛
心
。
秖
如
能
斷
見
，
心
何
能
除
得
？
」
師
云
：
「
還
將
你
無
分
別
智
，
斷
此
有

見
分
別
心
。
」

云
：
「
如
作
有
見
，
有
求
佛
心
，
將
無
分
別
智
劍
斷
。
爭
奈
有
智
劍
在
何
？
」
師
云
：
「
若
無
分
別
智
，
害
有
見
無
見
，

無
分
別
智
亦
不
可
得
。
」

云
：
「
不
可
以
智
更
斷
智
，
不
可
以
劍
更
斷
劍
。
」
師
云
：
「
劍
自
害
劍
，
劍
劍
相
害
，
即
劍
亦
不
可
得
；
智
自
害
智
，

智
智
相
害
，
即
智
亦
不
可
得
。
母
子
倶
喪
，
亦
復
如
是
。
」

問
う
、
「
文
殊
が
劍
を
瞿
曇
に
突
き
つ
け
た
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。
」
師
、
「
五
百
の
菩
薩
は
宿
命
智
通
を
得
て
、
過

去
に
造
っ
た
悪
業
を
見
た
の
だ
。
五
百
と
い
う
の
は
、
你
の
五
陰
身
の
こ
と
だ
。
己
の
五
陰
身
が
實
體
と
し
て
あ
る
と
い
う
見
障
に

よ
っ
て
、
佛
を
求
め
、
菩
提
・
涅
槃
を
求
め
て
い
る
。
だ
か
ら
文
殊
は
智
解
の
劍
を
振
る
っ
て
、
佛
を
實
體
と
し
て
見
よ
う
と
す
る

（
分
別
）
心
を
殺
し
た
の
だ
。
そ
れ
で
佛
は
〈
你
は
正
し
く
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
〉
と
言
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
」

さ
ら
に
問
う
、
「
何
が
劍
な
の
で
す
か
？
」
師
、
「
心
の
本
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
劍
だ
。
」

さ
ら
に
問
う
、
「
心
の
本
性
を
理
解
す
る
と
い
う
劍
で
な
ら
、
佛
を
見
る
（
分
別
）
心
を
斷
ち
切
れ
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
見
は
斷
ち
切
れ
ま
し
ょ
う
が
、
心
は
ど
う
し
て
除
く
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
？
」
師
、
「
ま
た
你
の
無
分
別
智
で
も
っ
て
、
そ
の

分
別
心
を
斷
ち
切
る
の
だ
。
」
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さ
ら
に
問
う
、
「
佛
を
求
め
る
（
分
別
）
心
は
、
無
分
別
智
の
劍
で
斷
ち
切
れ
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
無
分
別
智
の
劍
が
殘
っ

て
し
ま
う
の
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
無
分
別
智
が
、
有
無
の
二
見
を
斷
ち
切
っ
て
し
ま
え
ば
、
無
分
別
智
も
不
可

得
な
の
だ
。
」

さ
ら
に
問
う
、
「
智
で
智
を
斷
ち
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
劍
で
劍
を
斷
ち
切
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
劍
は
自
か
ら

の
劍
を
も
斷
ち
切
る
、
そ
の
こ
と
を
〈
劍
劍
相
い
害
す
〉
と
い
い
、
劍
そ
の
も
の
も
不
可
得
な
の
だ
。
智
は
自
か
ら
の
智
を
も
斷
ち

切
る
、
そ
の
こ
と
を
〈
智
智
相
い
害
す
〉
と
い
い
、
智
そ
の
も
の
も
不
可
得
な
の
だ
。
百
丈
先
師
の
言
っ
た
〈
母
子
倶
に
亡
ぶ
〉
と

は
、
こ
の
こ
と
な
の
だ
。
」

〔
四
七
〕
這し

ゃ

裏り

は
則
ち
易
く
、
那な

り裏
は
則
ち
難
し

鼓
山
問
靜
道
者
：
「
古
人
道
：
『
這
裏
則
易
，
那
裏
則
難
。』
這
裏
則
且
從
，
那
裏
事
作
摩
生
？
」
道
者
曰
：
「
還
有

這
裏
那
裏
摩
？
」
鼓
山
打
之
。
師
云
：
「
打
有
道
理
，
打
無
道
理
？
」
學
人
云
：
「
於
靜
道
者
分
上
商
量
則
得
。」
師
云
：

「
古
人
意
作
摩
生
？
」
學
云
：
「
不
可
道
某
甲
辜
負
古
人
。」
師
云
：
「
不
辜
負
古
人
事
作
摩
生
？
」
對
云
：
「
和
尚
慣
得
此

便
。」
師
云
：
「
你
也
是
慣
得
此
便
。」

【
訓
讀
】

鼓
山
、
靜
道
者
に
問
う
、「
古
人
道い
わ

く
、『
這し
ゃ

裏り

は
則
ち
易
く
、
那な

り裏
は
則
ち
難
し
。』
這
裏
は
則
ち
且し
ば
らく
從ま
か

す
、
那
裏
の

事
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
道
者
曰
く
、「
還は

た
這
裏
・
那
裏
有
り
や
？
」
鼓
山
之こ

れ

を
打
つ
。
師
云
く
、「
打
つ
に
道
理
有
り
や
、
打
つ

に
道
理
無
き
や
？
」
學
人
云
く
：
「
靜
道
者
分
上
の
商
量
に
於
い
て
は
則
ち
得よ

し
。」
師
云
く
、「
古
人
の
意
は
作い

か

ん
摩
生
？
」

學
云
く
、「
某
甲
は
古
人
に
辜こ

ぶ負
す
と
道
う
可
か
ら
ず
。」
師
云
く
、「
古
人
に
辜
負
せ
ざ
る
事
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
對こ
た

え
て
云
く
、

「
和
尚
は
此
の
便
に
慣
れ
得
た
り
。」
師
云
く
、「
你
も
也ま

た
是
れ
此
の
便
に
慣
れ
得
た
り
。」
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【
日
譯
】

鼓
山
和
尚
が
靜
道
者
に
問
う
、「
古
人
は
『
こ
こ
は
易
し
い
が
、
む
こ
う
は
難
し
い
』
と
言
っ
た
が
、
こ
こ
は
と
も
か

く
、
む
こ
う
の
こ
と
は
ど
う
か
？
」
道
者
、「
こ
こ
と
む
こ
う
の
區
別
が
あ
る
の
で
す
か
？
」
鼓
山
和
尚
は
道
者
を
打
っ
た
。

師
、「
鼓
山
和
尚
が
道
者
を
打
っ
た
の
は
正
し
か
っ
た
の
か
？
」
學
人
、「
靜
道
者
の
本
分
事
の
檢
討
と
い
う
こ
と
な
ら
正
し

い
の
で
す
。」
師
、「
だ
っ
た
ら
、
古
人
が
あ
の
よ
う
に
言
っ
た
意
圖
は
ど
う
な
る
の
だ
？
」
學
人
、「
わ
た
し
が
古
人
の
語

を
臺
無
し
に
し
て
い
る
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
師
、「
古
人
の
語
を
臺
無
し
に
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
？
」
答
え
て
言
う
、「
和
尚
さ
ん
の
手
慣
れ
た
や
り
か
た
で
す
ね
。」
師
、「
お
前
も
手
慣
れ
た
や
り
か
た
だ
な
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
も
の
。

○
鼓
山
問
靜
道
者
：
「
古
人
道
：
『
這
裏
則
易
，
那
裏
則
難
。』
這
裏
則
且
從
，
那
裏
事
作
摩
生
？
」
道
者
曰
：
「
還
有
這

裏
那
裏
摩
？
」
鼓
山
打
之　
『
鼓
山
先
興
聖
國
師
和
尚
法
堂
玄
要
廣
集
』
師
勘
僧
語
の
末
尾
に
見
え
る
淨
道
者
と
の
問
答

を
承
け
る
。
淨
道
者
に
つ
い
て
は
未
詳
。

問
淨
道
者
云
：
「
古
人
道
：
『
這
裏
即
易
，
這マ

マ

［
那
］
裏
即
難
。
』
這
裏
即
不
問
，
這マ

マ

［
那
］
裏
事
作
麼
生
？
」
對
云
：

「
還
有
這
裏
那
裏
也
無
？
」
師
云
：
「
此
猶
是
這
裏
事
，
也
道
不
得
。
」
喫
棒
，
趁
下
山
。
師
云
：
「
這
漢
向
後
覓
箇

死
處
不
得
。
」
（
『
無
著
校
寫
古
尊
宿
語
要
』、
禪
學
叢
書
之
一
、
一
九
九
頁
上
、
中
文
出
版
社
）

鼓
山
は
淨
道
者
に
問
う
た
、
「
古
人
は
『
こ
ち
ら
の
こ
と
は
易
し
い
が
、
あ
ち
ら
の
こ
と
は
難
し
い
』
と
言
っ
た
が
、
こ
ち
ら
の
こ

と
は
さ
て
お
い
て
、
あ
ち
ら
の
こ
と
と
は
何
の
こ
と
か
？
」
淨
道
者
、
「
こ
ち
ら
と
か
あ
ち
ら
と
か
が
あ
る
の
で
す
か
？
」
鼓
山
は

「
ま
だ
こ
ち
ら
の
こ
と
だ
、
や
は
り
あ
ち
ら
の
こ
と
は
言
い
得
て
お
ら
ぬ
」
と
言
っ
て
、
棒
を
食
ら
わ
せ
て
、
山
よ
り
追
い
出
し
た
。

ま
た
言
う
、
「
こ
い
つ
は
後
に
死
に
場
所
も
探
し
出
せ
ぬ
こ
と
に
な
る
ぞ
。
」
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古
人
は
南
泉
普
願
。
や
は
り
『
鼓
山
先
興
聖
國
師
和
尚
法
堂
玄
要
廣
集
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

問マ
マ

［
擧
］
：
「
南
泉
以
手
打
膝
云
：
『
這
裏
即
易
。
』
又
云
：
『
這マ

マ

［
那
］
裏
即
難
。
』
」
僧
問
云
： 

「
只
如
却
手
，
豈

不
是
擧
唱
宗
乘
？
」
師
便
以
手
打
膝
云
：
「
此
不
是
擧
唱
宗
乘
，
作
麼
？
」
學
云
：
「
只
如
却
手
，
意
作
麼
生
？
」

師
云
：
「
汝
自
看
！
」
（
同
上
一
九
八
頁
上
）

師
（
鼓
山
）
は
、
「
南
泉
が
手
で
膝
を
打
っ
て
『
こ
ち
ら
は
易
し
い
』
と
言
い
、
ま
た
『
あ
ち
ら
は
難
し
い
』
」
と
言
っ
た
と
い
う
話

を
す
る
と
、
僧
は
「
手
を
引
っ
込
め
る
の
は
、
宗
乘
を
宣
明
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
問
う
た
。
師
は
手
で
膝
を
打
っ

て
言
う
、
「
こ
れ
は
宗
乘
を
宣
明
し
た
も
の
で
は
な
い
、
ど
う
か
？
」
と
問
う
と
、
學
人
が
言
う
、
「
手
を
引
っ
込
め
た
の
は
、
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
？
」
師
、
「
自
分
で
考
え
よ
！
」

「
這
裏
・
那
裏
」
が
對
比
さ
れ
て
言
わ
れ
る
と
き
は
、「
這
裏
」
は
現
象
す
る
世
界
、「
那
裏
」
は
現
象
の
次
元
を
超
え
た

世
界
。「
這
邊
・
那
邊
」
と
言
う
に
同
じ
。『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
に
次
が
あ
る
。

洞
山
一
日
問
師
：
「
作
甚
麼
來
？
」
師
曰
：
「
斫
槽
來
。
」
山
曰
：
「
幾
斧
斫
成
？
」
師
曰
：
「
一
斧
斫
成
。
」
山
曰
：
「
猶

是
這
邊
事
，
那
邊
事
作
麼
生
？
」
師
曰
：
「
直
得
無
下
手
處
。
」
山
曰
：
「
猶
是
這
邊
事
，
那
邊
事
作
麼
生
？
」
師
休
去
。

（
『
四
家
語
錄 

五
家
語
錄
』
附
録
『
雪
峯
語
錄
』、
禪
學
叢
書
之
三
、
二
四
七
頁
上
、
中
文
出
版
社
）

あ
る
日
、
洞
山
は
師
（
雪
峯
）
に
問
う
た
、
「
何
を
し
て
き
た
の
か
？
」
師
、
「
飼
い
ば
桶
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
」
洞
山
、
「
い
く
ふ

り
で
で
き
た
の
だ
？
」
師
、
「
ひ
と
ふ
り
で
で
き
ま
し
た
。
」
洞
山
、
「
そ
れ
は
ま
だ
こ
ち
ら
側
の
こ
と
だ
、
あ
ち
ら
の
こ
と
は
ど
う

か
？
」
師
、
「
手
の
下
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
洞
山
、
「
ま
だ
こ
ち
ら
側
の
こ
と
だ
、
あ
ち
ら
の
こ
と
は
ど
う
か
？
」
師

は
啞
然
と
し
た
。

○
道
者
曰
：
還
有
這
裏
那
裏
摩
？　

こ
の
我
が
身
心
が
そ
の
ま
ま
法
身
で
す
か
ら
、
這
裏
だ
那
裏
だ
な
ど
の
こ
と
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
靜
道
者
は
肉
身
の
次
元
を
超
え
た
那
裏
（
法
身
）
を
認
め
な
か
っ
た
馬
祖
の
「
性
在
作
用
」
の
立
場
か
ら
發
言
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し
て
い
る
。

○
鼓
山
打
之　
『
法
堂
玄
要
廣
集
』
で
は
、「
師
（
鼓
山
）
は
『
そ
の
よ
う
に
言
う
の
も
ま
だ
こ
ち
ら
の
次
元
の
こ
と
で
し
か

な
い
、
や
は
り
む
こ
う
の
次
元
の
こ
と
は
言
え
て
お
ら
ぬ
』
と
言
っ
て
、
棒
を
食
ら
わ
せ
て
、
山
か
ら
追
い
出
し
た
」
と

あ
る
。「
此
猶
是
這
裏
事
」
と
い
う
の
は
、
言
語
表
現
し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
這
裏
の
次
元
の
事
で
し
か
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○
師
云
：
打
有
道
理
，
打
無
道
理
？　

鼓
山
和
尚
と
靜
道
者
の
問
答
を
引
き
取
っ
て
、
保
福
は
學
人
に
問
う
、「
鼓
山
が
道

者
を
打
っ
た
の
に
は
道
理
が
有
っ
た
の
か
無
か
っ
た
の
か
？
」『
法
堂
玄
要
廣
集
』
で
は
、
鼓
山
は
「
此
猶
是
這
裏
事
」

と
言
っ
て
お
り
、
道
者
を
打
っ
た
道
理
を
説
明
し
て
い
る
が
、
保
福
は
そ
こ
を
言
わ
ず
に
「
鼓
山
打
之
」
と
だ
け
言
っ

て
、「
打
有
道
理
，
打
無
道
理
」
と
問
う
の
は
、
學
人
を
接
化
す
る
問
答
に
仕
立
て
な
お
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
學
人
云
：
於
靜
道
者
分
上
商
量
則
得
。
師
云
：
古
人
意
作
摩
生
？　

學
人
は
言
う
、「
靜
道
者
が
自
己
本
分
事
を
悟
っ
て

い
る
か
を
檢
討
す
る
た
め
に
打
っ
た
の
な
ら
道
理
は
あ
っ
た
の
で
す
。」
保
福
は
言
う
、 「
そ
れ
な
ら
、
古
人
（
南
泉
）
が

『
這
裏
則
易
，
那
裏
則
難
』
と
言
っ
た
意
圖
は
ど
う
な
る
の
だ
？
」

○
學
云
：
不
可
道
某
甲
辜
負
古
人
。
師
云
：
不
辜
負
古
人
事
作
摩
生
？　

學
人
が
答
え
る
、「
古
人
が
『
這
裏
則
易
，
那
裏

則
難
』
と
言
っ
た
意
圖
を
わ
た
し
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
保
福
、「
な
ら
ば
、
古
人
が
あ
の
よ

う
に
言
っ
た
意
圖
は
ど
う
な
の
か
言
っ
て
み
よ
。」

○
對
云
：
和
尚
慣
得
此
便
。
師
云
：
你
也
是
慣
得
此
便　
「
慣
得
此
便
」
は
、
い
つ
も
の
手
慣
れ
た
や
り
か
た
で
す
ね
、
と

互
い
に
批
判
し
て
言
う
。
こ
こ
は
、
み
ず
か
ら
は
「
古
人
の
意
」
を
言
わ
ず
に
人
に
言
わ
せ
よ
う
と
す
る
手
段
の
こ
と
。
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〔
四
八
〕
柏
樹
子
と
言
わ
ず
に
ど
う
言
う
か
？

因
擧
：
「
彦
上
座
問
九
峯
和
尚
又マ
マ

［
云
］
：
『
須
道
取
柏
樹
子
，
不
得
觸
著
，
和
尚
如
何
道
？
』
和
尚
無
對
。
彦
上
座

擧
似
長
慶
，
長
慶
却
問
上
座
：
『
當
此
問
，
上
座
代
和
尚
作
摩
生
道
？
』
上
座
對
云
：
『
不
逐
四
時
彫
。』
長
慶
擧
似
保

福
。
保
福
拈
問
長
慶
：
『
只
如
上
座
道
〈
不
逐
四
時
彫
〉，
與
摩
道
，
還
得
勦
絶
，
爲
當
不
得
勦
絶
？
』
慶
云
：
『
爭
得
勦

絶
？
』」
師
云
：
「
大
衆
分
明
記
取
，
向
後
擧
似
作
家
第
一
機
對
。」
囷
山
云
：
「
不
是
桄
榔
樹
。」
師
云
：
「
桄
榔
樹
不

是
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
彦
上
座
、
九
峯
和
尚
に
問
う
て
云
く
、『
須
ら
く
柏
樹
子
と
道
取
す
べ
き
も
、
觸
著
す
る
を
得
ざ
れ
ば
、

和
尚
は
如い

か
ん何
が
道い

う
？
』
和
尚
は
對こ
た

う
る
無
し
。
彦
上
座
は
長
慶
に
擧
似
す
る
に
、
長
慶
は
却
っ
て
上
座
に
問
う
、『
此
の

問
い
に
當
り
て
、
上
座
は
和
尚
に
代
わ
り
て
作い

か

ん
摩
生
が
道
う
？
』
上
座
對こ
た

え
て
云
く
、『
四
時
を
逐
い
て
彫し
ぼ

ま
ず
。』
長
慶
は

保わ
た
し福
に
擧
似
す
。
保わ
た
し福
は
拈
じ
て
長
慶
に
問
う
、『
只
だ
上
座
の
〈
四
時
を
逐
い
て
彫し
ぼ

ま
ず
〉
と
道
う
が
如
き
、
與か

く摩
道
う

は
、
還
た
勦
絶
を
得
た
る
や
、
爲は當
た
勦
絶
を
得
ざ
る
や
？
』
慶
云
く
、『
爭い
か

で
か
勦
絶
を
得
ん
？
』」
師
云
く
、「
大
衆
よ
、

分
明
に
記
取
し
、
向の

ち後
に
作さ
っ

家け

に
擧
似
し
て
、
第
一
機
も
て
對
せ
よ
。」
囷き
ん

山
云
く
、「
是
れ
桄こ
う
ろ
う
じ
ゅ

榔
樹
な
ら
ず
。」
師
云
く
、

「
桄
榔
樹
は
是ぜ

な
ら
ず
。」

【
日
譯
】

師
は
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
。「
彦
上
座
が
九
峯
和
尚
に
問
う
た
、『
柏
樹
子
は
柏
樹
子
と
喚
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も

の
で
す
が
、
柏
樹
子
と
喚
ぶ
こ
と
で
（
無
相
の
法
身
を
）
犯
し
て
は
な
ら
な
い
な
ら
、
和
尚
は
ど
う
喚
ば
れ
ま
す
か
？
』
九
峯

和
尚
は
答
え
な
か
っ
た
。
彦
上
座
が
そ
の
こ
と
を
長
慶
に
話
す
と
、
長
慶
は
反
對
に
上
座
に
問
う
た
、『
こ
う
問
わ
れ
た
ら
、

上
座
は
九
峯
和
尚
に
代
わ
っ
て
ど
う
言
う
か
？
』
上
座
が
言
う
、『
季
節
が
移
り
変
わ
っ
て
も
凋
落
し
な
い
。』
長
慶
が
保わ

た
し福
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に
そ
の
話
を
し
た
の
で
、
保わ
た
し福
は
長
慶
に
問
う
た
、『
彦
上
座
は
〈
季
節
が
移
り
変
わ
っ
て
も
凋
落
し
な
い
〉
と
言
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
に
言
う
の
は
、〈
そ
れ
を
損
な
う
こ
と
な
く
完
璧
に
表
現
す
る
〉
と
い
う
こ
と
に
か
た
が
つ
け
ら
れ
た
の
か
？
』

長
慶
が
言
う
、『
ど
う
し
て
か
た
が
つ
け
ら
れ
て
い
れ
よ
う
か
？
』」
師
は
言
っ
た
、「
諸
君
、
は
っ
き
り
と
憶
え
て
お
い
て
、

後
に
識
者
に
こ
の
こ
と
を
話
す
と
き
に
は
、
第
一
義
（
本
分
）
で
應
對
せ
よ
。」
囷き
ん

山
が
言
う
、「
桄
榔
樹
で
は
な
い
。」
師
、

「
桄
榔
樹
は
そ
う
で
は
な
い
。」

【
注
釋
】

○
本
話
頭
は
本
書
の
ほ
か
に
收
錄
を
見
な
い
。

○
因
擧
「
…
」　
「
…
」
は
『
祖
堂
集
』
の
編
者
が
、
保
福
が
大
衆
に
語
っ
た
も
の
と
し
て
記
錄
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
彦
上
座
問
九
峯
和
尚
又マ

マ

［
云
］
：
須
道
取
柏
樹
子
，
不
得
觸
著
，
和
尚
如
何
道
？
和
尚
無
對　

原
文
の
「
又
」
は
「
云
」

を
誤
刻
し
た
も
の
。「
須
道
取
柏
樹
子
，
不
得
觸
著
」
は
、
何
を
問
題
に
し
て
い
る
の
か
分
か
り
に
く
い
が
、
後
に
宋
代

に
「
背
觸
の
關
」（『
從
容
錄
』
第
六
五
則
「
首
山
新
婦
人
」
本
則
評
唱
）
と
呼
ば
れ
て
有
名
に
な
っ
た
公
案
を
參
照
し
て
考
え

て
み
よ
う
。
そ
れ
は
首
山
省
念
（
九
二
六
～
九
九
三
）
と
葉せ
っ

縣け
ん

歸き

省せ
い

（
生
卒
年
未
詳
）
の
次
の
機
緣
に
も
と
づ
く
。

汝
州
葉
縣
廣
教
院
賜
紫
歸
省
禪
師
，
冀
州
人
也
，
姓
賈
氏
。
年
弱
冠
，
易
州
保
壽
院
出
家
受
具
。
後
遊
南
方
，
參
見

汝
州
省
念
禪
師
。
師
見
來
，
豎
起
竹
篦
子
云
：
「
不
得
喚
作
竹
篦
子
，
喚
作
竹
篦
子
即
觸
；
不
喚
作
竹
篦
子
即
背
。

喚
作
什
麼
？
」
師
近
前
掣
得
，
擲
向
階
下
云
：
「
在
什
麼
處
？
」
念
云
： 

「
瞎
！
」
師
言
下
大
悟
，
不
離
左
右
，
執

侍
巾
缾
，
經
于
數
載
。
（『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
一
六
「
葉
縣
歸
省
章
」）

汝
州
葉
縣
廣
教
院
賜
紫
歸
省
禪
師
は
冀
州
の
出
身
、
俗
姓
は
賈
氏
。
二
十
歲
に
な
っ
た
と
き
、
易
州
保
壽
院
で
出
家
受
具
し
た
。
そ

の
後
、
南
方
に
遊
行
し
、
汝
州
省
念
禪
師
に
參
見
し
た
。
師
（
省
念
）
は
歸
省
が
來
た
の
を
見
る
や
、
い
き
な
り
竹
篦
を
立
て
て

言
っ
た
、「
竹
篦
子
と
呼
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
竹
篦
子
と
呼
べ
ば
無
相
の
法
身
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
竹
篦
子
と
呼
ば
な
け
れ
ば
そ
れ
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が
竹
篦
子
だ
と
い
う
事
実
に
違
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
何
と
呼
ぶ
か
？
」
歸
省
は
進
み
出
て
竹
篦
を
奪
い
取
り
、
階
段
の
下
へ
投
げ

捨
て
て
言
っ
た
、「
ど
こ
だ
？
」
省
念
、「
こ
の
問
題
の
あ
り
か
が
見
て
取
れ
て
お
れ
ぬ
！
」
聞
い
た
と
た
ん
に
歸
省
は
大
悟
し
、
そ

ば
を
離
れ
ず
、
侍
者
と
し
て
仕
え
、
數
年
を
過
ご
し
た
。

こ
の
「
背
觸
の
關
」
に
つ
い
て
衣
川
賢
次
「
竹
篦
子
の
話
―
―
禪
の
言
語
論
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
七
十
六
册
、

二
〇
二
〇
年
）
は
、
名
づ
け
る
と
い
う
行
爲
は
事
物
の
認
識
で
あ
り
、
名
前
は
習
慣
的
使
用
と
社
會
的
承
認
に
よ
っ
て
存

在
し
、
社
會
的
集
團
の
價
値
の
體
系
を
構
成
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
考
察
し
た
う
え
で
、「
禪
が
〈
竹
篦
子
の
話
〉

に
よ
っ
て
注
意
を
促
し
た
の
は
、
ま
ず
そ
の
世
界
存
在
の
構
造
を
認
識
せ
し
め
、〈
名
辭
以
前
の
世
界
〉
を
根
據
と
し
て

現
實
世
界
を
相
對
化
し
て
み
る
視
點
へ
と
導
く
問
題
提
起
で
あ
っ
た
」
と
結
論
し
た
。
彦
上
座
の
「
道
取
柏
樹
子
，
不
得

觸
著
」
は
、
そ
こ
ま
で
深
い
意
圖
を
含
み
も
っ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
（
法
身
・
無
相
）
を
犯
す
こ
と
な
く
い
か
に
個
別
の

相
（
柏
樹
子
）
を
言
い
と
め
る
か
、
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
柏
樹
子
を
柏
樹
子
と
言
わ
ず
に
ど
う
言
う

か
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
名
を
つ
け
た
と
た
ん
に
そ
れ
を
犯
す
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
九
峯
和
尚
は
無
對
だ
っ
た
の

で
あ
る
。「
柏
樹
子
」
の
名
が
出
さ
れ
る
の
は
、
趙
州
「
庭
前
柏
樹
子
」
の
話
が
念
頭
に
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
彦
上
座
」
は
未
詳
。
本
書
に
お
い
て
「
彦
上
座
」
と
呼
ば
れ
て
し
か
る
べ
き
僧
諱
を
も
つ
の
は
、
い
ず
れ
も
巖
頭
全
豁

（
八
二
八
～
八
八
七
）
の
法
嗣
で
あ
る
烏
巖
和
尚
（
本
書
卷
九
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
台
州
瑞
巖
師
彦
禪
師
」）、
玄
泉
彦
和
尚

（
本
書
卷
九
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
懷
州
玄
泉
彦
禪
師
」）、
そ
れ
に
巖
頭
に
參
見
し
た
大
彦
上
座
（
本
書
卷
七
「
巖
頭
和
尚
章
」

第
一
六
則
）
で
あ
る
が
決
定
で
き
な
い
。

「
九
峯
和
尚
」
は
本
書
卷
九
「
九
峯
和
尚
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
六
「
筠
州
九
峯
道
虔
禪
師
」）
生
卒
年
未
詳
。
福
州
侯
官
県

の
人
、
石
霜
慶
諸
（
八
〇
九
～
八
八
八
）
の
法
嗣
。

○
彦
上
座
擧
似
長
慶
，
長
慶
却
問
上
座
：
當
此
問
，
上
座
代
和
尚
作
摩
生
道
？
上
座
對
云
：
不
逐
四
時
彫　

彦
上
座
は
こ
れ
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を
長
慶
慧
稜
に
話
す
と
反
對
に
「
こ
う
問
わ
れ
た
ら
、
上そ
な
た座
な
ら
九
峯
和
尚
に
代
わ
っ
て
ど
う
言
わ
れ
る
か
？
」
と
問
わ

れ
、
柏
樹
子
を
「
季
節
が
移
り
か
わ
っ
て
も
枯
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い
換
え
て
答
え
た
。「
不
逐
四
時
彫
」
は
、『
善
慧
大
士

語
錄
』
卷
四
「
傅
大
士
傳
」
の
二
首
の
偈
の
二
に
い
う
、「
有
物
先
天
地
，
無
形
本
寂
寥
，
能
爲
萬
象
主
，
不
逐
四
時
凋
。

（
天
地
に
先
立
っ
て
一
物
が
あ
り
、
形
象
は
な
く
空
無
で
あ
る
が
、
よ
く
萬
物
の
主
と
な
り
、
四
時
の
季
節
の
移
ろ
い
に
も
枯
れ
る
こ
と
は

な
い
）」
に
依
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
柏
樹
子
の
常
緑
樹
と
し
て
の
相
（
屬
性
）
を
言
う
と
と
も
に
、
四
季
の
移
り
変

わ
り
（
時
間
）
を
超
越
し
て
い
る
無
相
な
る
「
法
身
」
の
あ
り
か
た
を
言
い
表
わ
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
。　

○
長
慶
擧
似
保
福
。
保
福
拈
問
長
慶
：
只
如
上
座
道
〈
不
逐
四
時
彫
〉，
與
摩
道
，
還
得
勦
絶
，
爲
當
不
得
勦
絶
？
慶
云
：

爭
得
勦
絶
？　

長
慶
が
こ
の
こ
と
を
保
福
に
話
す
と
、
保
福
は
「
彦
上
座
が
〈
四
時
を
逐
っ
て
彫し

ぼ

ま
ず
〉
と
言
っ
た
の

は
、
勦
絶
で
き
た
の
か
」
と
長
慶
に
問
い
、
長
慶
は
「
勦
絶
で
き
て
い
な
い
」
と
彦
上
座
を
認
め
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
？

「
不
逐
四
時
彫
」
は
「
法
身
」
の
時
空
超
越
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
保
福
も
長
慶
も
「
法
身
」
の
超
越
性
を
認
め

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
目
前
の
柏
樹
子
を
示
さ
れ
た
と
き
に
自
己
本
分
事
を
悟
っ
て
、
初
め
て
（
法
身
の
超
越
性
を
）
勦

絶
で
き
る
の
で
あ
る
。
趙
州
の
「
柏
樹
子
」
の
對
話
は
「
祖
師
西
來
意
」
に
答
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
柏
樹
子
を
見
る
作

用
に
「
佛
性
」
の
顯
現
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
曹
洞
系
禪
者
は
こ
の
作
用
の
主
体
を
「
主
人
公
」
と
し
て
探
求
し

た
が
、
そ
れ
は
「
法
身
」
と
肉
身
の
不
一
不
二
を
確
認
し
た
の
で
あ
っ
て
、「
法
身
」
の
超
越
性
を
主
張
し
た
の
で
は
な

か
っ
た
。
本
則
の
「
勦
絶
」
の
語
に
は
「
不
逐
四
時
彫
」
の
暗
示
す
る
超
越
性
を
否
定
す
る
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

○
師
云
：
大
衆
分
明
記
取
，
向
後
擧
似
作
家
第
一
機
對　

保わ
た
し福
が
話
し
た
以
上
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
憶
え
て
お
き
、
後
に

識
者
に
話
し
て
第
一
機
で
應
對
せ
よ
。「
第
一
機
」
は
第
一
義
に
か
な
っ
た
機は

た
ら
き用
。
で
は
「
第
一
機
對
」
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
？
た
と
え
ば
葉
縣
歸
省
に
趙
州
柏
樹
子
の
話
を
問
う
た
僧
と
の
問
答
が
あ
る
。

因
僧
請
益
趙
州
栢
樹
子
話
。
省
曰
‥
「
我
不
辭
與
汝
説
。
還
信
麼
？
」
云
‥
「
和
尚
重
言
，
爭
敢
不
信
？
」
曰
‥
「
汝
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還
聞
簷
頭
雨
滴
聲
麼
？
」
其
僧
豁
然
，
不
覺
失
聲
云
‥
「
㖿
！
」
省
云
‥
「
汝
見
箇
甚
麼
道
理
？
」
僧
即
以
頌
對
云

‥
「
簷
頭
雨
滴
，
分
明
瀝
瀝
。
打
破
乾
坤
，
當
下
心
息
。
」
省
忻
然
。
（
『
正
法
眼
藏
』
卷
下
）

僧
が
「
趙
州
栢
樹
子
話
」
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
た
。
歸
省
、
「
わ
た
し
が
き
み
に
説
い
て
や
る
こ
と
は
か
ま
わ
ぬ
が
、
き
み
は
信

ず
る
か
？
」
僧
、
「
和
尚
の
重
い
お
言
葉
、
ど
う
し
て
信
じ
ら
れ
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
」
歸
省
、
「
き
み
は
簷の

き
さ
き頭

の
雨
滴
の
音

が
聞
こ
え
る
か
？
」
そ
の
と
き
僧
は
、
は
っ
と
し
て
、
聲
を
つ
ま
ら
せ
、
「
や
っ
！
」
。
歸
省
、
「
き
み
は
い
ま
、
ど
う
い
う
こ
と
が

見
え
た
の
か
？
」
僧
は
頌
で
答
え
た
、
「
簷
頭
の
雨
滴
，
分
明
な
る
こ
と
瀝
瀝
た
り
。
乾
坤
を
打
破
し
て
，
當
下
に
心
息や

み
ぬ
。
」
歸

省
は
お
お
い
に
喜
ん
だ
。

こ
の
例
の
よ
う
に
作
家
に
「
い
ま
の
話
を
し
、
識
者
の
指
示
で
自
己
本
分
を
自
覚
せ
よ
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

○
囷
山
云
：
不
是
桄
榔
樹
。
師
云
：
桄
榔
樹
不
是　
「
囷
山
」
は
原
文
「
困
山
」
に
誤
る
。
彦
上
座
の
「
不
逐
四
時
彫
」
に

代
わ
っ
て
、「
不
是
桄
榔
樹
」
と
言
う
べ
き
だ
っ
た
と
囷
山
（
安
國
弘
韜
）
は
示
し
た
。「
桄
榔
」
は
椰
子
に
似
た
、
熱
帶

常
綠
樹
。
北
方
の
柏
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
。
囷
山
の
語
は
一
見
呆
け
た
言
い
か
た
の
よ
う
で
あ
る
が
、
さ
か
ん
に
取

り
沙
汰
さ
れ
た
「
柏
樹
子
」
の
話
に
厭
氣
が
さ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

保
福
の
「
桄
榔
樹
不
是
」
は
「
囷
山
の
〈
不
是
桄
榔
樹
〉
も
〈
柏
樹
子
〉
の
話
の
自
己
本
分
事
を
言
い
留
て
い
な
い
」
と

駄
目
押
し
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
四
九
〕
先
聖
の
方
便
に
よ
っ
て
成
道
す
る

師
上
堂
，
因
示
徒
云
：
「
過
去
如
許
多
諸
聖
，
乃
至
今
時
老
宿
，
出
頭
來
盡
道
：
『
我
願
度
一
切
衆
生
成
道
成
果
，
與

我
無
異
。』
灼
然
！
吾
徒
等
輩
，
爲
不
承
他
先
聖
方
便
，
今
日
向
什
摩
處
塡
溝
塞
壑
？
然
雖
如
此
，
於
中
還
有
一
人
具
眼
也

無
？
」
師
代
云
：
「
汝
問
，
天
下
人
怪
笑
，
得
摩
？
」
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【
訓
讀
】

師
は
上
堂
し
、
因
に
徒
に
示
し
て
云
く
、「
過
去
の
如あ

ま

た
許
多
の
諸
聖
、
乃な
い

至し

今
時
の
老
宿
は
、
出
頭
し
來
っ
て
盡
く
道

う
、『
我
れ
願
わ
く
ば
一
切
衆
生
を
度
し
て
成
道
成
果
せ
し
め
、
我
と
異
な
る
こ
と
無
か
ら
し
め
ん
』
と
。
灼
然
た
り
！
吾

が
徒
等
の
輩
は
、
他
の
先
聖
の
方
便
を
承
け
ざ
る
が
爲
に
、
今
日
什い

ず

こ
摩
處
に
向お

い
て
か
溝
を
塡う
ず

め
壑た
に

を
塞ふ
さ

が
ん
？
此か
く

の
如
き

と
然い

え
ど雖
も
、
中
に
於
い
て
還は

た
一
人
の
具
眼
の
も
の
有
る
や
？
」
師
代
わ
り
て
云
く
、「
汝
が
問
い
を
ば
、
天
下
の
人
は
怪

笑
せ
ん
、
得よ

き
や
？
」

【
日
譯
】

師
は
上
堂
し
、
そ
の
と
き
弟
子
た
ち
に
言
っ
た
、「
過
去
の
あ
ま
た
の
諸
聖
か
ら
今
時
の
老
宿
に
い
た
る
ま
で
、
出
世
し

て
み
な
言
う
、『
一
切
の
衆
生
を
濟
度
し
、
わ
た
し
と
同
じ
よ
う
に
佛
道
を
成
就
す
る
よ
う
に
と
願
う
の
だ
』
と
。
だ
が
、

わ
た
し
の
弟
子
た
ち
は
、
か
の
先
聖
が
た
の
衆
生
濟
度
の
手
立
て
に
あ
ず
か
ら
な
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
で
野
垂
れ
死
に

す
る
こ
と
に
な
る
や
ら
？
た
し
か
に
！
そ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
の
な
か
に
見
識
を
そ
な
え
た
者
は
い
る
か
？
」
師
は
代
わ
っ

て
言
う
、「
和
尚
は
そ
ん
な
問
い
を
し
て
、
天
下
の
人
に
あ
ざ
笑
わ
れ
て
も
い
い
の
で
す
か
？
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
も
の
。

○
我
願
度
一
切
衆
生
成
道
成
果
，
與
我
無
異　

大
乘
佛
教
に
お
け
る
佛
菩
薩
の
誓
願
。
全
く
同
じ
文
言
は
見
當
た
ら
な
い

が
、『
法
華
經
』
方
便
品
の
偈
、「
我
本
立
誓
願
，
欲
令
一
切
衆
，
如
我
等
無
異
」（
大
正
藏
卷
九
・
八
中
）
が
近
い
。

○
灼
然
！
吾
徒
等
輩
，
爲
不
承
他
先
聖
方
便
，
今
日
向
什
摩
處
填
溝
塞
壑
？
然
雖
如
此
，
於
中
還
有
一
人
具
眼
也
無
？　

「
灼
然
」
は
、
以
下
の
「
わ
が
禪
宗
の
徒
は
、
か
の
先
聖
の
濟
度
の
方
便
に
よ
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
か
で
野
垂

れ
死
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。
し
か
し
禪
は
「
自
性
自
度
（
自
ら
の
自
性
清
淨
心
が
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自
ら
を
濟
度
）」
す
る
の
で
あ
り
、
禪
の
「
悟
道
・
救
濟
」
と
は
自
己
本
分
事
を
自
覺
す
る
こ
と
で
あ
り
、
佛
菩
薩
の
衆
生

濟
度
の
誓
願
に
よ
る
方
便
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
保
福
が
わ
ざ
と
「
佛
菩
薩
の
衆
生
濟
度
の
誓
願
に
よ
る
方

便
に
よ
ら
ぬ
吾
が
徒
等
の
輩
は
、
ど
こ
で
野
垂
れ
死
に
す
る
こ
と
や
ら
」
と
言
う
の
は
弟
子
を
試
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
す
ぐ
に
「
こ
の
な
か
に
見
識
を
そ
な
え
た
者
は
い
る
か
？
」
と
、
保わ

た
し福
の
間
違
い
を
指
摘
で
き
る
も
の
は
い
る

か
と
訊
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
「
自
性
自
度
」
は
、
敦
煌
本
『
六
祖
壇
經
』
に
、「
慧
能
の
度す

く

う
に
不あ

ら是
ず
、
善
知
識
心
中
の
衆
生
、
各お
の
おの
自
身
の

自
性
に
於
い
て
自
ら
度
う
」（
周
紹
良
編
著
『
敦
煌
寫
本
壇
經
原
本
』
一
二
七
頁
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
と
見
え
る
も
の

で
あ
る
が
、「
自
度
」
は
五
世
紀
後
半
ご
ろ
の
疑
僞
經
典
『
淨
度
三
昧
經
』
卷
三
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

佛
告
淨
度
：
「
一
切
諸
天
人
民
，
欲
自
度
故
，
乃
受
佛
教
戒
，
如
法
奉
行
，
依
佛
惠
自
得
福
德
，
得
度
得
道
。
佛
實

不
度
人
，
人
自
度
耳
。
」
（
『
七
寺
古
逸
經
典
研
究
叢
書
』
第
二
卷
・
中
國
撰
述
經
典
（
其
之
二
）
八
五
頁
、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
六

年
）
。佛

は
淨
度
菩
薩
に
さ
と
し
た
、
「
一
切
の
諸
天
人
民
は
、
自
ら
を
救
お
う
と
し
て
、
佛わ

た
し

の
教お

し

え戒
を
受
け
、
教
え
の
通
り
に
行
い
、
悟

り
の
智
慧
に
よ
っ
て
自
ら
功
德
を
得
て
、
自
ら
救
い
、
自
ら
道
を
も
の
に
す
る
の
で
あ
る
。
佛
が
人
を
救
う
の
で
は
な
い
、
人
が
自

ら
救
う
の
だ
。
」

ま
た
『
修
心
要
論
』（
一
五
）
に
も
「
經
に
云
く
、『
衆
生
は
心
を
識
り
て
自
ら
度す
く

う
、
佛
は
衆
生
を
度
う
能
わ
ず
』
と
。

若
し
佛
の
能よ

く
衆
生
を
度
わ
ば
、
過
去
の
諸
佛
は
恆
沙
無
量
な
る
に
、
何
故
に
我
等
は
成
佛
せ
ざ
る
や
？
只
だ
是
れ
精

誠
、
内う

ち

に
發お
こ

ら
ず
、
是
の
故
に
苦
海
に
沈
沒
す
る
の
み
」（
田
中
良
昭
『
敦
煌
禪
宗
文
献
の
研
究 

第
二
』
五
五
頁
、
大
東
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
）。

「
塡
溝
塞
壑
」
は
「
野
た
れ
死
に
す
る
こ
と
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
曹
山
本
寂
章
」、
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問
：
「
如
何
是
佛
法
大
意
？
」
曰
：
「
塡
溝
塞
壑
。
」
（
自
己
自
身
に
お
い
て
自
覺
す
べ
き
こ
と
を
人
に
問
う
よ
う
で
は
、
つ
い

に
野
垂
れ
死
に
だ
な
）

○
師
代
云
：
汝
問
，
天
下
人
怪
笑
，
得
摩
？　

保
福
の
問
い
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
弟
子
に
代
わ
っ
て
言
う
、「
あ
な
た
は

そ
ん
な
問
い
を
し
て
、
諸
方
の
禪
匠
に
あ
ざ
笑
わ
れ
て
も
い
い
の
で
す
か
。」
保
福
が
示
衆
で
「
佛
菩
薩
の
衆
生
濟
度
の

誓
願
に
よ
る
方
便
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
」
と
い
う
言
い
方
を
し
た
こ
と
を
批
判
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔
五
〇
〕
如
何
な
る
か
是
れ
活
人
劍
？

因
擧
：
「
古
人
道
：
『
諸
方
只
有
殺
人
之
刀
，
且
無
活
人
之
劍
。』」
時
有
學
人
問
：
「
如
何
是
活
人
劍
？
」
師
答
曰
：

「
我
老
大
漢
，
不
能
禮
拜
汝
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
古
人
道
う
、『
諸
方
は
只
だ
殺
人
の
刀
有
る
の
み
に
し
て
、
且
つ
活
人
の
劍
無
し
』
と
。」
時
に
有
る
學

人
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
活
人
の
劍
？
」
師
答
え
て
曰
く
、「
我
は
老
大
の
漢
、
汝
を
禮
拜
す
る
こ
と
能
わ
ず
。」

【
日
譯
】

師
は
古
人
の
句
を
取
り
上
げ
て
言
っ
た
、「
諸
方
は
殺
人
の
刀
が
あ
る
だ
け
で
、
活
人
の
劍
が
な
い
。」
そ
の
時
、
學
人

が
問
う
、「
活
人
の
劍
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。」
師
、「
わ
し
は
老
い
ぼ
れ
て
、
き
み
を
禮
拜
で
き
ぬ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
録
で
あ
る
。

○
因
擧
：
古
人
道
：
諸
方
只
有
殺
人
之
刀
，
且
無
活
人
之
劍　

古
人
は
夾
山
善
會
（
八
〇
五
～
八
八
一
）。
石
霜
慶
諸
（
八
〇
九

～
八
八
八
）
の
接
化
を
評
し
た
語
で
、
本
書
卷
七
「
巖
頭
和
尚
章
」
第
一
九
則
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
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夾
山
有
僧
到
石
霜
，
纔
跨
門
便
問
：
「
不
審
。
」
石
霜
云
：
「
不
必
，
闍
梨
！
」
僧
云
：
「
與
摩
則
珍
重
！
」
其
僧
後

到
巖
頭
，
直
上
便
云
：
「
不
審
。
」
師
云
：
「
嘘
！
」
僧
云
：
「
與
摩
則
珍
重
！
」
始
欲
迴
身
，
師
云
：
「
雖
是
後
生
，

亦
能
管
帶
。
」
其
僧
却
歸
，
擧
似
夾
山
。
夾
山
上
堂
云
：
「
前
日
到
巖
頭
、
石
霜
底
阿
師
，
出
來
如
法
擧
著
！
」
其
僧

纔
擧
了
，
夾
山
云
：
「
大
衆
還
會
摩
？
」
衆
無
對
。
夾
山
云
：
「
若
無
人
道
，
老
僧
不
惜
兩
莖
眉
毛
道
去
也
。
」
却
云
：

「
石
霜
雖
有
殺
人
之
刀
，
且
無
活
人
之
劍
；
巖
頭
亦
有
殺
人
之
刀
，
亦
有
活
人
之
劍
。
」

夾
山
の
僧
が
石
霜
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
門
を
跨
ぐ
や
「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。
石
頭
、
「
そ
ん
な
挨
拶
は
無
用
だ
、
闍
梨

よ
！
」
僧
、
「
そ
れ
で
は
お
大
事
に
！
」
そ
の
僧
は
次
に
巖
頭
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
た
だ
ち
に
法
堂
に
上
っ
て
言
っ
た
、
「
ご
き
げ
ん

よ
う
。
」
巖
頭
、
「
シ
ッ
！
」
僧
が
「
そ
れ
で
は
お
大
事
に
！
」
と
引
き
返
そ
う
と
す
る
や
、
巖
頭
、
「
し
っ
か
り
と
身
に
つ
い
て
お

る
。
」
僧
は
夾
山
に
歸
り
、
こ
の
こ
と
を
話
し
た
。
夾
山
は
上
堂
し
て
言
う
、
「
前
日
に
巖
頭
と
石
霜
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
歸
っ
て
き

た
和
尚
は
、
進
み
出
て
あ
り
て
い
に
話
し
て
み
よ
！
」
僧
が
話
し
お
わ
る
や
、
夾
山
は
言
っ
た
、
「
み
ん
な
分
か
っ
た
か
？
」
誰
も

答
え
な
い
。
夾
山
、
「
誰
も
言
え
ぬ
な
ら
、
わ
た
し
が
二
本
の
眉
を
惜
し
ま
ず
、
言
っ
て
や
ろ
う
。
」
そ
し
て
言
っ
た
、
「
石
霜
に
は

人
を
殺
す
刀
は
あ
っ
て
も
、
人
を
活
か
す
劍
が
な
い
。
巖
頭
に
は
人
を
殺
す
刀
も
人
を
活
か
す
劍
も
あ
る
。
」

「
活
人
之
劍
」
は
、
修
行
者
を
育
て
る
力
を
持
っ
た
接
化
で
あ
り
、
修
行
者
自
身
が
ハ
ッ
と
氣
づ
く
よ
う
に
、
本
分
事
を

も
っ
て
す
る
接
化
。「
殺
人
之
刀
」
は
、
教
壞
す
る
接
化
。
本
書
卷
一
〇
「
安
國
和
尚
章
」
第
九
則
に
次
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
馬
祖
禪
の
教
條
を
「
殺
人
之
刀
」
と
し
て
い
る
。

問
：
「
如
何
是
活
人
之
劍
？
」
師
曰
：
「
不
敢
瞎
却
汝
。
」
「
如
何
是
殺
人
之
刀
？
」
師
云
：
「
只
這
个
是
。
」

問
う
、
「
〈
人
を
活
か
す
劍
〉
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
わ
た
し
は
そ
な
た
の
眼
を
つ
ぶ
す
こ
と
な
ど
と
う
て
い

で
き
ぬ
。
」
「
〈
人
を
殺
す
刀
〉
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
い
ま
の
我
あ
る
の
み
、
と
い
う
言
い
か
た
だ
。
」

た
だ
し
、
夾
山
が
石
霜
を
評
し
た
問
答
で
は
、
參
問
に
來
た
僧
を
石
霜
は
「
そ
ん
な
挨
拶
は
無
用
だ
、
闍
梨
よ
！
」
と
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言
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
巖
頭
は
「
シ
ッ
！
」
と
言
っ
て
、
外
に
探
し
回
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ

れ
を
「
殺
人
之
刀
」
も
「
活
人
之
劍
」
も
具
え
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。

○
時
有
學
人
問
：
如
何
是
活
人
劍
？　

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
學
人
が
問
う
、「
ど
う
い
う
の
が
活
人
劍
と
い
う
も
の
で
し
ょ

う
か
？ 
ひ
と
つ
そ
れ
を
振
る
っ
て
、
わ
た
し
を
濟
度
し
、
悟
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。」

○
師
答
曰
：
我
老
大
漢
，
不
能
禮
拜
汝　
「
わ
し
は
年
取
っ
て
老
い
ぼ
れ
、
君
を
育
て
て
や
れ
ん
の
だ
。」
人
に
教
え
て
も
ら

う
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
修
行
者
を
輕
く
あ
し
ら
っ
た
。「
不
能
禮
拜
汝
」
と
は
、「
活
人
劍
を
振
る
っ
て
き
み
を
成
持

し
、
わ
た
し
が
禮
拜
で
き
る
よ
う
な
一
人
前
の
修
行
者
に
し
て
や
れ
ぬ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〔
五
一
〕
馬
祖
禪
の
定
型
の
問
い
を
ど
う
受
け
留
め
る
か
？

師
問
僧
：
「
我
都
置
一
問
，
汝
作
摩
生
？
」
對
曰
：
「
與
摩
即
退
一
歩
。」
師
云
：
「
非
時
作
摩
生
？
」
云
：
「
和
尚
因

什
摩
龍
頭
蛇
尾
？
」
師
云
：
「
汝
是
作
家
。」
對
曰
：
「
未
在
，
更
道
！
」
師
云
：
「
我
不
辭
向
汝
道
，
恐
汝
會
去
。」

【
訓
讀
】

師
は
僧
に
問
う
、「
我
れ
都す
べ

て
一
つ
の
問
い
を
置い
た

さ
ば
、
汝
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
對こ
た

え
て
曰
く
、「
與か

く摩
な
れ
ば
即
ち
退
く
こ

と
一
歩
せ
ん
。」
師
云
く
、「
非
時
に
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
云
く
、「
和
尚
は
什な

に摩
に
因よ

り
て
か
龍
頭
蛇
尾
な
る
？
」
師
云
く
、「
汝

は
是
れ
作
家
な
り
。」
對
え
て
曰
く
、「
未
だ
し
、
更
に
道
え
！
」
師
云
く
、「
我
れ
汝
に
道い

う
を
辭
せ
ざ
る
も
、
汝
の
會
し

去
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。」

【
日
譯
】

師
が
僧
に
問
う
た
、「
わ
た
し
が
い
つ
も
同
じ
問
い
を
し
た
ら
、
き
み
は
ど
う
す
る
？
」
答
え
て
言
う
、「
そ
れ
な
ら
一

歩
下
が
り
ま
す
。」
師
、「
非
時
に
問
う
な
ら
ど
う
か
？
」
僧
、「
和
尚
は
ど
う
し
て
尻
す
ぼ
み
に
な
る
の
で
す
か
？
」
師
、
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「
き
み
は
作さ
っ

家け

だ
。」
僧
、「
そ
ん
な
言
い
方
は
駄
目
で
す
、
言
い
直
し
て
く
だ
さ
い
！
」
師
、「
き
み
に
言
っ
て
や
る
の
は
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
き
み
が
安
易
に
受
け
留
め
て
し
ま
う
の
を
心
配
す
る
の
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。
本
則
は
馬
祖
禪
の
庸
俗
的
な
理
解
を
す
る
知
解
の
徒
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
ろ
の
問

答
と
思
わ
れ
る
。

○
師
問
僧
：
我
都
置
一
問
，
汝
作
摩
生
？　
「
都
置
一
問
」
は
、
い
つ
も
同
じ
一
問
を
す
る
こ
と
。
そ
の
一
問
と
は
、
馬
祖

禪
の
核
心
を
問
う
一
問
、
た
と
え
ば
「
如
何
是
祖
師
西
來
意
？
」
と
い
う
よ
う
な
定
型
の
問
い
。「
汝
作
摩
生
？
」
と
は
、

き
み
は
そ
れ
に
ど
う
答
え
る
か
。「
都
置
［
致
」
一
問
」（
置
、
致
は
近
音
で
通
用
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
用
例
が
あ
る
。

師
後
住
報
恩
，
有
僧
問
：
「
學
人
都
致
一
問
，
請
師
道
！
」
師
曰
：
「
不
是
創
住
，
遮
箇
師
僧
也
難
容
。
」
（
『
景
德
傳
燈

錄
』
卷
二
四
「
泉
州
報
恩
院
宗
顯
明
慧
大
師
章
」
）

師
は
後
に
泉
州
報
恩
院
に
住
持
し
、
開
堂
の
と
き
、
僧
が
問
う
、
「
わ
た
し
が
（
師
が
問
わ
れ
た
の
と
）
同
じ
問
い
を
し
ま
す
、
ど

う
か
答
え
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
開
堂
説
法
の
場
で
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な
僧
を
留
め
お
か
ぬ
と
こ
ろ
だ
。
」

○
對
曰
：
與
摩
即
退
一
歩　

答
え
が
分
か
り
き
っ
た
問
い
は
、
も
う
結
構
で
す
、
答
え
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
退
一

歩
」
は
、
こ
こ
で
は
問
い
を
受
け
つ
け
ぬ
姿
勢
。

○
師
云
：
非
時
作
摩
生
？
云
：
和
尚
因
什
摩
龍
頭
蛇
尾
？　
「
非
時
」
は
、
正
式
な
場
（
上
堂
な
ど
）
で
の
説
法
問
答
で
は
な

い
、
請
益
な
ど
個
人
的
に
問
答
す
る
と
き
な
ら
ど
う
答
え
る
か
。
正
式
の
場
で
問
う
の
で
は
な
く
、
私
的
な
場
で
問
う
こ

と
を
「
龍
頭
蛇
尾
」
だ
と
師
を
批
判
し
た
。

○
師
云
：
汝
是
作
家
。
對
曰
：
未
在
，
更
道
！　

僧
が
保
福
の
問
い
に
馬
祖
禪
の
庸
俗
的
理
解
を
も
っ
て
す
る
答
え
を
避
け

た
と
こ
ろ
を
保
福
は
「
作
家
」
と
評
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
僧
は
、
保
福
に
馬
祖
禪
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
を
答
え
さ
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せ
よ
う
と
し
て
「
未
在
，
更
道
！
」
と
迫
っ
た
。

○
師
云
：
我
不
辭
向
汝
道
，
恐
汝
會
去　
「
馬
祖
禪
の
核
心
を
言
い
留
め
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
き
み
が
安
易

な
理
解
を
し
て
〈
無
事
禪
〉
に
陷
る
こ
と
を
心
配
す
る
の
だ
。」

〔
五
二
〕
師
子
は
ど
ん
な
獲
物
を
捉
え
る
に
も
全
力
を
盡
く
す
が
、
ど
ん
な
力
を
盡
く
す
の
か
？

問
：
「
教
中
有
言
：
『
師
子
捉
象
亦
全
其
力
』，
未
審
全
个
什
摩
力
？
」
師
答
曰
：
「
若
問
全
力
，
我
怕
。」
進
云
：

「
和
尚
爲
什
摩
却
怕
學
人
？
」
師
云
：
「
爲
汝
有
全
力
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
教
中
に
言
う
有
り
、『
師
子
は
象
を
捉
う
る
も
亦
た
其
の
力
を
全
く
す
』
と
。
未は審
た
个
の
什な

ん摩
の
力
を
全
く

す
る
や
？
」
師
答
え
て
曰
く
、「
若
し
力
を
全
く
す
る
を
問
わ
ば
、
我
れ
怕お

そ

る
。」
進
み
て
云
く
、「
和
尚
は
爲な
に
ゆ
え

什
摩
に
か
却

て
學
人
を
怕
る
？
」
師
云
く
、「
汝 
力
を
全
く
す
る
こ
と
有
る
が
爲
な
り
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
經
典
に
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
、『
獅
子
は
象
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
盡
く
す
』
と
。
ど
ん
な
力
を

盡
く
す
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
も
し
全
力
を
盡
く
す
こ
と
を
問
う
な
ら
、
私
は
氣
が
か
り
だ
。」「
和
尚
は
な
ぜ
わ
た
し

が
氣
が
か
り
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
き
み
が
全
力
を
盡
く
し
て
人
を
救
お
う
と
す
る
か
ら
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
。

〇
問
：
教
中
有
言
：
師
子
捉
象
，
亦
全
其
力
。
未
審
全
个
什
摩
力
？  
「
教
」
は
『
大
般
涅
槃
經
』（
南
本
）
卷
三
一
「
迦
葉

菩
薩
品
」。
そ
の
冒
頭
で
迦
葉
菩
薩
は
、
善ぜ

ん

星し
ょ
う

比
丘
（
佛
の
菩
薩
た
り
し
と
き
の
子
）
は
出
家
し
十
二
部
經
を
讀
誦
し
、
四



246

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

禪
を
得
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
如
來
は
「
一
闡
提
の
人
で
あ
り
、
地
獄
に
劫な
が

く
住
し
、
救
い
よ
う
の
な
い
人
だ
」
と
予

言
し
た
の
で
す
か
と
佛
に
問
い
、
佛
と
迦
葉
菩
薩
の
問
答
が
行
わ
れ
る
な
か
で
、
佛
は
、
如
來
に
菩
薩
・
聲
聞
・
一
闡
提

の
三
種
の
弟
子
が
い
る
が
、
法
を
説
く
の
に
分
け
隔
て
が
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

第
一
喩
菩
薩
僧
，
第
二
喩
聲
聞
僧
，
第
三
喩
一
闡
提
。
善
男
子
，
如
大
師
子
殺
香
象
時
，
皆
盡
其
力
，
殺
兔
亦
爾
，

不
生
輕
想
。
諸
佛
如
來
亦
復
如
是
，
爲
諸
菩
薩
及
一
闡
提
演
説
法
時
，
功
用
無
二
。
（
大
正
藏
卷
一
二
・
八
〇
七
上
～
中
）

第
一
の
者
は
菩
薩
僧
に
喩
え
、
第
二
の
者
は
聲
聞
僧
に
喩
え
、
第
三
の
者
は
一
闡
提
に
喩
え
る
。
善
男
子
よ
、
獅
子
が
大
象
を
殺
す

時
、
全
力
を
盡
く
す
よ
う
に
、
兎
の
と
き
も
同
じ
だ
。
兔
だ
か
ら
と
見
く
び
る
こ
と
が
な
い
。
諸
佛
如
來
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
、
諸

菩
薩
に
法
を
説
く
の
も
一
闡
提
に
法
を
説
く
の
も
、
同
じ
く
全
力
を
盡
く
す
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
七
「
諸
方
雜
擧
徵
拈
代
別
語
」
に
經
典
の
言
葉
と
言
わ
ず
に
同
じ
問
い
が
見
え
る
。

僧
問
老
宿
云
：
「
師
子
捉
兔
亦
全
其
力
，
捉
象
亦
全
其
力
。
未
審
全
箇
什
麼
力
？
」
老
宿
云
：
「
不
欺
之
力
。
」
（
『
碧

巖
錄
』
第
三
八
則
「
風
穴
鐡
牛
機
」
本
則
評
唱
の
末
尾
の
雲
居
道
膺
の
示
衆
の
語
「
譬
如
獅
子
捉
象
亦
全
其
力
，
捉
兎
亦
全
其
力
」
に

對
し
て
僧
が
「
未
審
全
什
麼
力
？
」
と
問
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
）

僧
が
老
宿
に
問
う
た
、
「
獅
子
は
兔
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
盡
く
し
、
象
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
盡
く
し
ま
す
。
ど
ん
な
力
を

盡
く
す
の
で
し
ょ
う
か
？
」
老
宿
、
「
（
常
不
輕
菩
薩
の
よ
う
に
）
人
を
あ
な
ど
ら
ぬ
力
だ
。
」

ま
た
本
書
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
第
一
二
則
に
も
次
が
あ
る
。

問
：
「
師
子
捉
象
亦
全
其
力
，
捉
兔
亦
全
其
力
。
既
是
全
力
，
爲
什
摩
救
善
星
不
得
？
」
云
：
「
汝
道
救
不
得
，
如

今
在
什
摩
處
？
」

問
う
、
「
獅
子
は
象
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
尽
く
し
、
兎
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
全
力
を
尽
く
し
た
は
ず
な
の

に
、
ど
う
し
て
善
星
比
丘
を
救
済
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
き
み
は
救
済
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
が
、
救
済
で
き



247

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

な
か
っ
た
者
は
今
ど
こ
に
い
る
の
か
？
」
（
救
い
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
）

な
お
「
師
子
捉
象
亦
全
其
力
」
は
「
捉
兔
亦
全
其
力
」
と
對
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
捉
兔
亦
全
其
力
」
を
補
っ
て

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

○
師
答
曰
：
若
問
全
力
，
我
怕
。
進
云
：
和
尚
爲
什
摩
却
怕
學
人
？　
「
怕
」
は
、
心
配
す
る
意
。『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
二
五

「
益
州
覺
城
院
信
禪
師
章
」
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
湛
然
時
如
何
？
」
師
云
：
「
我
即
怕
你
。
」
進
云
：
「
和
尚
爲
什
麼
却
怕
學
人
？
」
師
拈
拄
杖
云
：
「
退
後
，

退
後
！
」

問
う
、
「
靜
寂
の
境
地
に
安
ら
い
だ
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
わ
た
し
は
き
み
が
心
配
だ
。
」
「
ど
う
し
て
心
配
な
の
で
す

か
？
」
師
は
拄
杖
を
手
に
し
て
言
う
、
「
さ
が
れ
、
さ
が
れ
！
」
（
か
く
は
た
ら
く
き
み
の
佛
性
を
こ
そ
悟
る
の
だ
）

○
師
云
：
爲
汝
有
全
力　

全
力
で
救
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
の
は
增
上
慢
、
も
と
も
と
救
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
衆
生
は
い
な
い
。

『
金
剛
般
若
經
』
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

汝
等
勿
謂
如
來
作
是
念
，
我
當
度
衆
生
。
須
菩
提
，
莫
作
是
念
。
何
以
故
？
實
無
有
衆
生
如
來
度
者
。
（
大
正
藏
卷
八
・

七
五
二
上
）

汝
ら
は
、
如
來
は
「
我
は
衆
生
を
濟
度
す
べ
し
」
と
考
え
て
い
る
と
思
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
須
菩
提
よ
、
「
如
來
は
衆
生
を
濟
度
す
」

と
思
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
如
來
が
濟
度
す
る
衆
生
は
實
際
に
は
い
な
い
か
ら
だ
。

ま
た
「『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
譯
注
（
五
）「
長
慶
和
尚
章
」
第
一
二
則
の
注
を
參
照
せ
よ
（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七

號
、
二
〇
二
四
年
）。
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〔
五
三
〕
錢
を
失
い
罪
に
遭
え
り

問
：
「
承
古
人
有
言
：
『
智
不
到
處
，
切
忌
道
著
。
道
著
則
頭
角
生
』，
和
尚
如
何
？
」
師
答
曰
：
「
收
。」
進
曰
：

「
若
向
無
頭
角
處
收
，
即
招
大
衆
怪
笑
。」
師
云
：
「
失
錢
遭
罪
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
承
う
け
た
ま
わる
に
古
人
に
言
う
有
り
、『
智
の
到
ら
ざ
る
處
は
、
切
に
道い

い
著と

む
る
を
忌い

む
。
道い

い
著と

む
れ
ば
則
ち
頭づ

角か
く

生
ず
』
と
。
和
尚
は
如い
か
ん何
？
」
師
答
え
て
曰
く
、「
收
む
。」
進
ん
で
曰
く
、「
若
し
頭
角
無
き
處
に
向お

い
て
收
む
れ
ば
、
即

ち
大
衆
の
怪
笑
す
る
を
招
か
ん
。」
師
云
く
、「
錢
を
失
い
罪
に
遭
え
り
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
古
人
の
語
に
『
智
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
の
消
息
は
、
言
い
留
め
る
の
を
嚴
に
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
言
い
留
め
た

ら
、
頭
に
角
が
生
え
る
』
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、（
こ
う
い
う
人
を
）
和
尚
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」
師
、「
引
き
受
け
る
。」
僧
、

「
も
し
頭
に
角
の
な
い
點
に
お
い
て
引
き
受
け
る
な
ら
、
こ
こ
の
衆
僧
に
あ
ざ
笑
わ
れ
ま
す
ぞ
。」
師
、「
わ
た
し
の
接
化
は

失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
他
に
收
錄
を
見
な
い
。

○
問
：
承
古
人
有
言
：
智
不
到
處
，
切
忌
道
著
，
道
著
則
頭
角
生
。
和
尚
如
何
？　
「
古
人
」
は
南
泉
普
願
。
本
書
卷
一
六

「
南
泉
和
尚
章
」
第
四
二
則
に
言
う
、

道
吾
到
南
泉
，
師
問
曰
：
「
闍
梨
名
什
摩
？
」
道
吾
對
云
：
「
圓
智
。
」
師
云
：
「
智
不
到
處
作
摩
生
？
」
道
吾
對
云
：

「
切
忌
說
著
。
」
師
曰
：
「
灼
然
！
說
著
則
頭
角
生
也
。
」
却
後
三
五
日
間
，
道
吾
與
雲
嵒
相
共
在
僧
堂
前
把
針
。
師
行

遊
次
，
見
道
吾
，
依
前
問
：
「
智
闍
梨
前
日
道
：
『
智
不
到
處
，
切
忌
說
著
。
』
說
著
則
頭
角
生
也
。
如
今
合
作
摩
生
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行
李
？
」
道
吾
便
抽
身
起
，
却
入
僧
堂
內
，
待
師
過
後
却
出
來
。
雲
嵒
問
道
吾
：
「
和
尚
適
來
問
，
何
不
祇
對
？
」

道
吾
云
：
「
師
兄
得
与
摩
靈
利
！
」
雲
嵒
却
上
和
尚
處
問
：
「
適
來
和
尚
問
智
師
弟
這
个
因
緣
，
合
作
摩
生
祇
對
？
」

師
云
：
「
他
却
是
異
類
中
行
。
」
雲
嵒
云
：
「
作
摩
生
是
異
類
中
事
？
」
師
云
：
「
豈
不
見
道
『
智
不
到
處
，
切
忌
說
著
，

說
著
則
頭
角
生
』
。
喚
作
如
如
早
是
變
，
直
須
向
異
類
中
行
。
」

道
吾
圓
智
が
行
脚
し
て
南
泉
山
に
至
っ
た
。
師
は
問
う
た
、
「
そ
な
た
は
何
と
い
う
名
か
？
」
道
吾
、
「
圓
智
で
す
。
」
師
、
「
智
の

及
ば
ぬ
と
こ
ろ
の
消
息
は
、
ど
う
す
る
の
か
？
」
道
吾
は
答
え
た
、
「
言
い
留
め
る
の
を
嚴
に
避
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
」
師
、

「
ま
こ
と
に
！
言
い
留
め
た
ら
、
頭
に
角
が
生
え
た
！
」
そ
の
後
四
・
五
日
し
て
、
道
吾
は
雲
巖
と
と
も
に
僧
堂
の
前
で
繕
い
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
師
が
外
出
し
よ
う
と
し
て
、
道
吾
に
出
逢
っ
た
の
で
、
先
日
の
こ
と
を
問
う
た
、
「
智
闍
梨
よ
、
先
日
、
『
智
の
及
ば

ぬ
と
こ
ろ
の
消
息
は
、
言
い
留
め
る
の
を
嚴
に
避
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
』
と
言
っ
た
が
、
言
い
留
め
た
ら
、
頭
に
角
が
生
え
た
。
き

み
は
今
ど
う
修
行
し
て
い
る
の
か
？
」
道
吾
は
す
っ
と
身
を
引
い
て
、
僧
堂
へ
入
り
、
師
が
出
か
け
た
の
を
見
と
ど
け
て
か
ら
出
て

來
た
。
雲
巖
が
道
吾
に
問
う
た
、
「
和
尚
の
さ
き
ほ
ど
の
問
い
に
、
ど
う
し
て
お
答
え
し
な
か
っ
た
の
か
？
」
道
吾
、
「
師
兄
は
な
ん

と
賢
い
こ
と
で
す
ね
！
」
雲
巖
は
和
尚
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
問
う
た
、
「
さ
き
ほ
ど
和
尚
が
智
師
弟
に
問
わ
れ
た
件
で
す
が
、
ど
う

お
答
え
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
彼
は
畜
生
と
な
っ
て
歩
ん
で
い
る
の
だ
。
」
雲
巖
、
「
畜
生
に
な
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
言
っ
た
で
は
な
い
か
、
『
智
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
の
消
息
は
、
言
い
留
め
る
の
を
嚴
に
避
け
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。
言
い
留
め
た
ら
、
頭
に
角
が
生
え
た
』
と
。
そ
れ
を
〈
如
如
〉(

さ
な
が
ら)

と
呼
ん
で
さ
え
、
も
う
そ
れ
と
は
變
わ
っ

た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
結
果
畜
生
と
な
っ
て
歩
む
こ
と
に
な
る
の
だ
。
」

道
吾
が
圓
智
（
完
全
な
る
智
）
と
い
う
法
諱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
南
泉
は
「（
道
の
消
息
を
）
智
に
よ
る
言
語
で
は
把
握
し

表
現
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
い
っ
た
い
き
み
は
ど
う
修
行
し
よ
う
と
い
う
の
か
？
」
と
問
う
た
。
道
吾
は
「
切
に
説
著
す

る
こ
と
を
忌
む
」
と
言
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
さ
え
南
泉
か
ら
異
類
扱
い
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
上
言
語
す
る
こ
と
を
避
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け
た
の
で
あ
る
。「
頭
角
生
ず
」
と
は
、
言
語
化
で
き
ぬ
も
の
を
、
強
い
て
言
語
で
表
現
す
れ
ば
誤
る
こ
と
に
な
り
、
五

戒
（
不
妄
語
戒
）
を
犯
し
、
そ
の
結
果
信
施
を
無
駄
に
し
た
か
ど
で
畜
生
（
牛
）
に
生
ま
れ
變
わ
っ
て
償
債
す
る
こ
と
を
い

う
。「
道
に
い
か
に
對
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
本
書
卷
一
八
「
趙
州
和
尚
章
」
第
二
則
に
南
泉
と
趙
州
の
問
答
が
あ
る
。

師
問
：
「
如
何
是
道
？
」
南
泉
云
：
「
平
常
心
是
道
。
」
師
云
：
「
還
可
趣
向
否
？
」
南
泉
云
：
「
擬
即
乖
。
」
師
云
：
「
不

擬
時
如
何
知
是
道
？
」
南
泉
云
：
「
道
不
屬
知
不
知
。
知
是
妄
覺
，
不
知
是
無
記
。
若
也
眞
達
不
擬
之
道
，
猶
如
太
虛
，

廓
然
蕩
豁
。
豈
可
是
非
？
」
師
於
是
頓
領
玄
機
，
心
如
朗
月
。

師
は
南
泉
和
尚
に
問
う
た
、
「
道
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、
「
平
常
心
が
道
だ
。
」
師
、
「
そ
れ
を
目
標
に
し
て
よ
い
も

の
で
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、
「
目
標
に
し
た
と
た
ん
に
逸そ

れ
る
。
」
師
、
「
目
標
に
し
な
い
な
ら
、
そ
れ
が
道
だ
と
は
わ
か
ら
ぬ
の
で

は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
？
」
南
泉
、
「
道
は
わ
か
る
わ
か
ら
ぬ
に
關
わ
ら
ぬ
。
わ
か
る
と
は
妄
念
に
よ
る
錯
覺
で
あ
り
、
わ
か
ら
ぬ
と
は

昏
暗
で
あ
る
。
眞
に
目
的
意
識
を
離
れ
た
道
に
達
し
た
な
ら
、
そ
の
心
は
大
空
の
よ
う
に
カ
ラ
リ
と
澄
ん
で
礙
げ
が
な
い
。
む
や
み

に
議
論
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
」
師
は
聽
い
て
た
だ
ち
に
奧
義
を
受
け
と
め
、
滿
月
の
ご
と
き
澄
明
な
心
と
な
っ
た
。

南
泉
の
い
う
「
平
常
心
」
と
は
こ
と
さ
ら
外
に
道
を
求
め
ぬ
心
の
こ
と
で
あ
る
。

○
師
答
曰
：
收　
「
收
」
は
僧
の
應
對
の
語
「
若
向
無
頭
角
處
收
，
即
招
大
衆
怪
笑
」
か
ら
す
る
と
「
受
け
入
れ
る
」、「
引

き
受
け
る
」
意
の
よ
う
で
あ
る
。
角
の
生
え
る
の
も
厭
わ
ず
、
言
い
留
め
よ
う
と
す
る
も
の
を
も
保
福
院
に
受
け
入
れ

る
。

○
進
曰
：
若
向
無
頭
角
處
收
，
即
招
大
衆
怪
笑　
「
頭
角
無
き
處
に
向お

い
て
」
と
は
「
智
の
到
ら
ざ
る
處
は
、
切
に
道
い
著
む

る
を
忌
む
」
と
い
う
説
に
依
據
し
て
、
最
初
か
ら
言
語
化
な
ど
無
用
と
す
る
點
に
お
い
て
。
す
な
わ
ち
「
無
事
」
に
安
住

し
て
い
る
僧
の
姿
勢
を
指
す
。「
そ
う
い
う
者
を
受
け
入
れ
て
は
、
こ
こ
保
福
院
の
僧
衆
に
あ
ざ
笑
わ
れ
ま
す
ぞ
。」『
天
聖

廣
燈
錄
』
巻
二
〇
「
益
州
鐵
幢
覺
禪
師
章
」
に
、「
人
の
謾あ

な
どり
を
被
ら
ず
、
緣
に
隨
い
て
日
を
過
ご
し
、
性
に
任
せ
て
時
を
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度わ
た

り
、
苦
苦
と
し
て
心
を
勞
し
、
強
い
て
頭
角
を
生
ず
る
を
用
い
ず
、
十
二
時
中
、
著
衣
喫
飯
し
て
、
自も
と

よ
り
罣
礙
無
し
。

若
し
是か

く

の
如
き
を
得
な
ば
、
格
外
の
道
人
と
謂
う
べ
し
」
と
い
う
「
無
事
」
を
標
榜
す
る
立
場
を
、
こ
の
僧
は
認
め
な
い
。

○
師
云
：
失
錢
遭
罪　
「
失
錢
遭
罪
」
は
得
た
錢
を
失
っ
た
う
え
に
自
身
も
罪
を
著
せ
ら
れ
て
捕
わ
れ
る
こ
と
。
わ
た
し

（
保
福
）
は
「
良
久
」
で
こ
と
た
れ
り
と
す
る
の
で
は
な
く
、
如
何
に
そ
れ
を
言
い
留
め
る
か
を
突
き
詰
め
る
よ
う
に
示
し

て
い
る
が
、
馬
祖
の
無
事
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
即
ち
こ
れ
ま
で
の
保わ

た
し福
の
接
化
を
正
し
く
受
け
留
め

て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
か
く
言
う
。
わ
た
し
の
こ
れ
ま
で
の
教
化
は
失
敗
だ
っ
た
。
こ
の
語
を
保
福
は
臨
終
の
さ
い

に
使
っ
た
こ
と
が
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
漳
州
保
福
院
從
展
禪
師
章
」
に
見
え
て
い
る
。

師
住
保
福
僅
一
紀
，
學
衆
常
不
下
七
百
。
其
接
機
利
物
，
不
可
備
錄
。
閩
帥
禮
重
，
爲
奏
命
服
。
唐
天
成
三
年
戊
子
，

示
有
微
疾
。
僧
入
丈
室
問
訊
。
師
謂
之
曰
：
「
吾
與
汝
相
識
年
深
，
有
何
方
術
相
救
？
」
僧
曰
：
「
方
術
甚
有
。
聞

說
和
尚
不
解
忌
口
。
」
又
謂
衆
曰
：
「
吾
旬
日
來
，
氣
力
困
劣
。
別
無
他
，
只
是
時
至
。
」
僧
問
：
「
時
既
至
矣
。
師

去
即
是
，
住
即
是
？
」
師
曰
：
「
道
。
」
曰
：
「
恁
麼
即
某
甲
不
敢
造
次
。
」
師
曰
：
「
失
錢
遭
罪
。
」
言
訖
，
跏
趺
告
寂
。

即
三
月
二
十
一
日
也
。

師
は
保
福
院
に
住
す
る
こ
と
十
二
年
に
及
び
、
衆
徒
は
夏
冬
を
問
わ
ず
、
常
に
七
百
衆
を
超
え
た
。
か
れ
ら
を
接
化
し
た
問
答
商
量

の
記
錄
は
厖
大
で
、
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な
い
。
閩
の
總
帥
（
漳
州
刺
史
王
延
休
？)

は
歸
依
し
て
、
後
唐
朝
に
紫
衣
を
申
請
し
た
。

唐
天
成
三
年
戊
子
の
艢
（
九
二
八
）
、
臨
終
を
迎
え
た
。
僧
が
保
福
の
方
丈
に
挨
拶
に
う
か
が
っ
た
。
師
は
彼
に
言
っ
た
、
「
わ
た

し
は
そ
な
た
と
は
長
い
つ
き
あ
い
だ
が
、
わ
た
し
を
救
っ
て
く
れ
る
方
術
が
あ
る
か
？
」
僧
、
「
方
術
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
が
、

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
和
尚
は
口
を
愼
む
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
ぬ
と
か
。
」
師
は
そ
れ
か
ら
皆
に
言
っ
た
、
「
わ
た
し
は
こ

こ
十
日
ほ
ど
氣
力
が
衰
え
た
。
ほ
か
で
も
な
い
、
た
だ
最
期
の
時
が
來
た
だ
け
だ
。
」
僧
が
問
う
た
、
「
そ
の
時
が
來
た
の
な
ら
、
師

は
逝
か
れ
る
の
が
よ
い
の
か
、
留
ま
ら
れ
る
の
が
よ
い
の
か
？
」
師
、
「
き
み
が
言
え
。
」
僧
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
わ
た
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し
は
め
っ
た
な
こ
と
は
申
し
ま
せ
ぬ
。
」
師
、
「
錢
を
失
っ
た
う
え
に
、
罪
を
著
せ
ら
れ
た
。
」
そ
う
言
っ
て
、
趺
坐
し
て
亡
く
な
っ

た
。
そ
の
年
の
三
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
失
錢
遭
罪
」
は
保
福
自
身
の
一
生
の
接
化
が
虚
し
く
失
敗
に
歸
し
た
と
い
う
絶
望
の
語
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

本
則
も
そ
の
意
味
に
解
す
る
。

〔
五
四
〕
作い

か
な
る

摩
生
か
是
れ
如
の
義
？

因
擧
：
「
金
剛
經
云
：
『
一
切
諸
法
，
皆
是
如
義
。』」
師
却
問
僧
：
「
作
摩
生
是
如
義
？
」
對
云
：
「
和
尚
問
阿
誰
？
」

師
云
：
「
忽
遇
道
伴
相
借
問
，
作
摩
生
向
伊
道
？
」
對
云
：
「
和
尚
是
什
摩
心
行
？
」
師
不
肯
，
代
云
：
「
何
處
有
與
摩
道

伴
？
」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
金
剛
經
に
云
く
、『
一
切
諸
法
は
皆
な
是
れ
如
の
義
な
り
』
と
。」
師
却
っ
て
僧
に
問
う
、「
作い
か
な
る

摩
生

か
是
れ
如
の
義
？
」
對こ

た

え
て
云
く
、「
和
尚
は
阿た

れ誰
に
か
問
う
？
」
師
云
く
、「
忽も

し
道
伴
の
相
い
借
問
す
る
に
遇
わ
ば
、

作い

か

ん
摩
生
が
伊か
れ

に
向
っ
て
道い

う
？
」
對
え
て
云
く
、「
和
尚
、
是
れ
什な

ん摩
の
心
行
ぞ
？
」
師
は
肯う
べ
なわ
ず
、
代
わ
り
て
云
く
、「
何

の
處
に
か
與か

く摩
な
る
道
伴
有
る
？
」

【
日
譯
】

あ
る
時
、
師
は
「
一
切
の
諸
法
は
皆
な
如
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
『
金
剛
經
』
の
言
葉
を
取
り
上
げ
、
僧
に
問
う
た
、

「〈
如
の
こ
と
で
あ
る
〉
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
答
え
て
言
う
、「
和
尚
は
誰
に
問
う
て
い
る
の
で
す
か
？
」
師
、「
連
れ

合
い
が
問
う
た
ら
、
彼
に
ど
う
答
え
る
の
だ
？
」
答
え
て
言
う
、「
和
尚
、
何
と
い
う
こ
と
を
！
」
師
は
そ
れ
を
認
め
ず
、

代
わ
っ
て
答
え
た
、「
ど
こ
に
そ
ん
な
連
れ
合
い
が
お
り
ま
し
ょ
う
？
」
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【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
録
。

○
金
剛
經
云
：
一
切
諸
法
，
皆
是
如
義　

一
切
の
存
在
は
全
て
そ
の
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
（
實
相
）
で
あ
る
。
鳩
摩
羅

什
譯
『
金
剛
般
若
經
』
究
竟
無
我
分
第
十
七
に
「
如
來
者
即
諸
法
如
義
」
と
あ
る
句
の
「
諸
法
如
義
」
を
引
き
伸
ば
し
て

八
字
に
し
た
も
の
。
如
來
は
燃
燈
佛
の
と
こ
ろ
で
菩
提
と
し
て
得
る
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
燃
燈
佛
よ
り
來
世

に
佛
と
な
り
釋
迦
牟
尼
と
稱
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
授
記
さ
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
何
以
故
？
如
來
者
即
諸
法
如
義
」

（
大
正
藏
卷
八
・
七
五
一
上
、
岩
波
文
庫
本
九
六
頁
）
で
あ
る
か
ら
だ
と
示
さ
れ
る
。

　
「
諸
法
如
義
」
は
禪
宗
で
は
ど
う
解
さ
れ
て
い
る
か
？ 

慧
能
に
假
託
さ
れ
た
『
金
剛
經
解
義
』
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。

佛
言
諸
法
如
義
者
，
諸
法
即
是
色
聲
香
味
觸
法
，
於
此
六
塵
中
，
善
能
分
別
，
而
本
體
湛
然
，
不
染
不
著
，
曾
無
變

異
，
如
空
不
動
，
圓
通
瑩
徹
，
歷
劫
常
存
，
是
名
諸
法
如
義
。
（
『
慧
能
研
究
』
四
五
〇
頁
、
大
修
館
書
店
）

佛
の
言
う
「
諸
法
如
義
」
と
は
、
諸
法
は
色
聲
香
味
觸
法
の
存
在
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
存
在
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
っ
て
諸
存
在
を

善
分
別
し
な
が
ら
、
し
か
も
分
別
の
本
體
（
法
身
）
は
靜
謐
で
あ
り
、
諸
存
在
に
執
わ
れ
て
汚
染
さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
變
異
す
る
こ

と
が
な
く
、
虚
空
の
よ
う
に
不
動
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
も
圓
か
に
通
じ
て
清
ら
か
に
透
徹
し
、
歷
劫
に
常
に
存
在
し
て
い
る
、
こ
れ

が
「
諸
法
如
義
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
あ
き
ら
か
に
五
蘊
身
に
具
わ
る
法
身
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
黃
檗
『
宛
陵
錄
』
も
次
の
よ
う
に
言

う
。如

來
者
即
諸
法
如
義
。
所
以
云
：
「
弥
勒
亦
如
也
，
衆
聖
賢
亦
如
也
。
」
如
即
無
生
，
如
即
無
滅
，
如
即
無
見
，
如
即

無
聞
。
（
入
矢
義
高
『
傳
心
法
要
・
宛
陵
錄
』
一
〇
八
頁
、
禪
の
語
錄
8
、
筑
摩
書
房
）
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如
來
と
は
、
諸
存
在
の
そ
の
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
弥
勒
も
そ
の
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
，
一
切

の
聖
賢
も
そ
の
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
」
と
『
維
摩
經
』
（
菩
薩
品
）
に
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
で
あ

る
も
の
は
生
ず
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
滅
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
見
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
聞
く
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

黃
檗
の
場
合
も
、
見
聞
覺
知
す
る
こ
と
の
な
い
不
生
不
滅
な
る
諸
存
在
に
そ
な
わ
る
法
身
で
あ
る
。
ま
た
大
珠
慧
海
は
次

の
よ
う
に
説
く
。

經
云
：
「
如
來
者
則
諸
法
如
義
。
」
一
切
世
間
生
滅
法
，
無
有
一
法
不
歸
如
。
（
本
書
卷
一
四
「
大
珠
和
尚
章
」
第
二
則
） 

『
金
剛
經
』
に
「
如
來
と
は
一
切
存
在
の
實
相
の
こ
と
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
世
間
の
生
滅
す
る
存
在
の
す
べ
て
は
、

實
相
で
な
い
も
の
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

○
對
云
：
和
尚
問
阿
誰
？　

禪
に
お
い
て
は
「
如
義
」
は
、
單
に
「
諸
法
」
一
般
の
こ
と
で
は
な
く
、
わ
が
自
身
に
お
い
て

こ
そ
體
認
體
得
す
る
も
の
。
我
が
心
を
お
い
て
ほ
か
に
佛
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
よ
う
に
、「
如
義
」
も
そ
の
よ

う
に
自
己
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
そ
れ
を
人
に
問
う
の
は
間
違
い
で
す
。」『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
一
「
漳
州
羅
漢
院
桂

琛
禪
師
章
」
に
次
の
用
例
が
あ
る
。

師
因
疾
，
僧
問
：
「
和
尚
尊
候
較
否
？
」
師
以
杖
拄
地
曰
：
「
汝
道
這
箇
還
痛
否
？
」
僧
曰
：
「
和
尚
問
阿
誰
？
」

師
曰
：
「
問
汝
！
」
僧
曰
：
「
還
痛
否
？
」
師
曰
：
「
元
來
共
我
作
道
理
。
」

師
が
病
ん
だ
と
き
、
僧
が
問
う
、
「
和
尚
、
お
加
減
は
い
か
が
で
す
か
。
」
師
は
杖
を
地
面
に
突
き
立
て
て
言
う
、
「
こ
い
つ
は
痛

い
か
？
言
っ
て
み
よ
。
」
僧
、
「
和
尚
は
誰
に
問
う
て
い
る
の
で
す
か
？
」
師
、
「
お
前
に
だ
！
」
僧
（
自
分
の
そ
れ
に
向
か
っ
て
）、

「
い
っ
た
い
痛
い
か
。
」
師
、
「
お
前
も
わ
し
に
付
き
合
っ
て
理
屈
を
言
う
と
は
！
」

○
師
云
：
忽
遇
道
伴
相
借
問
，
作
摩
生
向
伊
道
？　

わ
た
し
で
は
な
く
、
君
の
連
れ
合
い
が
問
う
た
ら
、
そ
い
つ
に
ど
う
言

う
の
だ
。
僧
が
「
和
尚
問
阿
誰
」
と
言
っ
た
意
圖
を
見
抜
い
て
、
も
し
お
ま
え
自
身
の
こ
と
と
し
て
な
ら
ど
の
よ
う
に
答
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え
る
の
か
。
こ
こ
に
い
う
「
道
伴
」
は
「
從こ
れ
ま
で來
共
に
住
し
て
名
を
知
ら
ず
、
任
運
に
相
い
将つ

れ
只た

だ麼
行あ
る

く
の
み
」（
本
書
卷

四
「
石
頭
和
尚
章
」
第
一
三
則
）
と
説
か
れ
た
那
一
人
（
本
來
人
、
法
身
）。『
五
燈
會
元
』
巻
七
「
福
州
長
慶
慧
稜
章
」
に
次

が
あ
る
。

上
堂
：
「
撞
著
道
伴
交
肩
過
，
一
生
參
學
事
畢
。
」

上
堂
、
「
連
れ
合
い
に
出
遇
っ
て
親
密
に
な
っ
て
過
ご
せ
ば
、
一
生
の
參
學
の
大
事
は
畢お

わ

っ
た
。
」

○
對
云
：
和
尚
是
什
摩
心
行
？　
「
一
體
な
の
で
す
か
ら
別
物
の
よ
う
に
し
て
問
う
と
は
、
ど
う
い
う
つ
も
り
で
す
か
？
」

僧
は
「
自
己
と
一
體
の
法
身
」
を
認
め
た
。

○
師
不
肯
，
代
云
：
何
處
有
與
摩
道
伴
？　

僧
の
應
答
を
認
め
ず
、
こ
う
答
え
る
べ
き
だ
っ
た
と
代
わ
っ
て
言
う
、「
道
伴

な
ど
お
り
ま
せ
ん
」
と
。
僧
も
保
福
も
肉
身
と
は
別
次
元
の
「
法
身
」
を
認
め
な
か
っ
た
馬
祖
道
一
の
立
場
に
立
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
保
福
の
言
い
方
の
ほ
う
が
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
で
徹
底
し
て
い
る
。
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